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1.本報告書は,市街地再開発関連街路事業のうち都市計画道路高松駅南線建設に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告書の第 2冊であり,高松市西の九町・寿町一丁目に所在する高松城跡 (寿町一丁目)の調査

報告を収録した。本報告書では I区の第 1遺構面 。第 2遺構面, Ⅱ区,Ⅲ区を報告する。なお,第 1

冊では書名 。遺跡名を F高松城跡 (無量壽院跡 )』 としていたが,遺跡名は高松城跡 (寿町一丁目)

で統一する。

2.発掘調査期間は,平成 14年 11月 28日 ～平成 15年 3月 14日 と平成 17年 12月 19日 ～平成 18年 2

月 28日 の 2年次に分かれている。

3.発掘調査および本報告書作成は,高松市教育委員会が実施した。

4.調査から報告書作成に至るまで,下記の関係機関ならびに方々のご指導とご協力を得た。記して謝

意を表したい。 (敬称略,五十音順 )

香川県教育委員会

片桐節子  片桐孝治  蔵本晋司  乗松真也  松本和彦  森下友子

5.調査は,文化振興課文化財専門員 大嶋和則と中西克也 (～平成 18年 3月  讃岐文化遺産研究会

平成 18年 4月 ～ 文化振興課非常勤嘱託職員)が担当し,大朝利和が補佐した。

6.本報告書の執筆は,第 1章第 1節を大嶋,第 2章を文化振興課文化財専門員 サ|1文田聰が行い,それ以

外は中西が行った。編集は中西が行った。

7.本報告書の第4章第 1節樹種同定は,(株)吉田生物研究所に委託した。

8.本報告書の出土遺物写真撮影は,杉本和樹 (西大寺フォト)に委託した。

9.発掘調査で得られた全ての資料は,高松市教育委員会で保管している。

10。 本報告書における表記および記述に関する凡例は,以下のとおりである。

(1)使用した遺構略号は次のとおりである。

SB 掘立柱建物跡  SD tt  SE 井戸  SK 土坑  SP 柱穴

SU 黎跡状遺構   SX 性格不明遺構

(2)出土遺物観察表中の表記方法は次のとおりである。

a.法量の中で ( )を付けているのは残存値である。

b.色調が内外面とも同じ場合には内外面と表記する。

c.土器胎上の粒土表記の基準

微砂 :非常に細かい 細砂 :0.5mm以下 粗砂 :0.5～ lmm 糸団礫 :l Hlm以上

(3)方位の北は,国土座標第Ⅳ座標系 (世界測地系 )の北であり,標高は東京湾平均海面からのプラ

ス値である。

(4)土壌及び土器観察の色調表現は, F新版 標準土色帖』(農林水産省技術会議事務局監修・財団法

人日本色彩研究所色表監修 )に よる。

(5)挿図の一部に国土地理院地形図「高松北部」と高松市都市計画図 2千 5百分の 1「高松市街北部」

を一部改変して使用した。

(6)第 4章自然科学的分析は,市街地再開発関連街路事業 (高松駅南線)建設に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告書の第 1冊に既載したが,本報告書に記載する木製品が関係するため再度記載する。

(7)写真図版の出土遺物の中で,本報告書に記載する第 1・ 2遺構面出上の遺物のみ番号をつける。
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯

高松市では,サ ンポー ト高松整備事業の一環で JR高松

駅周辺の再開発事業を進めており,こ れに伴い都市計画道

路高松駅南線の整備が計画された。道路新設部分は幅員

20m,延長約 90m,事業面積約 1,800だである。

平成 13年度に事業主体である高松市都市開発部都市再開 第 1図 遺跡位置図
発課から,高松市教育委員会に対して道路建設予定地における埋蔵文化財について照会があった。当該

地は周知の埋蔵文化財包蔵地としては認識されていなかったが,東側には国史跡高松城跡が所在し,西

側隣接地では (財)香川県埋蔵文化財調査センターによって調査が行われた高松城跡 (西の九町地区)

が所在した。また,事業予定地は周辺の発掘調査成果や地割と絵図との比較によって,江戸時代には高

松城内であり,東半が西ノ丸,西半が中堀に位置することが推定された。しかし,事業予定地内には鉄

筋コンクリート造の建物が建てられており,撹乱を受けている可能性もあったため,事前に道路建設予

定地内について試掘調査を実施し,埋蔵文化財の包蔵状況を確認することで合意した。

これを受け,高松市教育委員会では平成 13年 10月 9・ 10日 に道路建設予定地内の用地取得地につ

いて試掘調査を実施した。事業予定地東半の西ノ丸推定地のみが試掘可能であり,道路幅員の両端に沿つ

て東西方向のトレンチを設定した。南側のトレンチでは,中世と江戸時代の 3面の遺構面を確認し,そ

れぞれから土坑を検出した。北側のトレンチでは,西半は溝や柱穴を検出したが,東半はコンクリート

基礎による撹乱が遺構面以下まで及んでいた。このため事業予定地の北東部分については撹乱が著しく,

遺跡は消滅してしまっているが,その他の部分についてはほぼ全面に遺跡が所在することが判明した。

なお,事業予定地西半は試掘調査できなかったが,堀が推定されていることから遺構の深さが深 く, ま

た既存建築物が 2階建であることから地下遺構に対する撹乱の影響が少ないと考えられた。さらに,西

側隣接地において (財)香川県埋蔵文化財調査センターによつて調査が行われた高松城跡 (西の丸町地

区)が所在することからも,埋蔵文化財が包蔵することは確実視された。試掘調査結果については都市

再開発課と香川県教育委員会に報告した。

平成 14年 9月 ll日 に都市再開発課より埋蔵文化財発掘の通知が提出され,こ れに対し, 9月 26日

に香川県教育委員会から事前に発掘調査を行うよう指導があった。これを受け,都市再開発課と協議を

行った結果,道路建設前の平成 14。 15年度の2カ 年で発掘調査を実施し,記録保存を行うことで合意

した。平成 14年度においては事業予定地の東半と西端部分が用地取得済みであったことから, この範

囲を調査対象とした。東半のうち北東部については試掘調査によって撹乱が著しいことが判明しており

発掘対象範囲から除外した。このため,東半部分の発掘面積は 360∬ となった。西端は堀の検出が予想

され,掘削深度が深くなることから,十分な法面を設け,10m四方の 100∬程度を調査することとした。

また,平成 15年度については,事業予定地の中央部分を発掘対象地としていたが,用地取得が完了し

なかったため調査は延期となった。その後,平成 17年度において用地取得が部分的に完了した範囲内

で 175どの調査を実施し,堀に伴う石垣や多量の遺物の出土が認められた場合には平成 18年度以降に

残りを調査することで合意した。平成 17年度調査地は堀内にあたり遺物量も少なかったことから,こ

の調査において全調査を完了した。
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第 2節 調査 の経過

1.発掘調査の経過

第 1次発掘調査は,平成 14年 11月 28日 ～平成 15年 3月 14日 に実施した。東側の調査区は I区 ,

西側の調査区はI区 と称する。本調査については,事前協議の中で廃土搬出費用の削減という観点から,
遺構の調査に伴う廃土は調査区内に仮置きすることとなり, I区は三分して調査を実施した。 I区の東
側をI-1区 ,西側をI-2区 と仮称した。最初にI-1区・2区の第 1遺構面を調査し,次にI-1
区の第2遺構面 。第 3遺構面を調査した。最後にI-2区の第2遺構面 。第3遺構面の調査を実施した。
Ⅱ区の調査は調査期間の最終に実施した。

第 2次発掘調査は,平成 17年 12月 19日 ～平成 18年 2月 28日 に実施した。調査の目的は中堀の東
側の石垣の確認であり,南北両側に住宅が接するように建っており,さ らに掘削深度が 3.5m以上にな
ると想定されたために十分な安全対策を講じた後に調査を行った。

以下,調査日誌を掲げて調査の詳細について報告する。

調 査 日 誌 (抄 )
平成 14年

11月

28日 にI-1区の重機による第 1遺構面までの機械掘削作業を開始し,29日 に終了する。
12月

2～ 5日 にI-1区の第 1遺構面の遺構検出作業を行う。6日 に遺構配置図を作成し,東端より
遺構の調査を開始する。 9。 10日 に柱穴などの小規模の遺構を完掘し,同時にI-2区の重機によ
る第 1遺構面までの機械掘削作業を行う。

11～ 16日 にS D 1001・ S K 1010。 S E 1001の 掘り下げを行い,土層図を作成する。
17・ 18日 にS E 1002の 掘り下げ, I-2区の遺構検出作業を行う。24日 にI-2区の遺構配置
図を作成し,遺構の調査を開始する。27日 までS D 1001, S E 1001・ 1002, S X 1003等の大きな
遺構を完掘する。S D 1001で は集石を検出する。

平成 15年

1月

6,7日 にI-2区の溝・柱穴・土坑を完掘し,調査区の北壁・西壁の上層図を作成する。 8・
9日 に調査区南壁の土層図を作成する。

10日 に I区における第 1遺構面の空中写真測量を行う。高所作業車を使用して全体の完掘写真を

撮り,次に個々の遺構の写真を撮る。

14～ 16日 にI-1区の重機による第 2遺構面までの機械掘削作業を行い,遺構配置図を作成し
た後にS X 1201や 柱穴などの遺構の調査を行う。S D 1001を 掘り下げる。

17日 に柱穴や土坑等の全ての遺構を完掘し,20。 21日 に遺構の平面図を作成する。全体の完掘

写真を撮り,次に個々の遺構の写真を撮る。

22～ 24日 にS P 1203～ 1208に切られるS K 1209を 掘り下げて完掘する。調査区東端より第 3

遺構面までの機械掘削作業を行い,随時,遺構検出作業を行う。
28～ 31日 にS D 1301～ 1303, S E 1301, S X 1301,土 坑,柱穴の調査を行う。
2月
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3・ 4日 にS D 1301～ 1304, S E 1301, S X 1301を 完掘する。S D 1301は 集石が検出され,

平面図を作成する。S E 1301の 石組と曲物の平面図・立面図を作成する。

5日 にI-1区の第 3遺構面の空中写真測量を行う。 6日 にS D 1301。 1304の遺物出土状況の

平面図を作成し,遺物を取り上げる。S D 1302の 集石の平面図を作成し,五輪塔 2点を取り上げる。

7日 にS D 1302の 集石を取り除き,完掘写真を撮る。S X 1302を 掘り下げる。

10～ 14日 にI-1区 S D 1302の 平面図とS D 1001の 列石立面図を作成し, S D 1303・ 1304を

完掘する。 I-2区において第 2遺構面までの機械掘削作業を行い,遺構検出作業を行う。

17日 にI-2区の第 2遺構面の遺構配置図を作成した後に柱穴・土坑の調査を行う。

18～ 24日 にI-2区第 2遺構面の柱穴・溝・土坑を完掘し, S B 1201, S E 1201は 土層図を

作成した後に完掘する。全ての遺構を完掘した後に平面図を作成する。 I-2区第 2遺構面の完掘

写真を撮り,個々の遺構の写真を撮影する。

25・ 26日 にI-1区のS D 1001の 列石を取り除き,地山まで掘り下げる。調査区南壁の上層図

の下層を付け加える。 I-2区の第 3遺構面までの機械掘削作業と遺構検出作業を行う。

27・ 28日 にI-2区の第 3遺構面の柱穴・土坑・溝の調査を行う。S D 1301を 完掘し,土層図

と集石平面図を作成する。北西側に検出された第 3遺構面上層のピット群・土坑群を完掘する。

3月

4日 にI-2区のS D 1302の 掘り下げを行う。土層観察用の畦を2本設定する。調査区北西側

を掘り下げ,第 3遺構面下層の遺構を検出し,遺構配置図を作成する。 5日 にS D 1302の 東側畦

の上層図を作成し,青磁香炉の出土平面図作成と写真撮影を終える。

10日 にⅡ区の調査を行う。現地表から約 2.50mの深さまで重機により掘り下げる。

11。 12日 にI-2区第 3遺構面の全ての遺構を完掘する。
13日 にⅡ区の一部に鉄板を打ち込み,約 3.50mの深さまで掘り下げる。下層に中堀の埋上である

黒褐色シルト質極細砂が検出される。 I-2区第3遺構面とⅡ区の空中写真測量を行う。

平成 17年

12月

コンクリート基礎の撤去を行う。

平成 18年

1月

コンクリート基礎の撤去を行い,15日 に試掘として重機により約 1.5m掘 り下げた。その結果,

砂層が厚く堆積しており,十分な安全対策が必要であることが確認される。

2月

7日 に重機により現地表からの深さ約 3.40mま で掘り下げる。午後より入力による調査を実施す

る。ラミナ状堆積をなす堀の埋土を掘り下げ,地山であろう砂礫層を確認し,調査区南側を完掘する。

8日 に上層図を作成し,北側を完掘する。午後より平面図を作成し,写真撮影を行う。

2.整理作業の経過

第 1次発掘調査の整理作業は次のように実施する。平成 14年度末～ 15年度は出土遺物の水洗いと図

面修正と遺物の復元・選定作業を行う。平成 16年度～ 17年度前半に遺物の実測を行う。平成 17年度

後半～ 18年度前半に挿図を作成し,平成 19年 1月 中旬までに原稿の執筆を完了する。

第 2次発掘調査の整理作業は,平成 18年度前半に出土追物の水洗い 。実測を行い,挿図を作成し,

平成 19年 1月 中旬までに原稿の執筆を完了する。
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第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節 地理的環境

瀬戸内海に北面した香川県のほぼ中央に,低い山塊に囲まれた高松平野がある。高松平野は西側が南
から五色台へと続く山地,東狽Iが立石山山地によって取り囲まれた東西 20km,南北 16kmの範囲に及
んでいる。また,この平野は,讃岐山脈から流下し,北へ流れて瀬戸内海へ注ぐ香東川をはじめ本津川・

春日川・新川などによって形成された扇状地でもある。

さて,高松城の城下町として発展した高松市街地は,香東川の東流路が瀬戸内海に注いでいた河口の
中洲や砂堆上に立地している。このため,城下町は高松城築城と同時にこの中洲や砂堆を大規模に埋め
立てて形成されたと考えられている。香東川は,現在,石清尾山塊の西を直線に北流する西流路のみだ
が,17世紀初頭,高松藩に招かれた西嶋八兵衛の河川改修によって一本化されたものである。なお,17
世紀の廃川直前の流路は御坊川としてその名残をとどめている。

第 2節 歴 史的環境

高松市街地の下に埋没している中洲や砂堆上に初めて人の活動が認められるのは,弥生時代後期であ
る。高松城内南に位置する高松城跡 (松平大膳家上屋敷跡)では,ベースとなる砂層上面より柱穴とと
もに弥生土器が多く出土し,付近に集落が存在していた可能性が指摘できる。この発掘調査では,平安
時代前期の溝もわずかながら確認している。

この地域の土地が安定し,人が恒常的に居住できるようになるのは平安時代後期と考えられる。当時,

この地域は箆原郷と呼ばれ,安楽寿院領である野原庄が高松城跡の南方に所在していた。野原庄は,白
河院の勅使田が応徳年間頃 (11世紀末葉 )に立券荘号されたものである。康治 2年 (l143)8月 19日 の太

政官符によれば野原庄の四至が条里によって表記されていることから,土地が安定し条里地割または条
里呼称がこの地まで普及していたと考えられる。

さらに時代が下ると,荘園としての機能以外にも,文安 2年 (1445)の「兵庫北関入般納帳」には船籍
地として名前が記載されていることから,中世においては港町としての機能を有していたと考えられる。

時代は遡るが,高松城跡西の九地区の発掘調査では,ll世紀後半～ 13世紀前半の護岸施設とともに県
外から搬入された土器が高い比率で出上している。さらに,西の丸地区に隣接する浜ノ町遺跡では,白
磁四耳壷を埋納していた 13世紀末から15世紀末の集落跡が確認されている。また,本遺跡第 3遺構面
では 16世紀に存在した寺院である無量壽院に関係する遺構・遺物が見つかっている。一方,高松城跡
東の九地区に目を転じると,16世紀後半以前の漁民の墓群が検出されている。城跡より南東方向にある
片原町遺跡においては,15～ 16世紀に属するL字形の大溝を検出しており,こ れは居館の外側にめぐ
らしていた堀の一部と考えられている。

このように,高松市街地下において,古代末から中世の集落等が確認され,かつて港町が栄えていた
と考えられる。この砂堆や中洲上に中世都市が立地する状況は,博多や草戸千軒遺跡にも見られるよう
に全国的な傾向であり, これらの都市をつなぐ交易が行われていたのであろう。このような時代背景の

もとに,高松城がこの地に築かれ,城下町が整備されたと考えられる。
さて,こ の高松城および城下町を造ったのは,豊臣秀吉の家臣であった生駒親正である。豊臣秀吉の
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四国征伐により,天正 13年 (1585)長宗我部元親が降伏し,讃岐国は仙石秀久 。十河存保に与えられ,

その後尾藤知宣の領国となったが,天正 15年 (1587)生駒親正が入封し,讃岐 17万 6千石を領した。高

松城は,生駒親正の居城として,翌天正 16年から築城され,数 力年を要して完成された水城である。

北の守りを瀬戸内海にゆだね,堀には海水が引き込まれるのが水城と呼ばれる由縁である。また,南方

には大手 (十日太鼓門 )を構え,城の南側に城下町が展開する「後堅固」の城でもある。城の構造は,内堀
・

中堀・外堀といつた三重の堀をめぐらし,内堀より内側には本九・ニノ丸 。三ノ丸などの曲輪を配して

いる。本丸は, さらに堀によつて他の曲輪と独立しており,本丸とニノ丸をつなぐ鞘橋を落とすことに

よって敵の侵入を防ぐ構造となっている。

生駒氏は御家騒動により寛永 17年 (1640)出 羽国矢島に転封となり,代わって松平頼重が寛永 19(1642)

年に高松城主となり,東讃岐 12万石を領した。松平頼重は,城の改修を度々行っているが,寛文10年 (16701

頃の大規模な改修では,北ノ丸・東ノ丸を造成するとともに,月 見櫓・続櫓・渡櫓などを造り,北に設

けた水手御門より直接海から出入りができるようにしている。松平氏は明治 4年 (1871)|こ廃城になるま

で 11代にわたつて 230年間城主を務めた。その後,天守は老朽化のため明治 17年 (1884)に 取り壊され,

高松城跡は昭和 29年 (19541に 高松市が取得し,翌 30年玉藻公園として市民に開放し,現在に至っている。

一方,史跡として昭和 30年 (1955)に 国指定を受け,文化財の保護が図られている。

16

‐
15

1高松城跡 (寿町一丁目)

4高松城跡三ノ丸 (多目的トイレ)

7高松城跡地久櫓台

10高松城跡 (松平大膳家上屋敷跡)

13紺屋町遺跡

16高松城跡西ノ丸 (西ノ丸町A～ C地区)

19高松城跡ニノ丸 (玉藻公園西門料金所)

22高松城跡 (厩跡)

'13
2高松城跡三ノ丸石垣

5高松城跡作事丸

8高松城跡東ノ丸 (県歴史博物館)

■ 高松城跡 (松平大膳家中屋敷跡)

14高松城跡 (PTA会館)
17高松城跡東ノ丸 (県民ホール)

20高松城跡 (東町奉行所跡)

3高松城跡水手御門

6高松城跡 艮櫓台突堤
9片原町遺跡

12高松城跡 (丸の内地区)

15高松城跡西ノ丸 (高松北警察署)

18浜 ノ町遺跡

21高松城跡 (寿町二丁ロテナントビル)

(S :1/10,000)第 4図 高松城跡周辺主要調査地位置図
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第 3章 調査の成果

第 1節 調査 の概 要

本遺跡の調査は,道路建設に伴う発掘調査であるため東西方向に長い調査区に設定された。第 1章で
記述したように,平成 14年度の調査は国道 30号線 (通称中央通り)に接する東端の部分と高松駅に面
する西端の部分において実施し,東側の調査区を I区 ,西側をⅡ区と呼称する。平成 17年度の調査は
I区と道路を挟んだ西側において実施し,Ⅲ 区と呼称する。

I区は,高松城の中堀の内側,内堀の外側に位置しており,調査前は駐輪場であった。この地点は寛
永 15～ 16年に描かれた『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』には「生駒隼人下屋敷」と記載されている。

1650年代前半の『高松城下図屏風』では 1頭の馬と二人の人物が描かれている。享保年間の『高松城下図』
と文化年間の F高松市街古図』,弘化年間の F高松城下町屋敷割図 (弘化年間高松城下絵図)』 等では何
も書かれておらず空白である。

試掘調査の結果によりI区の北東部分にコンクリート基礎が確認され調査対象外となったため,I区
の平面形は横向きの逆「 L」 字形を呈する。東西方向の長さは29.50m,南北は 18,00mである。調査で

は中世から明治時代に至る3面の遺構面が検出された。
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第 5図
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第 1遺構面では江戸～明治時代の遺構を検出し,標高は 1.20m前後である。主な遺構としては,井戸・

溝・土坑・柱穴がある。遺構は調査区全域において検出しているが,北壁の中央から東側にかけては撹

乱を受けていた。

第 2遺構面では江戸時代の掘立柱建物跡・井戸 。溝・土坑・柱穴等の遺構を検出し,その標高は 1.10

m前後である。調査区の西側ではほぼ全域に遺構を検出したが,東側の北壁付近は第 1面と同一の撹乱

を受け,南壁付近に石列を有する第 1面のS D 1001が あり,遺構の検出は中央部の狭い範囲のみである。

第 3遺構面は,中世から江戸時代初頭の遺構が調査区全域に分布しており,その標高は0.80～ 1.00m

である。主な遺構は井戸・溝・土坑。柱穴であり,調査区北西部では遺構面が北方向に緩やかに低くなっ

ており,第 3遺構面の上位に確認された遺構面を第 3遺構面上層と呼称する。

Ⅱ区は,中堀の西端と推定される位置であり,中堀西側の石垣の確認を目的に調査を実施した。調査

前には木造の個人住宅とビルが建つていた。調査区の平面形は長方形を呈し,上端の東西方向の長さは

10.00m,南北 12.50mである。約 0,60mの深さまでコンクリート基礎があり,明治時代に埋め立てられ

た海砂が地表面から約 2.50mの深さまで達する。その下は中堀の埋上であり,地表面から約 3.50mま で

掘り下げたが,堀底面は確認できなかった。さらに,西側の石垣は検出されなかった。

Ⅲ区は,中堀の東端と推定される位置であり,中堀東側の石垣の確認を目的に調査を実施した。調査

前にはビルが建っていたため,調査区全域に地表面から約 0.60mの深さまでコンクリート基礎があった。

調査は東西 5.00m× 南北 3.00mの範囲に銅鉄製の矢板を打ち込み,その内側に鋼鉄の内枠を設置すると

いう十分な安全対策を講じた後に実施した。調査の結果,東側の石垣は検出されなかった。

第 2節 基本土層 (第 6図 )

I区では北壁の一部と西壁・南壁の上層図を作成した。

地表面から約 0.60mの 深さまで花筒土 (第 1層 )で埋め立てられ,その直下に昭和 20年 7月 4日 の

高松空襲による焼土・炭を多量に含む黒褐色シルト質細砂 (第 2層 )が最大 0.40m堆積している。

第 3～ 6層は明治時代から第 2次世界大戦までの埋め立てである。

第 7・ 8層の灰白色および灰黄色シルト質細砂の上面は第 1遺構面である。第 8層は最大 0.20mの厚

さでほぼ水平な堆積をなしている。第 7層は薄く,部分的に確認した。

第 13層の褐灰色シルト質極細砂～細砂の上面は第 2遺構面である。厚さは 0.20mであり,北西方向

に若千低 くなっている。西壁の上層図では撹乱により第 14層以上が削平されているが,調査区内では

撹乱が浅く,第 1。 2遺構面の遺構が検出されている。

第 16層の浅黄色細砂の上面は第 3遺構面上層の確認面であり,調査区の北西隅のみに堆積し,北西

方向に若干低 くなっている。第 17層の淡黄色細砂の上面は第 3遺構面である。上層と同様に北西方向

に低 くなっている。

Ⅱ区は現地表面から約 3.50mの深さまで重機により掘り下げるが,崩落しやすい海砂と湧水のため土

層図は作成できなかった。現地表面から深さ2.50mま では明治時代に埋め立てられた海砂であり,その

下位は堀底面近くの堆積であると考えられる暗緑灰色シルトが堆積している。

Ⅲ区は現地表面から約 3.40mの深さまで中～粗砂が厚く堆積し,その下位は黒褐色シルト・灰色細砂・

灰白色中～粗砂の薄い層が交互にラミナ状堆積しており,その厚さは約 0,50mである。これらの上層が

堀底面近くの堆積であると考えられる。最下層は砂礫層である。
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第 3節 遺構・遺物

第 1小節  I区  第 2遺構面
1 掘立柱建物跡
S B 1201(第 8・ 9図 )

調査区西端の中央において検出した掘立柱建物跡であり,中央部には近代の撹乱が大きく掘り込まれ

ている。検出した標高は 1.00～ 1.07mである。規模は南北 2間 ×東西 2間 (4.90× 5.30m)で ある。主

軸方位はN-90° 一Eである。検出した柱穴は7個であるが, P-3と P-4の間に撹乱により消失す

るが 1個の柱穴が存在していたと考えられる。南北の芯芯間距離は 1.80～ 2.00m,東西の芯芯間距離は

1.80～ 3.00mを 測る。P-3の位置が北東側にやや離れており,建物跡の平面形は台形を呈する。直径 0.48

mの P-5を除く,その他の柱穴は直径 0。80～ ■03m,検出面からの深さ0.40～ 0.49mを測り,平面

形はやや不整な円形ならびに楕円形を呈する。P-1～ 4の掘り方は段を有し, P-1・ 2'4は底面

上蓮魏6
1・

AT.P,1.30m

1灰白色十掲灰色シル ト質細砂
(2.5Y7/1+10YR6/1 灰白色シル トブロックを含む)
2褐灰色シル ト質細砂
(10YR5/1 灰白色細砂を含む)
3褐灰色シル ト質細砂 +淡黄色細砂
B    (10YR5/1+2.5Y3/3)~~4掲

灰色シル ト質細砂 (10YR5/1)
5淡責色細砂キ黄灰色ンル ト質細砂 (25Y7/3+6/1)

第 3図  S B 1201平・断面図 (Si1/80)
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に扁平な根石が残存する。埋土は 5層 に分けられ,水平な堆積状態をなす。出土遺物には 11・ 12の よ

うに中世のものも含まれるが,所属時期は 16世紀末～ 17世紀初頭である。
出土遺物は,土師質土器小皿 (1～ 3),同杯 (4～ 6),土師器杯 (7),土師質土器羽釜 (8),須
恵質土器甕 (9),土師質土器情鉢 (10),軒平瓦 (11・ 12),軒九瓦 (13),土錘 (14)である。
1は器高の低い小皿で,体部の調整は回転ナデ,底部は回転ヘラ切りが施される。2,3は 口径 10cm
を測 り,調整はナデである。 4は 口径 11.8cmを測 り, 5の底部は静止ヘラ切り, 6は 回転糸切 り,7は
回転ヘラ切りが施される。

8は直立する口縁部と水平に伸びる鍔部である。 9は平底でナデが施される。10は内面に4本一単位
の卸目がある。

11・ 12は「重波文的波状文」の軒平瓦であり,波の級は 3～ 5本である。12は瓦当上縁を幅広 く面取り,
顎後縁に狭い面取りが施される。13は 巴文である。

14は細管状の上錘である。
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第 9図  S B 1201出土遺物実測図 (S:1/4)
2溝
S D 1201(第 7・ 10図 )

調査区北西隅において検出した溝であり, S K 1211に切られる。検出した標高は 0,96mである。溝

の方位は狭い検出範囲ではあるがN-90° ―Eを示す。検出できた溝の全長は■30mで,直線的に延び
る。溝の西側は調査区外にかかっているが, S K 1211よ り東側は検出できなかった。溝の幅は 0.50m,

検出面からの深さは 5 cmを測る。断面は浅い U宇形を呈し,底面のレベルは平坦である。埋土は灰白色
シル ト質細砂の単一層である。遺物は出土していないが,検出状況や重複関係から所属時期は 17世紀
初頭である考えられる。

SD1201

T.Pl.10m

一

SD1203

T.Pl.20m

ー

0        1m

第 10図  S D 1201～ 1203断面図及び出土遺物実測図 (S:1/40・ 1/4)
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S D 1202(第 7・ 10図 )

調査区北西隅において検出した溝であり,S P 1279,S X 1208に 切られ,S K 1211,S X 1209を 切る。

溝の南側は近代の撹乱により消滅する。検出した標高は098mである。溝の方位は狭い検出範囲ではあ

るがN― O° ―Eを示す。検出できた溝の全長は 1.64mを測り,直線的に延びる。溝の北根1は調査区外に

かかっている。溝の幅は 0.50～ 0.68皿 ,検出面からの深さは 0.10mを 測る。断面は浅い U字形を呈し,

底面のレベルは平坦である。埋土は灰白色シルト質細砂の単一層である。遺物は出上していないが,検

出状況や重複関係から所属時期は 17世紀初頭であると考えられる。

S D 1203(第 7・ 10図 )

調査区北西隅において検出した溝であり, S P 1237・ 1240。 1279, S X 1208に 切られる。検出した

標高は1.05mである。溝の方位は狭い検出範囲ではあるがN-5° ―Eを示す。検出できた溝の全長は2.26

mを測り,直線的に延びる。溝の北狽1は調査区外 |こかかつている。溝の幅は 0.50m,検 出面からの深さ

は 0,10mを 測る。断面は浅い U字形を呈し,底面のレベルは平坦である。埋土は灰白色シルト質細砂で

ある。検出状況や重複関係から所属時期は 17世紀初頭であると考えられる。

出土遺物は瓦器椀 (15)で ,その時期は 12世紀に比定されるが混入品である。

S D 1204(第 11図 )

調査区北西隅において検出した溝であり,S E 1201, S K 1210。 1214, S P 1268～ 1275に切られる。

検出した標高は■00～ 1.08mで ある。溝の方位はN-5° 一Eを示す。溝の北端は S K 1210,南 端はS

E1201に切られ,中央部は近代の撹乱によリー部消滅する。検出できた溝の全長は 12.00mを測り,ほ

ぼ直線的に延びる。溝の幅は 0.46～ 0。75m,検出面からの深さは 0.03～ 0.12mを 測る。断面は浅い U

字形を呈し,底面のレベルは南から北方向に緩やかに低 くなる。埋土は灰白色シルト質細砂の単一層で

ある。他の遺構との関係から,所属時期は 16世紀末期～ 17世紀初頭であると考えられる。

出土遺物は,土師質土器皿 (16・ 17),同奏 (18),黒色土器椀 (19),土師質土器足釜 (20)である。

16・ 17は器高の低い小皿で,体部の調整は回転ナデである。16の底部は回転ヘラ切り後に板目が施され ,

17は回転ヘラ切りが施される。

18は甕の口縁部であり,口縁部の中央はやや厚くなる。

19はやや高い高台を有し,内面にヘラミガキが施される。

t/>>じ

A TP120m  B

ー

C TP,1.20m     D

第 11図 SD

ヤ

頓
16

ウ

恥 17

18

ー
19

0         10cm

′

Ｑ

④

1204平・断面図及び出土遺物実測図 (S:1/80。 1/40・ 1/4)
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3 井戸
S E 1201(第 12～ 16図 )

調査区南西隅において検出した井戸であり,西側上面の一部は第 1遺構面の S X 1003に より削平され ,

東側は試掘 トレンチにかかる。本遺構はS D 1204と S X 1206を 切る。検出した標高は1.00m前後である。

平面形は南北方向に長軸を持つやや不整な楕円形を呈し,南北方向の直径は 3.60m,東西方向は 3.15m
を測る。検出面から最深部までの深さは1.50mを測り,底面は中央より若干南西側に片寄った位置にある。

底面の直径は 1.30mを測る。井戸の断面形態は逆台形を呈し,掘 り方は急傾斜であり,僅かな段を有する。

埋上の中央から下位にかけては大小の石が多量に出上した。同様に側面にも大小の石を検出した。これ

らの石は井戸枠の石組みに使用された石材であると考えられるが,石組みの大部分は崩落している。井
戸の底面には井戸枠の板材が数枚出土した。石材と板材の出土から判断して,本遺構は石組みと木枠を

構造とする井戸であったと考えられる。埋土は 8層に分層できた。第 1層は黄灰色ンルト質細砂,第 2

層は灰白色シルト質細砂,第 3層は灰白色 +にぶい黄橙色シルト質細砂,第 4層は灰白色細砂を含む責
灰色シルト質細砂,第 5層は灰白色細砂を含む灰白色シルト質細砂,第 6層は植物遺体を若干含む暗褐
色シル ト質細砂,第 7層は灰色細砂,第 8層は灰色細砂十礫である。上層の第 1～ 5層はやや乱れた堆
積状態であるが,下層の第 6～ 8層は水平な堆積である。出土遺物には古い要素を持つ遺物も含まれる
が,所属時期は 17世紀前半であると考えられる。

出土遺物は,磁器皿 (21),同碗 (22。 23),陶器甕 (24・ 27～ 30),同杯 (25),同壼 (26),同橋鉢 (31
～ 39),土師質土器皿 (40～ 53),同杯 (54～ 57),同鉢 (58),同鍋 (60),同足釜 (61・ 62),瓦質土器 (59),

瓦器椀 (63),白磁碗 (64),青磁碗 (65),須恵器甕 (66),軒丸瓦 (67),丸瓦 (68・ 69),軒平瓦 (70),

道具瓦 (71),鬼 瓦 (72),瓦 製円盤 (73),土 錘 (74～ 76),加工板 (77～ 83),曲 物 (84),骨 (85)
である。

21～ 23は肥前系磁器である。21は折縁の小皿であり,畳付が露胎である。22は内湾する体部で,下
半は無釉である。23は見込に蛇ノロ釉剥ぎが施される。

24は陶器甕の口縁部である。25～ 30は備前焼陶器である。25は若干内湾気味の体部で,底面の調整
は回転糸切 りの後に板目が施される。26は直立する口縁部であり,口縁部端部がやや肥厚する。27～

29は肩部破片である。30は平底からほぼ直立する。

31～ 39は備前焼悟鉢である。31～ 36は上下にやや拡張する口縁部であり,外面の調整は回転ナデ

F牡

1黄灰色シル ト質細砂 (25Y6/1 Feを 者干含む)
2灰白色シル ト質細砂
(25Y8/1+7/1 Feを 若干含む)
3灰白色十にぶい黄橙色シル ト質細砂
(25Y3/1+10YR7/3)
4責灰色シル ト質細砂 (25Y6/1 灰白色細砂を含む)
5灰白色シル ト質細砂 (25Y7/1 灰白色細砂を含む)
6暗掲色シル ト質極細砂
(7 5YR3/3 植物遺体を若干含む)
7灰色細砂 (5Y5/1)
8灰色細砂 +礫 (75Y6/1)

0        1m

第 12図  S E 1201平・断面図 (S:1/80)
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が施される。内面の卸日は 6～ 8本一単位である。

40～ 45は口径 8～ 9 cmを測り,体部の短い形態の小皿である。40の底部の調整は回転ヘラ切 りの後
に回転ヘラナデ,41は 回転ヘラ切 りの後にナデ,42,43は 回転ヘラ切 りの後に板目,44は 回転ヘラ切
りの後に板日,回転ヘラナデが施される。46～ 48は口径 10～ 11.5cmを測り,体部と底部の境が明確で
ある。46の底部は回転ヘラ切りの後にナデが施される。47は僅かに内湾気味の体部である。49～ 53は

体部と底部の境が不明瞭で,体部が緩やかな傾斜で立ち上がる。49の底部はナデが施される。50'51・
53はロクロ成形痕が明瞭に見られる。

54は口径 16.4cmを測り,体部はほぼ直線的に延びる。55の底部は回転ヘラ切りの後に板目,回転ヘラ
ナデが施され,56は回転ヘラ切 りの後に板目,57は 回転ヘラ切 りの後にナデが施される。
61・ 62は内傾する口縁部の外面に鍔が付き,鍔からの立ち上がりがやや長い。61の体部外面は指頭
圧が施され,煤が付着する。内面は横方向のハケが施される。
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第 14図  SE 1201出土遺物実測図 (2)(S:1/4)
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63は体部外面に指頭圧の後にヘラミガキ,内面に間隔のあくヘラミガキが施される。

64は底部近くの体部破片であり,外面に回転ヘラケズリが施される。65は錦蓮弁文を配する。

66は外面に平行―タタキ,内面に指頭圧・ヘラナデが施される。

67は瓦当に巴文がある軒丸瓦で,尾は長く,珠文の間隔は狭いo68は玉縁の破片である。69は凸面

に縄目叩き痕,凹面に布目が残存する。70は瓦当に梵字のある軒平瓦で,凹面は布目・コビキAの痕跡

が残存し,凸面は横方向のヘラナデが施される。梵字は胎蔵界五仏を表し,無量寿如来 。大日如来・開

敷華王如来を意味する3文字が残存する。71は僅かに湾出する道具瓦,72は鬼瓦の角である。

73は瓦製の円盤であり,不整な円形に加工する。

74は側面に溝を有する有溝土錘,75は管状土錘,76は細管状土錘である.。

77～ 81は井―戸枠の可能性がある板材であり,77・ 79～ 81は柾目材,78は板目材である。77・ 78は

加工痕が明瞭に見られ,77・ 79'80は方形の孔が 1ないし2個残存する。82は薄い板材であり,加工

痕が見られる。83は切断面を有する。84は曲物の底板である。
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第 15図  S E 1201出 土遺物実測図 (3)(SI
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4 土坑
S K 1201(第 17図 )

調査区の南端中央やや西寄りにおいて検出した

土坑であり, S X 1202を切る。検出した標高は

■20m前後である。平面形は不整な精円形である。

南北方向の長軸は2.00m,東西方向の短軸は 0.75

mを 測る。検出面からの深さは 0.20mで ある。

底面は平坦である。埋土は暗灰黄色 +灰白色シ

ルト質細砂である。所属時期は 17世紀前半であ

ると考えられる。

出土遺物は,備前焼指鉢 (86)で あり,口縁  第 17図

端部を上下に少し拡張する。

S K 1202(第 18図 )

調査区中央において検出した土坑であり,単独で存在する。検出した標高は 1.10m前後である。南半

分は試掘トレンチにより削平される。残存する平面形は不整な円形であり,南北方向の直径は 1.04m以

上,東西方向は■07mを測る。検出面からの深さは 0.10mである。底面はほぼ平坦である。埋土はに

ぶい黄色十黄褐色シルト質細砂である。出土遺物や埋土から所属時期は17世紀初頭であると考えられる。

出土遺物は,土師質土器皿 (87～ 89),同杯 (90。 91),陶器碗 (92),同鉢 (93・ 94),土師質土器甕 (95)

である。

87・ 88は体部の短い形態の小皿であり,87の底部は回転ヘラ切りの後にヘラナデが施される。89は

直線的な体部で,底部との境は明確である。

90は体部の内外面にロクロ成形痕が明瞭に残存し,底部は回転糸切りが施される。91は体部と底部

の境が不明瞭であり,底部にはナデが施される。

92は肥前系陶器碗で,外面に沈線を巡らす。93は肥前系陶器鉢で,外面に浅い沈線を2本巡らし,

内面にナデ・板ナデが施される。

95は短く外反する口縁部で,体部外面は指頭圧,ヘラミガキ,内面は指頭圧,ナデが施される。

A二丁・P・ 1・30m l B

0        10Cm

1暗灰黄色十灰白色シル ト質細砂
(25Y5/2+5Y7/2)

S K 1201平・断面図及び出土遺物実測図

(Si1/40・ 1/4)

一 (驀

87
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~~~豆
多ク88

-790

--91

1にぶい黄色 +黄褐色シルト質細砂

(25Y6/3+5/3)

AT.P。 1.20m         B

0        1m

9函胃♀″議講10cm          l

第 18図  S K 1202平・断面図及び出土遺物実測図 (S:1/40。 1/4)
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S K 1203(第 19図 )

調査区中央において検出した土坑であ

り, S K 1207を 切る。検出した標高は

■00mである。平面形は隅丸長方形であ

り,南北方向の長軸は 1.15m以上,東西

方向の短軸は 0。70mを測る。検出面から

の深さは8 cmである。底面はほぼ平坦で

ある。埋土はにぶい黄褐色シルト質細砂

である。所属時期は 17世紀前半である。

出土遺物は,肥前系磁器碗 (96)である。
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第 19図  S K1203平・断面図及び出土遺物実測図)

(S:1/40・ 1/4)
S K 1204(第 20図 )

調査区中央において検出した土坑であり, S K 1205。 1208に切られる。検出した標高は0.95m前後

である。平面形は不整な円形である。検出した規模は南北方向 0,80m,東西方向0,74mを測る。検出

面からの深さは2 cmである。底面はほぼ平坦である。埋土はにぶい黄褐色シルト質細砂の単一層である。

検出状況や他の遺構との重複関係から所属時期は 17世紀前半であると考えられる。

図化できた出土遺物は,瓦器椀 (97。 98),数点の上師質土器破片がある。97。 98は 口縁部が若干タト

反する器形で,体部外面に指頭圧と僅かなヘラミガキ,内面にヘラミガキが施される。

S K 1205(第 20図 )

調査区中央において検出した土坑であり, S K 1204。 1206を切り, S K 1208に 切られる。検出した

標高は0,92mである。平面形は不整な隅丸方形であり,南北方向の長軸は0.80m,東西方向の短軸は 0.50

mを測る。検出面からの深さは3～ 6 cmである。底面はほぼ平坦である。埋土は灰白色シルト質細砂の

単一層である。検出状況や他の上坑との重複関係から,所属時期は 17世紀前半であると考えられる。

出土遺物は,数点の土師質土器と陶磁器の破片のみである。

S K 1206(第 20図 )

調査区中央において検出した土坑であり, S K 1205。 1208, S X 1202に 切られる。検出した標高

は0.88m前後である。本遺構の北側は近代の撹乱により消滅し, さらに他の遺構に切られるため平面

形の全容は不明であるが,残存する形から円形であると考えられる。検出した規模は,南北方向1.17m,

東西方向上34mを 測る。検出面からの深さは4～ 8 cmである。底面は北方向にやや低くなるが,ほ lF

平坦である。埋土はにぶい責褐色シルト質細砂の単一層である。検出状況や他の上坑との重複関係から,

所属時期は 17世紀前半であると考えられる。

出土遺物は,数点の上師質土器と陶磁器の破片のみである。

S K 1207(第 20図 )

調査区中央において検出した土坑であり, S K 1203, S P 1221。 1222に切られる。検出した標高は

0.98～ 0,96mである。本遺構の北東側は近代の撹乱により消滅し, さらに南側は試掘トレンチにより削

平される。残存する形から平面形は隅丸長方形であると考えられる。検出した規模は,南北方向の長軸

が 1.98m,東西方向の短軸が■25mを測る。検出面からの深さは3～ 8 cmである。底面はほぼ平坦で

ある。埋土はにぶい黄褐色シルト質細砂である。重複関係から所属時期は 17世紀前半と考えられる。

図化できた出土遺物は,瓦器椀 (99)だが,その他に数点の上師質土器破片がある。99は低い高台で,

内面にヘラミガキが施される。
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S K 1208(第 20図 )

調査区中央において検出した土坑であり, S K 1204。 1205・ 1206を切り, S X 1202と 第 1遺構面 S

E1003に切られる。検出した標高は 0。96m前後である。本遺構の大部分はS X 1202と S E 1003に 切

られ,北側の一部のみ残存する。このために平面形の全容は不明であるが,検出した北壁は直線的であり,

大規模な遺構であると想定できる。検出した規模は,南北方向 1.10m,東西方向 0,84mを測る。検出面

からの深さは0.10mである。底面はほぼ平坦である。埋土はにぶい黄褐色ンルト質細砂の単一層である。

検出状況や他の上坑との重複関係から,所属時期は17世紀前半であると考えられる。

出土遺物は,数点の上師質土器と陶磁器の破片のみである。
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第 20図  S K 1204～ 1208平・断面図及び出土遺物実測図

７０ＳＫ‐２

Ｔ
・
Ｎ
・川

鸞

｛

-23-

(S:1/40・ 1/4)



S K 1209(第 21～ 23図 )

調査区東端において検出した土坑であり, S P 1202～ 1210,第 1遺構面 S E 1002に切られる。本遺

構の北東隅は近代の撹乱により消滅する。検出した標高は 1.15mで ある。平面形は東西方向に長い楕円

形を呈する。 S E 1002に 切られるため東西方向本来の規模は確定できないが,検出した東西方向の長
軸は3.15m,南北方向の短軸は 2.72mを測る。底面の平面形は上場と同様に東西方向に長い楕円形を呈
し,その規模は 2.05m× 1.25mを測る。底面は中央部が若干低くなる。掘り方は非常に緩やかな傾斜で
ある。埋土は7層に細分でき,第 1層は褐灰色 +灰責褐色シルト質細砂,第 2層は黄灰色シルト質細砂 ,

第 3層は黒褐色シルト質細砂,第 4層は黒褐色シルト質細砂を含む焼土ブロック・炭,第 5'6層 は灰
黄色シルト質細砂,第 7層は責灰色シルト質細砂である。第 1・ 3層は焼土ブロック・炭を含み, さら
に第 4層焼土ブロック・炭が厚く堆積しており,本遺構は火災による焼上を埋めたと考えられる。所属
時期は出土遺物や重複関係から17世紀前半であると考えられる。

出土遺物は,陶器皿 (100),同蓋 (101),同 播鉢 (102),同甕 (103・ 104),土師質土器悟鉢 (105),
同足釜 (106。 107),同鍋 (108),同 甕 (109),同皿 (110～ 116),同杯 (117～ 121),同 火舎 (122),

青磁碗 (123),須恵器高杯 (124),軒丸瓦 (125),丸瓦 (126),瓦製円盤 (127),砥石 (128),鉄製品 (129)

である。

100は肥前系陶器皿であり,口縁部が僅かに外反する。高台は非常に小さく,体部外面下半は露胎で

ある。101は軟質施釉陶器であり,外面に細い沈線を巡らす。
102は備前焼橋鉢で,内面に5本一単位の卸目が見られる。体部外面は回転ナデが施される。103・
104は備前焼甕であり,103の 口縁端部は折り返され,玉縁状口縁となる。104の外面は回転ナデ。ナデ ,

内面は回転ナデ・板ナデが施される。

105は 口縁部が肥厚し,内面に4本一単位の浅い卸目が見られる。106。 107は鍔からの立ち上がりが
やや長い器形であり,106の内面は横方向のハケが施される。108は 口縁部内面と口縁端部外面に横方
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向の粗いハケが施される。109は 2本の細い沈線の間に花文状の刻印が見られる。

110～ 116は 口径 8～ 10cmを 測り,体部と底部の境が明確である。110の底部は回転ヘラ切りの後に

回転ヘラケズリ,内面に指ナデが施される。111の底部は回転ヘラ切 りの後に板目が施され,口縁端部

に煤が付着する。114の底部は回転ヘラ切りの後にナデ,115は 回転ヘラ切りが施される。

117～ 1211ま底部であり,118の底部は回転ヘラ切りの後にナデ,119。 120は 内外面にロクロ成形痕

が明瞭に見られ,底部に回転ヘラ切りの後にナデ,120の底部は板目・回転ヘラナデが施される。

122は 口縁端部が外側に大きく張り出し,内面に2本の粘土帯を貼 り付ける。

123は鏑蓮弁文を配する青磁碗である

125は瓦当に巴文がみられる軒丸瓦であり,尾は長く,珠文の間隔は狭い。瓦当裏面はナデが施される。

126は凸面に縄叩き痕,凹面に布目が残存する。127は瓦を円形に加工する。

128は砂岩の砥石であり, 2面に使用痕が見られる。

129は用途不明の鉄製品で,下半はソケット状の中空である。
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第 22図  S K 1209出 土遺物実測図 (1)(S:1/4)
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第 23図  S K 1209出土遺物実測図 (2)(S:1/4。 1/2)

S K 1210(第 24図 )

調査区北西隅において検出した土坑であり, S K 1215, S P 1263に 切られる。検出した標高は■05

mである。本遺構の北側は近代の撹乱により消滅する。平面形は東西に長い楕円形であり,東西方向の

長軸は 1.32mを測る。検出面からの深さは 0。17mである。底面はほぼ平坦である。埋土はにぶい黄褐色
シルト質細砂の単一層である。出土遺物と重複関係から所属時期は 17世紀前半であると考えられる。

図化できた出土遺物は,須恵質土器椀 (130)であるが,ほかに土師質土器と陶磁器の小片が出上した。

S K 1211(第 24図 )

調査区北西隅において検出した土坑であり, S D 1201を切 り, S D 1202, S P 1279・ 1280に切られ

る。検出した標高は 0,95mである。平面形は不整な円形であり,検出した南北方向は 1.92m,東西方向
は 0.88mを 測る。検出面からの深さは 5～ 12cmである。底面は北方向に緩やかに下がる。埋土はにぶい

黄褐色シルト質細砂の単一層である。出土遺物と重複関係から所属時期は 17世紀前半と考えられる。

出土遺物は,数点の上師質土器と陶磁器の破片のみである。
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S K 1212(第 25図 )

調査区北西隅において検出した土坑であり,単独に存在するが,南側は近代の撹乱により消滅する。

検出した標高は 0,94～ ■00mである。平面形は円形であり,検出した南北方向の長さは 1.68m,東西

方向の直径は 2.18mを測る。検出面からの深さは 0.57mで ある。底面はほぼ平坦である。掘り方は緩や

かな傾斜であり,断面は逆台形を呈する。埋土は 10層 に細分でき,その堆積過程は次の 3段階になる

と考えられる。まず,最下層の第 10・ 11層が西方から堆積 し,次に第 4～ 9層が短期間に堆積し,最

後に第 1～ 3層が全体を覆うようにレンズ状に堆積する。出土遺物や埋土から所属時期は,17世紀前半

であると考えられる。

出土遺物は,陶器鉢 (131),土師質土器椀 (132),同杯 (133),同足釜 (135),瓦器椀 (134)である。

131は軟質施釉陶器であり,体部下半は露胎である。底部は回転ヘラ切りが施される。

132は低い高台を有し,内面・底面はナデが施される。133は口径 10.8cmを 測り,底部に回転ヘラ切り

の後にナデが施される。体部内外面にロクロ成形痕が明瞭に残る。

134は体部タト面に指頭圧,ヘラミガキ,内面に細かいヘラミガキが施される。

1 黄灰色シル ト質細砂
(25Y5/1 灰白色細砂を若干含む)
淡黄色細砂 (25Y8/3 1層 を含む)
黄灰色シル ト質細砂 (25Y5/1 炭を若干含む)
3層 +灰白色細砂 (25Y5/1+5Y7/2)

褐灰色シル ト質細砂 +灰白色細砂

(10YR4/1+6/1+5Y7/2)

灰白色細砂 (25Y3/2)

灰白色細砂 +灰白色シル ト質細砂

(25Y8/2+7/1)
8 黒掲色シル ト質細砂 (25Y3/1 炭を合む)
8'黒掲色シルト質細砂 (25Y3/1)
9 灰白色細砂十褐灰色シル ト質細砂
(25Y3/2+10YR6/1 炭を増すむ)
10淡黄色細～粗砂 (25Y8/3)
1110層 十灰黄色シル ト質細砂 (25Y8/3+6/2)
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第 25図  S K 1212平 ・断面図及び出土遺物実測図 (S:1/40・ 1/4)

S K 1213(第 26図 )

調査区北西側において検出した土坑であり, S K 1214に切られる。検出した標高は 1,00m前後であ

る。平面形は中央に狭りのある楕円形であり,2基の土坑が合体したような形である。南北方向の長軸

は■07m,東西方向の短軸は 0.85mを測る。掘り方は緩やかな傾斜で,底面は段を有し,北西寄りに最

深部がある。検出面から最深部までの深さは 0,37mを測り,最深部と段部の比高差は 0。10mで ある。段

部はほぼ平坦であり,底面は狭い。埋土は 2層に分層でき,第 1層 は灰白色細砂を含む灰責色シルト質

細砂,第 2層は灰白色細砂を含む暗灰責色シルト質細砂であり,その中で第 2層が大部分を占める。出

土遺物や重複関係から所属時期は 17世紀前半であると考えられる。

図化できた出土遺物は,土師質土器皿 (136)のみであるが,数点の土師質土器と陶磁器の破片も出

土する。136は非常に体部の短い形態の小皿であり,底面にナデが施される。

試堀トレンチ7
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1灰黄シルト質細砂
(25Y6/2 灰白色細砂を含む)
2暗灰黄色シルト質細砂
(25Y5/2 灰白色細砂を含む)

―
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1掲灰色シル ト質細砂
(10YR4/1)
21層 +灰白色細砂
(10YR4/1+25Y8/2)
3黄灰色シル ト質細砂
(25Y4/1)

フ胤 137
0          10cm

B
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0        1m

第 26図  S K 1213・ 1214平・断面図及び出土遺物実測図 (S珂 /40。 1/4)
S K 1214(第 26図 )

調査区北西狽1において検出した土坑であり, S D 1204,S K 1213を切り, S P 1286に 切られる。検

出した標高は 1.05m前後である。平面形は不整な円形であり,直径は 0,96mを測る。底面は東側にやや
片寄る。検出面からの深さは 0,31mを測る。底面は狭 く,上坑断面は逆台形を呈する。埋土は3層に分
層でき,第 1層は褐灰色シルト質細砂,第 2層は褐灰色シルト質細砂 +灰白色細砂,第 3層は黄灰色シ
ルト質細砂である。出土遺物や重複関係から所属時期は 17世紀前半であると考えられる。

図化できた出土遺物は,青磁碗 (137)の みであるが,数点の上師質土器と陶磁器の破片も出土する。
137は 口縁部の小片であり,口径は不明である。外面に錦蓮弁文を配する。
S K 1215(第 24図 )

調査区北西隅において検出した土坑であり, S D 1204, S K 1210を 切り, S X 1208に 切られる。検

出した標高は■02mで ある。遺構の大部分はS X 1208に 切られており,平面形は不明である。検出し
た南北方向は036mを測るのみである。検出面からの深さは 3 cmである。底面は北方向に緩やかに下がる。
埋土はにぶい黄褐色シルト質細砂の単一層である。検出状況や重複関係から所属時期は 17世紀前半で

あると考えられる。出土遺物は,数点の上師質土器と陶磁器の破片のみである。

5 柱穴
S P 1201(第 27図 )

調査区中央において検出した柱穴であり, S X 1201と 重複する。検出した標高は 1.10mで ある。平

面形は円形を呈し,直径は0.20m,深 さは8 cmを測る。埋土は浅黄色シルト質細砂である。
出土遺物は,鉄釘 (138)であり,断面は方形である。
S P 1221(第 27図 )

調査区中央において検出した柱穴であり, S K 1207を切る。検出した標高は0.98mで ある。平面形

は円形を呈し,直径は0.42m,深 さ6 cmを 測る。埋土は灰黄褐色シルト質細砂 +灰白色細砂である。
出土遺物は,龍泉窯系青磁碗 (139)であり,見込みに片切彫りで劃花文を描く。
S P 1222(第 27図 )

調査区中央において検出した柱穴であり, S K 1207を 切る。検出した標高は 0。93mである。平面形
は不整な円形を呈し,直径は 0.46× 0,48m,深さは 5 cmを測る。埋土は黒褐色 +灰黄褐色シルト質細砂
+灰白色細砂である。出土遺物は,瓦器椀 (140)で,内面に細かなヘラミガキが施される。
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S P 1239(第 27図 )

調査区北西側において検出した柱穴であり,単独で存在する。検出した標高は 1.06mである。平面形

は円形を呈し,直径は0.25m,深さは 0.20mを 測る。埋土はにぶい責褐色シルト質細砂である。

出土遺物は,瓦器椀 (141)で ,やや高い高台を持つ。内面はヘラミガキが施される。
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S P 1240(第 27図 )

調査区北西側において検出した柱穴であり, S D 1204を切り, S P 1299に 切られる。検出した標高

は 1.04mで ある。平面形は楕円形を呈し,直径は 0.40× 0,70m,深 さは 0.10mを預1る。埋土は灰責掲
色 +淡責色シルト質細砂である。

出土遺物は,陶器甕 (142),土師質土器杯 (143)である。143は , S P 1244出 土の破片と接合する。
底部は回転ヘラ切りの後に板目,内面にナデが施される。

S P 1244(第 27図 )

調査区北西側において検出した柱穴であり, S X 1207を切る。検出した標高は■01mである。平面
形は円形を呈し,直径は0.34m,深 さは 0.16mを測る。埋土はにぶい黄褐色シルト質細砂である。
出土遺物は,土師質土器杯 (144・ 145),同足釜 (146)である。
S P 1254(第 27図 )

調査区北西側において検出した柱穴であり,単独で存在する。検出した標高は 1,03mである。平面形
は円形を呈し,直径は0.25m,深 さは 0,10mを測る。埋土は褐灰色シルト質細砂である。
出土遺物は,土師質土器杯 (147)である。

S P 1265(第 27図 )

調査区北西隅において検出した柱穴であり,S X 1208を 切る。柱穴の北半分は調査区外にかかる。検

出した標高は 1.02mで ある。平面形は円形を呈し,直径は0.48m,深さは 9 cmを 測る。埋土は褐灰色シ
ルト質細砂の単一層である。

出土遺物は,須恵質土器杯 (148)である。

S P 1270(第 27図 )

調査区北西隅において検出した柱穴であり, S D 1204を切り, S P 1285と 重複する。検出した標高

は■05mで ある。平面形は円形を呈し,直径は 0.42m,深 さは 0。10mを測る。埋土は灰白色粗砂を含
む灰黄褐色シルト質細砂の単一層である。

出土遺物は,肥前系陶器壼 (149)である。

S P 1274(第 27図 )

調査区北西側において検出した柱穴であり, S D 1204を切り, S P 1273と 重複する。検出した標高

は■Oo mである。平面形は円形を呈し,直径は 0。25m,深 さは 0.12mを 測る。埋土はにぶい黄色シル
ト質細砂である。

出土遺物は,土師質土器火鉢 (150),鉄釘 (151),青銅品 (152)である。150は外面に墨書が見られ ,

内面に器受用の突起がある。151は断面方形である。152は用途不明で,断面が 8の字形を呈する。
S P 1275(第 27図 )

調査区北西側において検出した柱穴であり, S D 1204を切る。検出した標高は■04mである。平面
形は楕円形を呈し,直径は 0,30× 0.42m,深 さは 0.14mを 測る。埋土は灰白色細砂を多量に含むにぶ
い黄褐色シルト質細砂である。

出土遺物は,上師質土器杯 (153)で,底部は回転ヘラ切りの後にナデが施される。
S P 1279(第 27図 )

調査区北西隅において検出した柱穴であり,S D 1202,S K 1211を 切る。検出した標高は 0。96mである。
平面形は円形を呈し,直径は0.40m,深さは 0。 13mを測る。埋土は淡黄色シルト質細砂である。
出土遺物は,土師質土器杯 (154),黒色土器杯 (155)である。154は底部に回転ヘラ切りが施される。

155は黒色土器A類で,外面に指頭圧とヘラミガキ,内面にヘラミガキが施される。
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S P 1281(第 27図 )

調査区北西隅において検出した柱穴であり, S P 1280に切られ, S P 1287と 重複する。検出した標

高は 0。98mである。平面形は円形を呈し,直径は0.58m,深 さは 0.13mを 測る。埋土は黄褐色シルト

質細砂の単一層である。

出土遺物は,磁器碗 (156),土師質土器杯 (157),有溝土錘 (158)で ある。156は外面露胎であり,

高い高台を持つ。157は 15cmの 口径に対して低い器高で,底部はナデが施される。

S P 1286(第 27図 )

調査区北西側において検出した柱穴であり,S D 1204,S K 1214を 切る。検出した標高は1,05mである。

平面形は楕円形を呈し,直径は 0.56× 0.40m,深 さは 0.10mを 測る。埋土は褐灰色シルト質細砂の単

一層である。

出土遺物は,白磁碗 (159),土師質土器杯 (160)である。159は玉縁状の口縁部である。160は底部

に回転ヘラケズリが施され,内面には黒漆が付着する。

S P 1287(第 27図 )

調査区北西隅において検出した柱穴であり,S P 1281と重複する。検出した標高は 0。94mで ある。

平面形は円形を呈し,直径は 0,70m,深 さは 0.44mを 測る。埋土は黄灰色シルト質細砂十灰白色細砂 +

灰白色シルトである。

出土遺物は,黒色土器椀 (161),上師質土器杯 (162・ 163)である。161は黒色土器A類であり,162

の底部は回転ヘラケズリ,163は回転ヘラ切りの後にナデが施される。

S P 1290(第 27図 )

調査区北西側において検出した柱穴であり,S P 1232・ 12331こ切られる。検出した標高は 1.01mである。

平面形は楕円形を呈し,直径は 0.84× 0.65m,深 さは 0.16mを 測る。埋土は褐灰色シルト質細砂の単

一層である。出土遺物は,上師質土器杯 (164),須恵器甕 (165)である。

S P 1296(第 27図 )

調査区南西側において検出した柱穴である。検出した標高は 1.10mで ある。平面形は円形を呈し,直

径は 0.22m,深 さは 5cmを測る。出土遺物は,上師質土器杯 (166)である。

6 性格不明遺構
S X 1201(第 28図 )

調査区中央やや東寄りにおいて検出した落ち込みであり, S P 1201・ 1216と 重複する。本遺構の東

端は第 1遺構面のS K 1005,南 側は第 1遺構面のS D 1001に 切られ,西端は試掘 トレンチにより消滅

する。検出した標高は 1.15mで ある。平面形は東西方向に長軸を持つ不整な楕円形を呈する。検出した

長軸の長さは3.10mを測り,南北方向の短軸は 1.95mを測る。底面は上端と同様で東西方向に長い平面

形であり,検出した東西方向の長さは2.30m,南北方向は 0。70mを測る。検出面からの深さは0.23m

を測る。掘り方は非常に緩やかである。底面は西方向に若干低くなる。埋土は色調や包含物の若千違う

3層の灰白色シルト質極細砂である。所属時期は 17世紀前半であると考えられる。

出土遺物は,陶器碗 (167),同皿 (168),上師質土器皿 (169～ 171),瓦製円盤 (172),土錘 (173・

174)である。167は削り出し風の高台で,外面下半は露胎である。168は底部に回転ヘラケズリが施される。

169は直線的な体部で,体部と底部の境は不明瞭である。170は体部の短い形態の小皿であり,底部は

回転ヘラ切りが施される。171の底部は静止糸切りの後にヘラケズリが施される。172は瓦を円形に加

工する。173。 174は管状土錘であり,中央に径の大きな子しを穿つ。
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S X 1202(第 29～ 31図 )

調査区中央やや西寄 りにおいて検出し

た落ち込みであ り, S K 1201と 第 1遺

構面の S E 1003に 切 られ, S K 1206・

1208を切る。本遺構の南東隅は試掘 トレ

ンチにより,南西隅は近代の撹乱により

消滅する。検出した標高は 0.86～ 1.16m

である。平面形は北側に長辺を持つ不整

な台形を呈する。長辺の長さは約 2.60m,

短辺は約 2.20mであり,南北方向の長さ

は約 2.25mを 浪Jる 。検出面からの深さは

0.46mを 測 り,底面はほぼ平坦である。

南西隅付近の壁面に沿って拳大～人頭大

の石が並んで検出された。埋土は 8層 に と
細分でき,そ の堆積状態は複雑であり,3
上層の第 1・ 2層 には礫や小石を多量に 4
含む。出土遺物や重複関係から所属時期 5
は 17世紀前半であると考えられる。

出土遺物は,陶器蓋 (175),同皿 (176),

磁器皿 (177),陶器大皿 (178),陶器鉢 (179),同悟鉢 (180～ 182),同 甕 (183～ 188),土師質土器

甕 (189。 190),同足釜 (191,192),同 皿 (198～ 195),同杯 (196～ 200),同焼塩壺 (201),同椀 (202),

弥生土器高杯 (203),イ イダコ壼 (204),土錘 (205),軒丸瓦 (206～ 208),獅子瓦 (209)である。

◎
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∪
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灰白色シルト質極細砂 (5Y8/1)

灰白色シルト質極細砂

(5Y3/1灰 白色シルト質細砂を

若千合み、Feと灰白色シルト

173

A TP,130m B

ブロックを若干含む)
3灰白色ンルト質極細砂
(5Y7/1 2層を若千含む)

0        1m

断面図及び出土遺物実測図

174

にぶい黄色シル ト質細砂 (25Y6/3 炭を上層に含む) 6掲 灰色シル ト質細砂 +淡黄色細～粗砂
1層 +灰白色細砂 (25Y6/3+25Y8/2          (10YR6/1+5Y8/3)
灰白色シル トをブロック状に合み)         7 1こ ぶい橙色細砂 十にぶい黄橙色シル ト質細砂

黒掲色 +掲灰色シル ト質細砂 (10YR3/1+6/1       (75Y7/4■ 10YR6/3)
灰白色細砂・灰白色シル トブロックを含む)     8灰 白色細砂 (5Y7/1■ 25Y8/2
褐灰色シル ト質細砂 (10YR5/1 灰自色細砂を含む)    灰黄色シル ト質細砂を含む)
灰自色シル ト質細砂 (5Y8/2)
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第 29図 S X 1202平・断面図 (S:1/40)
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175は蓋の小片である。176は肥前系陶器で,体部で折れ,口縁端部が内方向に先細る。177は肥前系

磁器で,内面に施釉される。低い高台であり,畳付は静止ヘラ切りが施される。178は肥前系陶器であり,

直線的な体部のタト面下半は露胎である。179は肥前系陶器で,扁平な高台を持つ。

180～ 182は備前焼悟鉢で,口縁部を上下に拡張し,凹線が 2本みられる。卸目は斜め方向に施され

峯
存5   6

一
177

第 30図  S X 1202出 土遺物実測図 (1)
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る。183～ 188は備前焼甕である。188は口縁部が短く直立し,肩部外面に櫛描直線文と波状文がある。
184・ 185は大甕の口縁部であり,口縁部は直立し,口縁端部は外側に拡張する。186～ 188は平底の

底部であり,186のタト面にヘラケズリが施され,187は外面にヘラナデ,内面に指頭圧 。縦方向のハケ,
188は外面にヘラナデが施される。

189は短く外半する口縁部で,口縁端部が若干肥厚する。体部内面は横方向のハケが施される。190
の口縁端部は角ばり,外面に指頭圧が残存する。191・ 192は 内傾する口縁部の外面直下に鍔が付 く。
193は体部の短い小皿であり,底部は回転ヘラナデが施される。194。 195は体部がやや長い小皿で,

194の底部はナデ,195は 回転糸切りが施される。
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196は 口径 10,7cmを 測り,底部は板目の後にナデ,内面に指ナデが施される。197は口縁端部に煤が付

着する。198・ 199の底部は回転糸切り,200は 静止糸切りが施される。202はやや高い高台を持ち,底

部は指頭圧・静止ヘラケズリ。ヘラナデが施される。

201の口縁部は体部から屈曲し直立する。板作 り成形であり,外面はヘラナデ,内面は部分的なヘラ

ナデが施される。

204はイイグコ壺の上部破片である。205は直径 3 cmの管状土錘である。

206～ 208は瓦当に巴文のある軒丸瓦であり,瓦当裏面にヘラナデが施される。206は 巴頭部が九み

を持ち,僅かにくびれを有し,尾はやや短く,珠文の間隔は狭い。207は 206の 巴文とほぼ同様であるが ,

尾がやや長い。208は 巴が太く,尾は長い。珠文の間隔は広い。

209は凹面に梵字の刻印があるが,一部分のみの残存であるため意味は不明である。

S X 1203(第 32図 )

調査区南東隅において検出した落ち込みであり, S P 1202・ 1203,S K 1209と 重複する。本遺構の

南側は第 1遺構面 S D 1001に切られ,東端と中央部は近代の撹乱により消滅する。検出した標高は■09

～ 1.16mで ある。本遺構はS D 1001に大部分を切られ,北端部のみの検出であり平面形は不明である。

検出できた東西方向の長さは 5,75m,南北方向の長さは0.60mを測る。最深部は検出した平面形の東端

に位置し,検出面からの深さは 0.28mを 測る。埋土は黄灰色シルト質細砂十灰白色細砂である。遺物は

古い要素を示すが,埋土や重複関係から所属時期は 17世紀前半と考えられる。

出土遺物は,白磁碗 (210),土師質土器杯 (211),同 羽釜 (212),骨 (213)である。

210は体部の破片であり,下半は露胎である。

211はやや上げ底の底部であり,静止ヘラ切りの後に周辺部に回転ヘラケズリが施される。

212は内傾する口縁部のタト面に短い鍔が付 く。タト面の調整はヨコナデ,内面は板ナデが施される。

213は顎骨であり,奥歯 2本が残存する。

S X 1204(第 33図 )

調査区南西側において検出した落ち込みであり, S B 1201, S D 1204,S P 1293に 切られる。本遺

構の北側は近代の大きな撹乱とコンクリート基礎により消滅する。検出した標高は 1.15mである。直線

的に延びる南壁のみの検出であるため平面形の全容は不明であるが,大規模な遺構であると推測される。

く
|

_▼影を1。
一

10cm 0             5cm

413

第 32図  S X 1203平 ・断面図及び出土遺物実測図 (S:1/40。 1/4・ 1/2)
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検出できた南辺の長さは 3.45m,検出面からの深さは 6 cmを測る。底面は平坦である。埋土は責灰色シ

ルト質細砂である。検出状況や重複関係から所属時期は 17世紀前半であると考えられる。

出土遺物は,土師質土器皿 (214・ 215),同杯 (216。 217),青磁碗 (218),軒丸瓦 (219),鉄釘 (220。
221)である。

214・ 215の体部は緩やかな傾斜で立ち上がり,体部と底部の境は不明瞭である。215は底部にナデが

施され,日縁端部に煤が付着する。216は底部に静止ヘラ切 りの後に回転ヘラケズリが施される。217

AT.P.120m SX1204 B       c T.P.1.20m   SX1205

0        1m

SX1204
SX1205

第 33図  S X 1204・ 1205平・断面図及び出土遺物実測図 (S引 /40・ 1/4・ 1/2)
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は器高の高い形態であり,外面に「月 幸 (?)」 の墨書がある。
218は体部下半の破片である。

219は瓦当に巴文のある軒丸瓦の破片である。

220・ 221は断面方形の釘であり,完形品である。220は全長 9.7cm,2211ま 4.3cmを 測る。

S X 1205(第 33図 )

調査区南西狽1において検出した落ち込みであり, S D 1204, S E 1201,第 1遺構面 S X 1003に 切ら

れる。検出した標高は 112mである。本遺構の南側はS E 1201と S X 1003に大きく切られており,検

出できたのは北辺付近の一部のみであり,平面形の全容は不明である。検出した北辺の長さは 2.90m,

南北方向の長さは■75mを 測る。検出面からの深さは 0.10mであり,底面は若干凹凸がある。埋土は責

灰色シルト質細砂である。埋土や重複関係から所属時期は 17世紀前半であると考えられる。

図化できた出土遺物は,土師質土器杯 (222)のみであるが,数点の陶磁器片も出土した。222は底部

に回転ヘラ切りの後に静止ヘラケズリ・ナデ,内面に指ナデが施される。

S X 1206(第 34図 )

調査区南西隅において検出した落ち込みであり,北側は S E 1201,西 側は第 1遺構面 S X 1003に 切

られる。南側は調査区外にかかる。検出した標高は 1.10m前後である。検出した範囲は非常に狭 く,遺

構全体の平面形は不明であるが,残存する東辺は湾曲していることより本遺構は円形を呈すると考えら

れる。検出した東西方向の長さは 1.92m,南北方向は0.90mを測る。検出面からの深さは0.13mを 測り,

底面は東方向に緩やかに下がる。埋土は褐黄灰色シルト質細砂十灰白色網砂の単一層である。検出状況

や重複関係から所属時期は 17世紀前半であると考えられる。

出土遺物は,土師器杯 (223),土師質土器羽釜 (224),白磁碗 (225)であり,その他に数点の陶磁

器片が出上した。

223は底径 7.6cmを 測る大型の杯であり,底部は静止ヘラケズリが施される。

224は若干内傾する口縁部の外面に鍔が付 く。鍔は断面方形であり,ほぼ水平である。外面は縦方向

の粗いハケが施される。

225は 口径 22.Ocmを測る大型であり,口縁部は玉縁状である。

SX1207(第 35図 )

調査区北西隅において検出した落ち込みであり, S P 1241～ 1244・ 1299に 切られ, S P 1291・ 1292

を切る。本遺構の東側は調査区外にかかる。検出した標高は 1.01m前後である。検出できたのは遺構の

西側のみであるが,下端の平面形から推測すると本遺構の平面形は不整な長方形であると考えられる。

検出した南北方向の長さは 2.40m,東西方向の長さは■85mを測る。検出面からの深さは 6～ 17cmを
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測り,底面は北方向に緩やかに下がる。北辺と西辺の掘 り込みは緩やかな傾斜である。埋土は褐灰色シ
ルト質細砂 +灰白色細砂である。検出状況から所属時期は 17世紀前半と考えられる。

出土遺物は ,土師質土器足釜 (226),鉄板 (227)であり,その他に数点の陶磁器片が出土した。
226は 内傾する国縁部の外面に鍔が付 く。鍔は断面三角形を呈する。外面には指頭圧・ナデが施され ,

内面は横方向の細かいハケが施される。

227は薄い鉄板であり,若千湾曲する。

EEll

_ 227 m

第 35図  S X 1207平 ・断面図及び出土遺物実測図 (S判 /40。 1/4)

S X 1208(第 36図 )

調査区北西隅において検出した落ち込みであり, S D 1204, S K 1215を 切り, S P 1264～ 1266に

切られる。本遺構の北側は調査区外にかかる。検出した標高は 1.04m前後である。本遺構は南辺付近の

みの検出であり,全体の平面形は不明であるが直線的な南辺となだらかに曲がる南東・南西両隅を参考
にすると,平面形は大規模な隅九方形と考えられる。検出した東西方向の長さは3.65m,南北方向の長
さは 0.51mを 測る。検出面からの深さは 0.12mを測り,底面はほぼ平坦である。埋土は灰白色シル ト質
細砂 +灰白色細砂である。検出状況や重複関係から所属時期は 17世紀前半と考えられる。

出土遺物は,土師質土器皿 (228),瓦器椀 (229)であり,その他に数点の陶磁器片が出上した。
228は口径 1lcmで,若干内湾気味の体部である。229はやや高い高台を持ち,内面にヘラミガキが施され ,

回転ナデの高台以外の外面にナデが施される。

S X 1209(第 36図 )

調査区北西隅において検出した落ち込みであり, S D 1202に切られ, S K 1211と 重複する。本遺構

の北側は調査区外にかかる。検出した標高は 0。95mである。本遺構は南辺のみの検出であり,全体の平
面形は不明であるが,なだらかに湾曲する南辺を参考にすると,平面形は大規模な円形と考えられる。
検出した南辺の長さは 1.50m,南北方向の長さは 0.27mを 測る。検出面からの深さは 0.12mを 測り,
底面は平坦である。掘り込みはなだらかな傾斜である。埋土は灰白色シルト質細砂 +灰白色細砂である。

検出状況や重複関係から所属時期は 17世紀前半と考えられる。

図化できた出土遺物は,土師質土器椀 (230)のみであるが,数点の上師質土器と陶磁器の破片も出
土した。230は ,底部に回転ヘラ切り,内面に丁寧なヘラミガキが施される。
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第 36図  S X 1208・ 1209平・断面図及び出土遺物実測図 (S:1/40。 1/4)

7 第 2遺構面出土遺物 (第 37～ 39図 )
231は軟質施釉陶器蓋であり,外面に細い沈線が巡り,口縁部内面の長い返りは垂直である。

232は肥前系陶器碗であり,口縁部は内湾する体部から屈曲して外反する。体部下半は露胎で,ロ ク

ロ成形痕が明瞭に残る。底部は回転ヘラケズリが施される。233～ 235は肥前系陶器皿であり,体部で

折れ,口縁部が内方向に先細る。体部下半は露胎である。235は見込みに胎土目が認められ,体部下半

に回転ヘラケズリが施される。236～ 238は肥前系陶器皿の底部であり,見込みに砂 目が認められ,外

面は露胎である。236の高台は高く,断面は方形であり,237・ 238は低い高台である。239は肥前系磁

器皿であり,体部が僅かに内湾する。全面に施釉され,高台は切高台状となっている。見込みに胎土目

が認められる。

240～ 242は備前焼橋鉢であり,口縁端部は上下に若干拡張し直立する。口縁端部の断面は丸みを持

つものと平らなものがある。内面には卸目がある。体部外面の調整は回転ナデが施される。

243～ 258は土師質土器皿である。243～ 248は体部の短い形態の小皿であり口径 6.8～ 8.4cmを測る。

249～ 257は前者より体部の長い小皿であり口径 8.2～ ll.Ocmを測る。243・ 246の底部は回転ヘラ切り,

244は回転ヘラ切りの後に回転ヘラナデ,247は回転ヘラ切りの後に板日,248は 回転ヘラ切 りの後に板

目・ナデが施される。2491ま体部と底部の境が明瞭で,底部の調整は回転ヘラ切 りが施される。250～

253は体部と底部の境が不明瞭で,250の底部は回転ヘラ切りの後に板目・ナデ,251は口縁端部を面取

りし,底部はナデが施される。252は厚い器壁であり,底部は静止糸切 りが施される。253は先細る口

縁端部に煤が付着し,底部は板目が施される。254～ 256は緩やかな傾斜の体部である。257はやや丸

みのある底部から体部が立ち上がり,底部は回転ヘラ切 りの後に板 目・回転ヘラナデが施される。258

は底部に回転糸切りが施される。

259～ 266は土師質土器杯である。259は底部から急傾斜で立ち上がる体部であり,内外面にロクロ

成形痕が明瞭に残る。底部は回転ヘラ切 りの後に回転ヘラナデが施される。260は内湾する体部で,外

面に墨書が認められる。261はやや内湾する体部が僅かに折れて口縁部となる。底部は回転糸切 りが施

される。262は底部に回転ヘラ切 りが施され,263は静止糸切 り,264・ 265は回転糸切 り,266は回転

ヘラ切りが施される。
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267は土師質土器椀であり,断面台形の高台が付 く。

268は瓦器椀であり, ヨコナデが施された高い高台が付き,内面にナデが施される。

269は土師質土器甕であり,直線的な体部からそのまま口縁部に至る。

270は土師質土器の火消壼の蓋であり,口縁部はほぼ垂直である。外面はヘラミガキにより光沢を持ち,

内面は回転ナデ・ハケが施される。
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271は土師質土器足釜であり,内傾する口縁部の外面に低い鍔が付 く。鍔からの立ち上がりがやや長い。

外面は指頭圧,内面は横方向のハケが施される。

272・ 273は黒色土器A類椀であり,低い高台を有する。内面にヘラミガキが施され,273は暗文が見

られる。

274は須恵器椀であり,非常に低い高台を有する。

275。 276は青磁碗である。275は外面に錦蓮弁文を配し,276は雷文を配する。

277～ 279は青磁鉢であり,体部で僅かに折れ,口縁部は直立する。277は厚い器壁である。

280は弥生土器甕であり,口縁端部が上下に拡張する。内外面とも磨滅がおよんでいる。281は 弥生

土器高杯の脚部であり,外面はナデ,内面はヘラナデが施される。

282は丸瓦であり,凸面には縄叩きの後に縦方向のヘラナデが施され,凹面には布目が残存する。内

面は両側面を面取りする。

283は軒平瓦であり,瓦当に中心飾 りとして巴文と珠文が見られる。瓦当裏面は横方向のナデが施さ

れる。

284は土製円盤であり,円形に割った後に断面を磨く。

285は側面に溝を有する有溝土錘であり,ほ ぼ完形品である。重量は 270。9gを測る。286は直径 2 cm

を測る管状土錘であり,重量は 16.9gである。

287・ 288は銅銭である。287は錆びのため銭名不明であるが,288は 「宣和通宝」である。

289～ 291は用途不明の鉄板である。289は現存幅 2.4cmを 測り,片側がやや折れる。290は現存長 7.Ocm,

現存幅 1.3cmを測る細長い鉄板である。291は現存形が台形を呈し, 3個の刻ゞ しが開けられている。
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第 2小節  I区  第 1遺構面
1溝
S D 1001(第 42図 )

調査区南東隅から南壁中央にかけて検出した石組み溝であり, S K 1001を 切り, S K 1003～ 1007,

S P 1001～ 1004・ 1014～ 1023・ 1030～ 1038に切られる。調査時には石組みが建物の基礎である可能

性も考えたが,本報告書では石組み溝とする。本遺構の東端上面は,近代の撹乱により消滅し,南側は

調査区外にかかる。検出した標高は 1.25m前後である。主軸方位はN-92° 一Eであり,ほぼ東西方向

を示す。検出した溝の全長は17.50mを 測り,前述したように調査区外に延びるため完掘できなかった

が,検出した南北方向の最大幅は2.20mで ある。検出面から底面までの深さは約 0。95～ 1.00mを測り,
北側の掘り込みは急傾斜である。西端の掘り込みは段をなし,その段上には0.36× 0.64mの石が単独で

検出された。溝の底面直上には0.40～ 1.00m大の扁平な石材が一段積みないし二段積みの状態で検出さ

れた。石組みは南側に面を通しており,ほぼ直線的に延びる。一段目の石の上面レベルはほぼ揃ってお

-42-
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り標高 0.80m前後である。石組みの下面は標高 0,30mである。石組みの基盤は砂礫層である。石組みの

内側は多量の小石～拳大の石が裏込めとして用いられる。出土遺物の中にはもっと古い特徴を持つ遺物

も含まれるが,検出状況から所属時期は 17世紀中頃であると比定される。

出土遺物は,磁器皿 (292),同碗 (293),陶 器鉢 (294),同甕 (295～ 297),同 悟鉢 (298。 299),

土師質土器皿 (300～ 307),同甕 (308),同羽釜 (309～ 312),同足釜 (313～ 316・ 319'320),同鍋

(317・ 318),須恵器杯 (321・ 322),須恵質土器杯 (323),瓦器皿 (324),同椀 (325),黒色土器椀 (326),

青磁碗 (327・ 328),白磁碗 (329。 330),弥生土器壺 (331),同 高杯 (332),土錘 (323～ 336),イ イ

ダコ壷 (337),瓦製円盤 (338),丸瓦 (339。 340),軒平瓦 (341),骨 (342。 343),砥石 (344)である。

292は生産地不詳で器高が低 く若干内湾気味の体部である。293は 断面台形の高台を持ち,外面は露

胎である。294は備前系陶器であり,底部は回転糸切りが施される。

295～ 299は備前焼である。295の口縁部は直立し,口縁端部は外側に折 り返す。296の 口縁部は若

干外に広がり,口縁端部は外側に折 り返す。297は外面にヘラナデ,内面に板ナデ・ナデが施される。

298。 299は口縁端部が上下に拡張し,タト面に僅かな凹凸を有する。

300～ 3021よ体部の短い形態で,300の底部は回転ヘラケズリ,301・ 302は回転ヘラ切りの後にナデ

が施される。303・ 304は体部の長い形態で,303の底部は板目・ナデ,3041よ ナデが施される。305の

底部は板日・ヘラナデ,306はナデ,307は静止ヘラケズリの後にナデが施される。
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308は短く外反する口縁部であり,内外面に横方向の粗いハケが施される。

309～ 312は直立する口縁部外面に鍔が付 く。309～ 311の鍔はほぼ水平に延び,312はやや上方に

延びる。311を除いて内面は横方向のハケが施される。

313・ 314'316は 口縁部外面に低い鍔が付き,315は 口縁端部の直下に非常に低い鍔が付 く。313は

外面にナデ,内面に板ナデ,314は外面に指頭圧・ナデ,内面にハケ,315・ 316は外面にナデ,内面に

ヘラナデが施される。

317・ 318は 口縁部の大きく外反する器形であり,317の外面は指頭圧・ヘラナデ,318の体部・口縁

端部外面と口縁部内面は粗いハケが施される。

321は 口径 8.8cmを測る小型の杯であり,322は 口径 14.8cmを測る杯である。323は底部と体部の境が

やや不明瞭で,底部にナデが施される。

324は底部から緩やかに立ち上がる体部で,日縁部との境に僅かな稜を有する。外面は指頭圧,内面

はヘラミガキが施される。325は低い器高で体部からそのまま口縁部に至る。外面は指頭圧
。ヘラミガキ,

内面はヘラミガキが施される。

326は黒色土器B類であり,外面に指頭圧 。ヘラミガキ,内面にヘラミガキが施される。

327は外面に錦蓮弁文を配し,328は体部下位の破片である。329は玉縁の口縁部であり,体部下半

は露胎となる。330は体部下半の破片である。

323～ 336は側面に溝を有する有溝土錘であり,335は 中央部が若千窪む。

339は凸面にヘラナデが施され,凹面に布目が残存する。340は凸面にヘラナデが施され,凹面に布目・

コビキA痕が残存する。341は瓦当に「重波文的波状文」があり,瓦当上縁と顎後縁に面取りが施される。

342は脚部の骨,343は肩甲骨である。344は石灰岩製の硯であり, 1面のみに使用痕が見られる。

2 井戸
S E 1001(第 46～ 48図 )

調査区中央の東寄 りにおいて

検出した井戸であり, S E 1002

を切り,東半分の上端は近代の  上

撹乱により消滅する。検出した

標高は■20mである。上端の平

面形は東西方向に長辺を持つ長

軋．

′
刀
ｇ
＼
デ

方形を呈し,規模は 2.58× 1.45

mを測る。掘り方は東側に段を

有し,上器組みの井戸枠は西壁

寄りに位置し,その部分を正方

形に深く掘り込む。その規模は

1辺 1.45mを測る。上器枠は3

段であり,さ らに最上位に上器

枠の一部が残存しており,少な

くとも4段であつたと考えられ

る。土器枠の直径は 0.70m,器

高は 0,70mを 測る。土器枠の下

AT,P.1.30m

(10YR7/2+6/2) 0

B

B

石を含む)

lm

第 46図
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には細長い板を縦方向に並べる木枠が検出されるが,崩落の危険性があるため完掘できなかった。この

木枠が井戸の最下部である。木枠の上部の標高は-0.56mで ある。井戸枠内には多量の石が投げ入れら

れていたため土層は不明であるが,掘 り方部分は 7層に分層できた。所属時期は土器枠を使用している
ことから幕末～明治時代である。

出土遺物は,磁器碗 (345・ 346),陶 器橋鉢 (347),土師質土器皿 (348・ 349),同杯 (350・ 351),瓦

器椀 (352),青磁碗 (353),土師質土器足釜 (354～ 356),同甕 (357・ 358),同括鉢 (359),須恵質

土器鉢 (360),五徳 (361),軒丸瓦 (362～ 364),軒平瓦 (365～ 369),砥石 (370)である。

345は文字と車文の染付けが描かれる。346は生産地不詳の磁器であり,黒色。水色・朱色の線が描かれ ,

底部に小判型の刻印がある。刻印は「松景」の可能性がある。

347は備前焼であり,口縁部は上下に拡張するが薄い器壁である。体部外面は指ナデが施され,内面
には7本一単位の卸目がある。

348・ 349は口縁部に煤が付着し,調整はナデが施される。3501よ口径 9.2cmの小型であり,底部と体

部の境は不明瞭である。底部は回転糸切りが施される。351は 口径 14,Ocmを 測 り,体部は緩やかな傾斜
で立ち上がる。調整は内タト面ともナデが施される。

354は 口縁端部直下に低い鍔が付き,355。 356は口縁部の外面に鍔が付く。
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357は「く」の字口縁で,内面に斜め方向のハケが施される。358は上げ底である。

359は内面に7本一単位の卸目がある。

360は口縁部の破片を磨いて長方形にする。361は内面に器受用の突帯がある。

362～ 364は巴文の軒丸瓦である。362・ 364は巴の尾が短く巻き込み,珠文の間隔はやや広い。凸面

はヘラナデが施される。363は珠文数 ■個を数え,巴頭部は丸みを持ち,僅かにくびれを有し,尾はや

や短 く巻き込む。365～ 369は瓦当に唐草文の軒平瓦である。365は中心飾りを菊花文とし,一重線の

唐草文である。366・ 367は一重線の唐草文である。368は中心飾りを巴文とし,一重線の唐草文である。

369は一重線の唐草文であり,瓦当面上端に面取りがある。

370は砂岩製の砥石であり, 3面 に使用痕が認められる。

S E 1002(第 49～ 51図 )

調査区南東側において検出した井戸であり,S E 1001の南東に位置する。本遺構は S E 1001に 切ら

れ,北側と南東側の上端は近代の撹乱により消滅する。検出した標高は■25mである。平面形は不整な

円形を呈し,直径は 3.05× 2.95mを 測る。掘 り方は一つないし二つの段を持つ逆台形を呈し,検出面か

ら底面までの深さは■65mを測る。底面の平面形は円形であり,そ の規模は 1.45× 1,30mを 測 り,底

面は平坦である。埋土は5層 に分層できる。上層の第 1～ 3層には多量の石と礫が不規則な状態で出土

し,同時に瓦も含まれ,人為的に埋められたと考えられる。下層の第 4・ 5層は自然堆積である。出土

遺物や重複関係から所属時期は 17世紀中頃であると考えられる。
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第 49図  S E 1002平・断面図 (S:1/40)

1暗灰黄色シル ト質細砂 (25Y5/2)
2黄灰色 +灰白色シル ト質細砂
(2.5Y6/1+5Y7/2)
3灰白色シル ト質細砂 (5Y7/1)
4灰黄色 +灰白色シル ト質細砂
(2.5Y6/2+8/2)

5黄灰色シル ト質細砂 (25Y4/1)

B
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出土遺物は,磁器皿 (371),陶器碗 (372),同 皿 (373'374),同 鉢 (375～ 377),同 悟鉢 (378・
379),同甕 (380・ 381),土師質土器足釜 (382・ 383・ 388),瓦質土器甕 (384),土師質土器鍋 (385),

同甕 (386。 387),同足釜 (388),土師器杯 (389。 390),須恵器皿 (391),同甕 (392・ 393),軒丸瓦 (394・

395),軒平瓦 (396～ 399),青銅製飾り (400),鉄板 (401)である。
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371は肥前系磁器であり,底部は肥厚する。見込みには蛇ノロ釉剥ぎと融着痕が認められる。372は

肥前系陶器である。373は肥前系陶器で,見込みと畳付に 3ケ所の砂目が認められる。374は肥前系陶

器で,底部は肥厚する。375は低い高台で底部に回転ヘラ切 りが施される。376は肥前系陶器で,高台

の断面は逆台形である。377は肥前系陶器で,見込みに融着痕が認められる。

378・ 379は備前焼である。378の口縁部は肥厚 し,外面に2本の沈線が巡る。内面には 10本一単位

の卸目がある。379は口縁部が上下に若干拡張する。

380。 381は備前焼で,口縁部は直立する。

382・ 383は内傾する口縁部に鍔が付き,体部外面下半に格子目叩き,内面に指ナデが施され,鍔以下

に煤が付着する。385は口縁部が大きく外反し,体部内面に粗いハケが施され,体部下半に煤が付着する。

386・ 387は口縁部が緩やかに外反し,外面に指頭圧,内面にハケが施される。

389は底面に静止ヘラケズリが施され,390は板目の後に回転ナデが施される。391は体部の短い小皿

であり,底部は回転ヘラ切りの後に板目が施される。

392の口縁端部は折 り返し口縁である。393は体部から口縁部が鋭角に屈曲し,口縁端部が若干拡張

する。体部外面は格子目叩きが施される。

394・ 395は巴文の軒九瓦である。394の巴頭部は九みを持ち,僅かにくびれを有し,尾はやや短く巻

き込む。395の巴頭部は丸みを持ち,尾は非常に短く巻き込む。珠文の間隔は広い。

396は下向きの三葉文を中心飾 りとし,文様区縦幅が狭い。397は 中心飾 りが磨滅して不明であり,

唐草は2転する。398は珠文が認められ,文様区縦幅が狭い。399は瓦当に梵字のある軒平瓦で,梵字

は胎蔵界五仏の宝瞳如来を意味する。

S E 1003(第 52・ 53図 )

調査区南側中央において検出した井戸であり, S D 1001西端の北西に位置する。本遺構はS P 1039

と重複し,中央部の上端は試掘 トレンチにより消滅する。検出した標高は 1.25mで ある。平面形は不整

な楕円形を呈し,南北方向の長軸は 2.40m,東西方向の短軸は■85mを測る。掘 り方の断面は逆台形

を呈し,検出面から底面までの深さは■25mを測る。底面は不整な円形を呈し,その規模は■45× 1.25

mを波1り ,底面は平坦である。埋土は 7層 に分層できた。上層の第 1～ 6層 はレンズ状堆積をなし,下

386・ 387は口縁部が緩やかに外反し,外面に指頭圧,内面にハケが施される。

|三      手粒 |>

SE1003

1灰白色細砂 +灰黄掲色シル ト質細砂
(5Y7/1+5YR6/2)
2灰黄掲色シル ト質細砂
(10YR6/2 灰白色細砂を含む)
3灰色シル ト質細砂
(5Y6/1 炭を若干含む)
4灰白色細砂 (5Y8/2)
5灰色 +灰黄褐色シル ト質細砂
(5Y6/1+10YR6/2)
6灰白色細砂 (5Y3/2 僅かに暗い)
7礫・小石・瓦・灰白色細砂 (5Y7/1)

第 52図  S E 1003・ S P 1039平 。断面図 (S:

0        1m
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第 53図  S E 1003出土遺物実測図 (S:1/4)

層の第 7層は礫・小石を含む灰白色細砂で,厚 く堆積する。底面直上には長さ0.35～ 0.60mを 測る 5個

の石が不規則な状態で検出される。これらの石は井戸枠としての石組みに伴うものと考えられる。出土

遺物や重複関係から所属時期は 17世紀中頃であると考えられる。

出土遺物は,磁器碗 (402),陶 器甕 (403。 405),同 悟鉢 (404),土師質土器皿 (406～ 408),同杯 (409),

瓦器皿 (410),同椀 (411)である。

402は瀬戸・美濃系磁器であり,口縁端部に口錆が認められ,外面に四方欅,梅花文,連続文,圏線 ,

内面に連続文,圏線が描かれる。底部には「東陽軒ロハ製」の銘がある。403は生産地不明陶器で,平

底である。404は備前焼であり,口縁部は上下に拡張し,内外面に沈線を巡らす。405は備前焼であり,

断面長方形の高台は快 りが施される。底部は回転ヘラケズリが施される。

406・ 407は体部の短い小皿であり,406の底部はナデ,407は 回転ヘラ切 りの後にナデが施される。

408は体部がやや長い小皿であり,タト面にヘラナデが施される。

409は器高のある形態で,体部外面は回転ナデの後に指頭圧・ヘラミガキが施される。

410は体部と底部の境に稜を持ち,体部外面は指頭圧・ヘラナデ,内面はヘラミガキが施される。411

はタト面に指頭圧・ヘラミガキ,内面に丁寧なヘラミガキが施される。

3 土坑
S K 1001(第 54図 )

調査区南東隅において検出した土坑であり, S K 1002を切り, S D 1001に切られる。検出した標高

は 1.25mである。本遺構の南狽1は S D 1001に 切られ,東側は近代の撹乱により消滅する。検出した部

分から平面形は円形を呈すると推定できる。検出した南北方向の幅は 0.45m,東西方向は 1.35mを測る。

検出面からの深さは 0.17mである。掘り方は緩やかな傾斜であり,底面は平坦である。埋土は灰白色シ

ルト質細砂の単一層である。埋土や重複関係から所属時期は 17世紀後半であると考えられる。

図化できた出土遺物は,イ イダコ壼 (412),弥生土器高杯 (413)で あるが,数点の陶磁器の破片も

出上した。412は口縁部の破片であり,内面はナデが施される。413は脚部下半が屈曲し外方に広がり,

内外面ともに磨耗が著しい。
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第 54図  S K 1001・ 1002平・断面図及び出土遺物実測図 (S:1/40・ 1/4)

S K 1002(第 54図 )

調査区南東隅において検出した土坑であり, S K 1001に 切られ,東側は近代の撹乱により消滅する。

検出した標高は■24mである。平面形は不整円形を呈し,北側が若千凹む。南北方向の幅は0.65m,東

西方向は 1.12mを 測る。検出面からの深さは 0。17mである。掘り方の断面は逆台形を呈し,底面は平坦

である。埋土は灰白色ンルト質細砂である。埋土や重複関係から所属時期は 17世紀後半と考えられる。

図化できた出土遺物は,陶器皿 (414),土師器杯 (415)で あり,数′点の陶磁器の破片も出上した。

414は軟質施釉陶器であり,浅い隅丸方形の器形である。深い緑色の釉薬がかかる。

415は底径 6.2cmで ,底部は回転ヘラ切りの後にヘラナデが施される。

S K 1003(第 55図 )

調査区南側中央東寄りにおいて検出した土坑であり, S D 1001の 上面で検出した。本遺構の北東隅

は近代の撹乱により消滅する。検出した標高は 1.16mである。平面形は隅丸方形を呈し,規模は 1.60×

155mを沢1る 。検出面からの深さは0.14mを測る。掘り方の断面は逆台形を呈し,底面はほぼ平坦である。

埋土は灰褐色シルト質細砂である。埋土や重複関係から所属時期は 17世紀後半であると考えられる。

出土遺物は,土師器杯 (416),陶 器杯 (417)であり,その他に数点の陶磁器片が出上した。

416は 直線的な体部が緩やかに立ち上がる。底部は回転ヘラ切りが施される。

417は備前焼であり,外面にロクロ成形痕が残る。底部は静止糸切りが施され,体部外面上半と内面

には薬牙由がかかる。

S K 1004(第 55図 )

調査区南側中央東寄りにおいて検出した土坑であり,S D 1001の上面で検出した。検出した標高は 1.16

mである。平面形は北西側の角張る不整な円形を呈し,直径は 0.75mを測る。検出面からの深さは 0.24

mである。掘り方の断面は逆台形を呈し,底面はほぼ平坦である。埋土は灰褐色シルト質細砂の単一層

である。埋土や重複関係から所属時期は 17世紀後半であると考えられる。

出土遺物は,肥前系陶器段重 (418)であり,その他に数点の陶磁器片が出土した。418は体部が屈曲

しほぼ直立する。体部下半は露胎である。

S K 1005(第 55図 )

調査区南側中央東寄りにおいて検出した土坑であり, S P 1024を 切る。本遺構の南東側は近代の撹

乱により消滅する。検出した標高は 1.16mで ある。残存する平面形は東西方向に長い楕円形を呈する。
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第 55図  S K 1003～ 呵005平・断面図及び出土遺物実測図 (S:1/40。 呵/4)

規模は東西方向の長軸 1.85m,南北方向の短軸 1.50mを測る。底面は中央が 1段低くなっており,検出

面からの深さは0,20mである。掘り方は緩やかな傾斜である。埋土は灰褐色シルト質細砂の単一層である。

埋土や重複関係から所属時期は 17世紀後半であると考えられる。

図化できた遺物は,肥前系陶器碗 (419)のみであるが,その他に数点の陶磁器片が出土した。419は

体部が僅かに屈曲する。

S K 1007(第 56図 )

調査区南側中央西寄りにおいて検出した土坑であり, S D 1001の上面で検出した。本遺構の南側は

調査区外に広がる。検出した標高は 1.23mである。平面形は北側中央が凹む楕円形を呈する。東西方向

の長軸は 1.62m,南北方向は 0.75mを測る。検出面からの深さは 9 cmである。掘り方の断面は逆台形を

呈し,底面はほぼ平坦である。所属時期は他の上坑と時期差はほとんどないと考えられる。

出土遺物は,数点の土師質土器と陶磁器の破片のみである。

S K 1009(第 56図 )

調査区南側中央西寄りにおいて検出した土坑であり, S K1019を 切る。本遺構の北側は試掘 トレンチ

により消滅する。検出した標高は 1.18mである。平面形は不整な楕円形を呈すると推定される。東西方

向の長軸は 1.52m,南北方向は 0.68mを 測る。検出面からの深さは 0。15mである。掘 り方の断面は逆

台形を呈し,底面はほぼ平坦である。埋土は灰褐色シルト質細砂の単一層である。

出土遺物は,数点の上師質土器と陶磁器の破片のみであり,所属時期は不明であるが,埋土や重複関

係から他の上坑と時期差はほとんどないと考えられる。
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S K 1013(第 57図 )

調査区北西隅において検出した土坑であり, S P1079と 重複する。本遺構の北側は近代の撹乱により

消滅する。検出した標高は 1.15mで ある。平面形は長方形に近い楕円形を呈すると推定される。東西

方向の短軸は0.93m,検出できた南北方向の長軸は 1.05mを 測る。検出面からの深さは 0.18mで ある。

掘り方の断面は逆台形を呈し,底面はほぼ平坦である。埋土は灰白色 +淡黄色細砂と灰褐色シルト質細

砂の 2層に分層できる。出土遺物や重複関係から所属時期は 17世紀後半と考えられる。

出土遺物は,磁器皿 (420),土師質土器皿 (421),同杯 (422)である。

420は肥前系磁器であり,外面に圏線,見込みに退化した花弁文が認められる。

421は短い体部で内外面に煤が付着する。底部は回転ヘラ切りが施される。422は僅かに内湾する体

部であり,内タト面に回転ナデが施される。

S K 1014(第 57図 )

調査区北西隅において検出した土坑であり,西側は近代の撹乱により消滅する。検出した標高は 1,15

mである。平面形は長方形に近い楕円形を呈すると推定される。南北方向の短軸は0.89m,検出できた

東西方向の長軸は■02mを測る。検出面からの深さは 0.20mである。掘り方の断面は逆台形を呈し,底

面は平坦である。埋土は灰責色 +褐灰色シルト質細砂と灰黄褐色十浅黄色シルト質細砂と掲灰色シルト

質細砂の 3層 に分層できる。所属時期は出土遺物や検出状況から17世紀後半と考えられる。

出土遺物は,土師質土器椀 (423),数点の陶磁器の破片である。

A TPl.40m        B

灰白色 +淡黄色細砂 (5Y7/1+8/3)
灰褐色シル ト質細砂 (7 5YR5/2 灰白色細砂を含む)

SK1 014
CT.Pl.40m

SK1013

頂民F~~~~~号「
~~~~~ラ

フ422
③
出巽Ξ≡笠三三百了

,20

W21

D

SK1014

1灰黄色 +掲灰色シル ト質細砂 (25Y7/2"OYR6/1)
2灰黄掲色 +浅黄色シル ト質細砂 (10YR6/2+25Y7/3 焼土・炭を若干含む)
3褐灰色シル ト質細砂 (10YR5/1)

0        1m

K1013・ 1014平 。断面図及び出土遺物実測図 (S:

3

0         10cm

1/40・ 1/4)

SK1 009

SK101 3

1  3
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S K 1015(第 58図 )

調査区北西側において検出した土坑であり,単独で存在す

る。本遺構の東側は調査区外に広がる。検出した標高は 1.15 A

mである。平面形は楕円形を呈し,南北方向の短軸は 0.82m,

検出できた東西方向の長軸は■00mを 測る。検出面からの深

さは0.12mである。掘り方の断面は逆台形を呈し,底面はほ

ぼ平坦である。埋土は灰白色シルト質細砂を若干含む灰黄色

シルト質細砂と暗灰黄色シルト質細砂の 2層 に分層できる。

所属時期は出土遺物と埋土から17世紀後半と考えられる。

出土遺物は,数点の上師質土器と陶磁器の破片である。

S K 1016(第 59図 )

AT.Pl.40m

第 58図  S K 1015平・断面図
(S:1/40)

調査区北西側において検出した土坑であり,S P 1068に 切られる。検出した標高は 1.14m前後である。

平面形は不整な円形を呈し,直径は 0.82× 1.05mを測る。底面北側に段を持ち,検出面から最深部ま

での深さは 0.24mであり,段 との比高差は 0.15mを 測る。断面は逆台形を呈する。埋土は灰責褐色シ

ルト質細砂と灰責掲色シルト質細砂十灰白色細砂の 2層に分層できる。出土遺物や重複関係から所属時

期は 17世紀後半と考えられる。

出土遺物は,須恵器杯 (424),土 師質土器椀 (425・ 426),道具瓦 (427)である。

424はやや上げ底であり,回転糸切りが施される。

425。 426は高い高台を持ち,425の内面はヘラミガキ,426は ナデが施される。

427は裏面に刻印が認められる。

S K 1017(第 59図 )

調査区北西側において検出した土坑であり,南側は近代の撹乱により消滅する。検出した標高は 1.19

m前後である。平面形は3基の土坑が合体したような不規則な形を呈し,中央に最深部を持つ円形の落

ち込みがある。北側と南側の落ち込みは非常に浅い。東西方向の短軸は0.64m,検出できた南北方向の

長軸は0,90mを測る。検出面から最深部までの深さは0,30mである。最深部の底面は平坦である。埋土は,

灰黄色シル ト質細砂と灰責色シルト質細砂 +暗灰責色シルト質細砂の上下 2層に分層できる。埋土や重

複関係から所属時期は 17世紀後半であると考えられる。

図化できた出土遺物は,備前焼陶器杯 (428)のみであるが,その他に数点の上師質土器と陶磁器の

破片が出上した。

428は底部に回転糸切りが施され,内面は指ナデである。

S K 1018(第 59図 )

調査区北西側において検出した土坑であり, S K 1016と S K 1017の中間に位置する。本遺構はSP
1069。 1100に切られる。検出した標高は■09～ 1.17mで ある。平面形は細長い楕円形を呈する。南北

方向の長軸は 1.71m,東西方向の短軸は 0.50mを 測る。検出面からの深さは 0.20mである。底面は平

坦である。埋土は,灰責掲色シルト質細砂 +灰白色細砂の単一層である。所属時期は埋土と重複関係か

ら17世紀後半であると考えられる。

図化できた出土遺物は,土師質土器椀 (429)のみであるが,その他に数点の上師質土器と陶磁器の

破片が出土した。

429は内外面にまばらなヘラミガキが施される。
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第 59図 S K 1016～ 1018平・断面図及び出土遺物実測図 (S:1/40・ 1/4)

S K 1019(第 60図 )

調査区南側中央やや西寄りにおいて検出した土坑であり, S K 1009に 切られる。本遺構の北側は試

掘 トレンチにより消滅する。検出した標高は 1.19mで ある。残存する平面形は方形を呈する。検出した

東西方向の幅は 2.70m,南北方向は0,83mを 測る。検出面からの深さは 0.33mで ある。底面は北東側

に緩やかに下がる。0,15～ 0.30mの石が南壁に沿って並んだ状態で出土した。埋土は3層に分層できた。

第 1層はにぶい黄色シルト質細砂,第 2層は第 1層 十浅黄色シルト質細砂,第 3層 は淡責色細砂である。

所属時期は埋土や重複関係から判断して 17世紀後半であると考えられる。

出土遺物は,数点の上師質土器と陶磁器の破片のみである。
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S K 1020(第 60図 )

調査区南西隅において検出した土坑であり,西側上端は第 1遺構面の S X 1003に 切られる。本遺構

の北東部は近代の撹乱により消滅する。検出した標高は1.20m前後である。平面形は不整な円形を呈する。

東西方向の直径は284m,南北方向の直径は 2.55mを 測る。検出面からの深さは 0.60mで ある。底面
は北西側に片寄った位置にあり,底面のレベルは中央に向かって緩やかに下がる。北側の掘り方は急傾

斜であるが,その他は非常に緩やかな傾斜である。埋土は5層に分層できる。第 1層は灰白色細砂を含

む浅責色シルト質細砂,第 2層はにぶい責色シルト質細砂,第 3層 は礫を含む灰白色細～粗砂,第 4層

は灰白色細砂十礫,第 5層は灰白色シルト質細砂である。堆積は大きく2回に分けられ,第 3～ 5層が

堆積 した後に第 1・ 2層が堆積する。所属時期は埋土や重複関係から17世紀後半であると考えられる。

図化できた出土遺物は,須恵器高杯 (430)であるが,数点の土師質土器と陶磁器の破片が出上した。
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第 60図  S K 1019。 1020平・断面図及び出土遺物実測図 (S:1/40。 1/4)
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4 柱穴
S P 1011(第 61図 )

調査区南東隅において検出した柱穴である。検出した標高は 1.27mで ある。平面形は円形を呈し,直

径は0.24m,深 さは 0.23mを測る。埋土は焼上を含む褐灰色 +灰黄色細砂質シルトである。

出土遺物は,瓦製円盤 (431)である。

S P 1020(第 61図 )

調査区南東側において検出した柱穴であり, S D 1001の上面で検出した。南側は調査区外となる。

検出した標高は 1.24mである。平面形は円形を呈し,検出できた直径は0,78m,深 さは 0。18mを 測る。

埋土は灰責色細砂である。

出土遺物は,軒平瓦 (432)であり,瓦当に2転する唐草が認められ,中心部分は欠損する。

S P 1027(第 61図 )

調査区中央やや東寄りにおいて検出した柱穴である。検出した標高は 1.23mである。平面形は円形を

呈し,直径は0.25m,深さは 0.10mを測る。埋土は褐灰色シルト質細砂 +灰白色細砂である。

出土遺物は,土師質土器皿 (433・ 434),陶器皿 (435),土 師質土器鍋 (436)である。

433は緩やかな傾斜で立ち上がる体部である。434の底部は板目が施される。435は肥前系陶器であり,

口縁部が溝縁状の皿である。436は口縁端部を面取りし,外面は指頭圧が施される。

S P 1028。 1029(第 61図 )

調査区中央やや東寄りにおいて検出した柱穴である。検出した標高は 1.20mで ある。平面形は楕円形

を呈する。 S P 1028は直径 0.24 X O.47m,深 さ0.10mを測り, S P 1029は直径 0.24× 0.47m,深 さ

0。13mを 測る。拳大の石が数個出土した。S P 1028の埋土は浅責色シルト質細砂 +灰白色シルト質細砂 ,

S P 1029は灰白色細砂である。

出土遺物は,陶器皿 (437)であり,内外面とも施釉される。

S P 1034(第 61図 )

調査区南側中央において S D 1001の 上面で検出した柱穴である。検出した標高は■20mである。平

面形は楕円形を呈し,直径は 0.50× 1.10m,深さは 0.20mを測る。埋土は灰黄色細砂である。

出土遺物は,須恵質土器甕 (438)である。

S P 1039(第 52・ 61図 )

調査区南側中央において検出した柱穴で, S E 1003と 重複する。検出した標高は■04mである。平

面形は円形を呈し,直径は0.39m,深 さは 0.17mを測る。埋土は灰責褐色シルト質細砂である。

出土遺物は,小型の硯 (439)である。

S P 1040(第 61図 )

調査区南側中央において検出した柱穴である。検出した標高は 1.04mで ある。平面形は円形を呈する。

直径は 0.26m,深さは8cmを 測る。埋土は灰黄色シルト質細砂である。

出土遺物は,土師質土器皿 (440・ 441)である。440は口縁端部を面取りし,底部は回転糸切りが施される。

441は口径 ■.8cmを測り,底部に糸切りが施される。

S P 1043(第 61図 )

調査区南側中央やや西寄りにおいて検出した柱穴である。検出した標高は 1.00mで ある。平面形は円

形を呈し,直径は0.36m,深さは 0。 15mを測る。埋土は灰黄色シルト質細砂である。

出土遺物は,陶器碗 (442),瓦製土盤 (443)である。442は肥前系陶器であり,外面下半は露胎である。

内面に圏線が巡る。443は瓦を方形に近い円形に割っている。
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S P 1052(第 61図 )

調査区北西側において検出した柱穴である。検出した標高は 1.18mである。平面形は円形を呈し,直

径は 0。35m,深さは0.25mを測る。埋土は灰黄掲色シルト質細砂 +灰白色細砂である。
出土遺物は,上師質土器皿 (444)である。
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S P 1054(第 61図 )

調査区北西側において検出した柱穴である。検出した標高は 1.14mで ある。平面形は不整な楕円形を

呈し,直径は 0.22× 0.38m,深 さは 0.12mを 測る。埋土は浅黄色シルト質細砂である。

出土遺物は,須恵器杯 (445),数点の上師質土器の破片である。

S P 1073(第 61図 )

調査区北西側において検出した柱穴であり,西側は近代の撹乱により消滅する。検出した標高は 1.17

mである。平面形は円形を呈し,直径は 0.30m,深 さは 0.13mを 測る。埋土は灰黄褐色シル ト質細砂

の単一層である。

出土遺物は,内面にハケが施される須恵質土器椀 (446),数点の上師質土器の破片である。

S P 1084(第 61図 )

調査区北西側において検出した柱穴であり, S U 1001を切る。検出した標高は 1.18mで ある。平面

形は楕円形を呈し,直径は 0.46× 0.56m,深 さは 0.39mを 測る。埋土は灰責色十灰黄褐色シルト質細

砂である。出土遺物は,土師質土器皿 (447)で ,口縁部が薄くなっている。

S P ll13(第 61図 )

調査区南側中央やや西寄りにおいて検出した柱穴であり,S P ll14と 重複する。検出した標高は 1.00

mである。平面形は楕円形を呈し,直径は 0.41× 0.63m,深 さは 6 cmを測る。底面直上に長さ0.32m

の石が出上した。埋土は灰黄褐色シルト質細砂である。

出土遺物は,底面に静止糸切りが施される土師質土器杯 (448)である。

SP■ 16(第 61図 )
調査区南側中央やや西寄りにおいて検出した柱穴である。検出した標高は 1.04mで ある。平面形は円

形を呈し,直径は0.40m,深 さは 0,12mを 測る。埋土は灰黄褐色 +黄灰色シルト質細砂である。

出土遺物は,土師質土器甕 (449)で あり,口縁部が短く外反する。体部外面は板ナデ,内面は細か

いハケが施される。

S P l125(第 61図 )

調査区南西隅において検出した柱穴であり,北側は近代の撹乱により消滅する。検出した標高は 1.20

mである。平面形は円形を呈し,直径は0.40m,深 さは 8 cmを測る。埋土は褐灰色シルト質細砂の単一

層である。

出土遺物は,上師質土器杯 (450・ 451),土 師器杯 (452)である。450。 451は口縁端部が若干外反する。

452は底部に回転ヘラ切りが施される。

5 黎跡状遺構
S U 1001(第 40・ 62図 )

調査区北西側において検出した黎跡状遺構であり,S P 1047。 1081・ 1084

の可能性 も考えたが,規模が小さいこととS U 1002が並行して検出された

ことから黎跡状遺構とする。検出した標高は 1.19mで ある。本遺構はSP
1084か ら北方向にほぼ直線的に延び, S P 1047付近で直角に屈曲し東方に

延びる。東端は近代の撹乱により消滅する。幅は0.12～ 0,34m,深 さは 2

cmを測る。埋土は灰白色細砂の単一層である。他の遺構との重複関係から本

453

遺構の所属時期は 17世紀後半と考えられる。

出土遺物は,管状土錘 (453)と 数点の上師質土熙＼片である。
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出土遺物実測図 (S:1/4)
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S U 1002(第 40図 )

調査区北西側において検出した黎跡状遺構であり,S U 1001の西側に並行 して延びる。検出した標

高は 119mである。検出できた範囲は北端のみであり,南北方向に短く延び,北端でほぼ直角に屈曲し

西方に延びる。幅は 0.20m,深 さは 2 cmを測る。埋土は灰白色細砂の単一層である。出土遺物はないが ,

所属時期はS U 1001と 同じであると考えられる。

6 性格不明遺構
S X 1002(第 63図 )

調査区東端において検出した落ち込みであり,東側と西側は近代の撹乱により消滅する。本遺構の北
側は調査区外に広がる。検出した標高は 1.22mで ある。検出できた範囲は非常に狭 く,平面形は不明で

ある。検出できた南北方向の幅は 2.55m,東西方向は 0.80mを 測る。検出面からの深さは 0.58mであり,

掘り方は非常に緩やかである。底面は北方向に若干下がる。埋土は 6層 に分層できた。第 1層はにぶい

責橙色 +褐灰色シルト質細砂,第 2層は白灰色粗砂,第 3層は灰白色細砂,第 4層は灰黄色シルト質細砂 ,

第 5層は灰白色細砂 +責灰色シルト質細砂,第 6層は褐灰色シルト質細砂であり,第 1層には多量の礫
や瓦が多量に含まれる。出土遺物や埋土から所属時期は 18世紀と考えられる。

出土遺物は,磁器碗 (454・ 455),陶器壷 (456),同悟鉢 (457),自磁碗 (458),土師質土器杯 (459)
である。

454・ 455は瀬戸・美濃系磁器である。454は外面に草文,高台に圏線が描かれる。455は体部外面に圏線・

連続文,高台に圏線が描かれる。

456は備前焼陶器壼の肩部片である。457は備前焼陶器であり,外面はナデが施される。
458は玉縁状の口縁を呈する。

459は口径 9cmを測り,体部が僅かに内湾する。
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第 63図  S X 1002平・断面図及び出土遺物実測図 (S:1/40。 1/4)
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灰黄色シル ト質細砂 十灰自色細砂
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第 64図  S X 1003平・断面図及び出土遺物実測図 (1)(Si1/80。 1/4)
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S X 1003(第 64。 65図 )

調査区南西隅において検出した落ち込みであり, S K 1020を切る。検出した標高は 1.20～ ■24mで

ある。本遺構の南側と西側は調査区外に広がり,検出できた範囲は全体の 1/4の みである。残存する平

面形は緩やかに湾曲しており,本遺構は大規模な円形であると推測できる。南北方向の幅は 5,27m,東

西方向は 4.50mを 測る。検出面からの深さは 0.76mである。東側の掘り方は緩やかであるが,北側はや

や急傾斜である。底面は平坦である。埋土は 10層 に分層でき,その堆積は大きく二つに分かれる。まず ,

灰白色細砂を含み固くしまる第 5層が底面直上に堆積し,第 6～ 10層が北側を中心に堆積する。次に,

第 1～ 4層が広い範囲に堆積する。この第 1～ 4層は瓦を多量に含んでおり,人為的な堆積を示してい

る。出土遺物や埋土,重複関係から所属時期は 17世紀後半と考えられる。

出土遺物は,陶器皿 (460),土師質土器皿 (461),同杯 (462～ 464),弥生土器甕 (465),軒丸瓦 (466

～ 469),軒平瓦 (470～ 474),平瓦 (475)である。
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S X 1003出土遺物実測図 (2)(S:1/4)第 65図

-68-



460は肥前系陶器であり,体部外面下半は露胎である。見込みには胎土目が 3ヶ 所認められる。

461は体部の短い形態の小皿であり,底部には回転ヘラ切りが施される。462は直線的な体部であり,

463は若干内湾気味の体部で,底部にナデが施される。464は緩やかな傾斜の体部である。

465は外面に平行叩きが施される。胎土は石英・長石・角閃石を多量に含む。

466～ 469は瓦当に巴文のある軒丸瓦である。466～ 468は幅広い外区で,巴頭が比較的に不明瞭であり,

尾は細く,やや長く巻き込む。珠文径はやや小さく,14個 ・16個を数える。469は幅狭い外区で,巴頭

は比較的明瞭で,尾は細 くやや長い。凹面には布目・コビキB痕・接合痕が残存する。

470～ 474は瓦当に唐草文のある軒平瓦であり,唐草は一重で 2転ないし3転する。中心飾 りは上向

きの三葉文の各先端に珠文を3点配する。475は凸凹面に縦方向のナデが施され,凹面には面取 りが認

められる。

S X 1004(第 66図 )

調査区中央西寄りにおいて検出した落ち込みである。検出面の標高は 1.00～ 1,1l mで ある。本遺構は

西側と南側のみ残存 し,平面形は楕円形を呈すると考えられる。検出できた東西方向の長軸は 3,73m,

南北方向の短軸は 2.15mを 測る。検出面からの深さは 0.23mである。掘り方は緩やかであり,特に西壁

は非常に緩やかな傾斜である。底面はほぼ平坦である。埋土は灰白色細砂 +黄灰色シルト質細砂である。

出土遺物や埋土から所属時期は 17世紀後半と考えられる。

出土遺物は,陶器甕 (476),土師質土器火鉢 (477),数点の土師質土器小片である。

476は備前焼陶器であり,外面に縦方向と横方向のハケ,内面と底部にハケ・ナデが施される。

477は棒状の脚部を有し,タト面にヘラナデ,内面に横方向の粗いハケ・ナデが施される。

476
0         10cm

1/40。 1/4)第 66図  S X 1004平 。断面図及び出土遺物実測図 (S:
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(2) (Si 1/4・ 1/2)

0              5cm

第 68図 第 1遺構面出土遺物実測図

7 第 1遺構面出土遺物 (第 67～ 69図 )
478～ 509は第 1遺構面より出上した遺物であり,510～ 526は近代の撹乱より出土した遺物である。

478は肥前系磁器天目碗であり,口縁部は僅かに屈曲する。479は肥前系陶器皿であり,非常に低い

高台が付 く。見込みには胎土目が 3ヶ所認められる。480は陶器皿であり,体部中央で湾曲する。高台

は非常に低い。481は肥前系陶器碗であり,見込みには胎土目が 3ケ所認められる。482は陶器鉢であり,

平面形は方形を呈する。底面は露胎である。483は肥前系陶器鉢であり,内面に草花文が描かれる。484

は陶器皿であり,口縁部が大きく屈曲し外反する。

485～ 487は土師質土器皿である。485・ 486は体部の短い小皿であり,485の底部は回転ヘラ切 りが

施され,486は 口縁端部タト面に細い沈線が巡る。487は体部のやや長い小皿である。488～ 492は土師質

土器杯である。490は口縁端部が九く収まり,底部は静止ヘラケズリが施される。491は口縁端部に煤

が付着し,底部は回転ヘラ切りの後にナデが施される。492は底部に回転ヘラ切りが施される。

493は瓦器皿であり,体部外面に指頭圧,内面にヘラミガキが施される。494は瓦器椀であり,体部

外面に指頭圧・ヘラミガキ,内面にヘラミガキが施される。

495は備前焼陶器悟鉢であり,口縁端部を上下に拡張し,内外面に数条の沈線を巡らす。496・ 497は

土師質土器鍋である。498は須恵質土器捏ね鉢であり,口縁端部を上下に拡張する。499は青磁碗であり,

外面は無釉である。500は弥生土器壷,501は弥生土器甕,502・ 503は弥生土器高杯である。

504は瓦当に唐草文のある軒平瓦で,中心飾りは上向きの三葉文の各先端に珠文を3点配する。

505は有溝土錘,506は管状土錘である。

507イよ「天権通宝」,508は「永楽通宝」である。509は鉄釘である。

510～ 512は 土師質土器皿であり,512の底部は回転糸切 りが施される。513・ 514は土師質土器杯で

雄ゴ■・イ
苺義せfi▼

９

□
　
　
５。

氣
――‐
――‐
Ⅳ
Ｈ
＝
Ｈ
υ

一

育

―Ｉ

Ｈ

Ｕ

一
鬱
一
⑬

-71-



く下可三フ台1。  ヤ

~/511
― LC引 6

第 69図 第 1遺構面出土遺物実測図 (

あり,513は低い器高である。514の底部は回転ヘラ切りが施される。515は瀬戸・美濃系磁器仏飯器で

ある。516は 白磁碗である。517は青磁碗で,鏑連弁文を刻む。518・ 519は備前焼陶器悟鉢である。518

は口縁部が直立し,519は 口縁部が上下に拡張し,内外面に数条の沈線が巡る。520は瓦質土器福鉢で ,

口縁端部を拡張させている。521は イイダコ壷,522・ 523は有溝土錘である。524は 巴文のある軒丸瓦で ,

巴頭に僅かな袂 りが入り,尾は細く,長 く巻き込む。珠文は 19個 を数える。525は「重波文的波状文」

の軒平瓦,526は無量寿如来を意味する梵字のある軒平瓦である。

第 3小節  Ⅱ区 (第 70。 71図 )
調査区の平面形は 10.00X12.50mを 測る方形である。調査は, まず現地表と建物のコンクリート基礎

を重機で取り除き,明治時代の埋め立ての上面を確認する。さらに中堀の石垣と底面を検出するために

重機で掘り下げた。埋め立ては海砂を使用しており,現地表面から約 2.50mの深さまで達した。湧水と

謗 512

碇  | ン
５‐３

-

鶉開

:::;テ:!6

3) (S:1/4)

0         10cm

- 72-



__|≦三二49.840

__‖∠三」49.835

り∞⑭・〇的」中一‐‐‐
第 70図 Ⅱ区平面図 (Si1/100)

崩落が著しいため,調査区西壁中央において鉄板を打ち込ん

だ部分のみをさらに約 ■00m掘 り下げた。下方の埋土は黒褐

色シルト質極細砂と明緑灰色細砂であり,ラ ミナ状堆積が認

められた。この上は堀底面の堆積土であると考えられる。現

地表面から約 3.50mの 深さまで掘り下げたが,湧水と崩落の

ため堀の底面は確認できなかった。調査の目的のひとつであ

る石垣は調査区内では検出できなかった。この結果, I区は

中堀の中に位置しており,中堀の西岸の石垣は調査区より西

側に存在すると考えられる。

出土遺物は,埋め立ての海砂より上師質土器奏 (527)や

ガラス瓶が出土し,黒褐色シルト質極細砂より肥前系磁器猪

口 (528),巴文の軒丸瓦 (529)と 数点の植物遺体が出土した。

第 71図  Ⅱ区出土遺物実測図
(Si1/4)
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第 4小節  Ⅲ区 (第 72図 )
調査区の平面形は長方形を呈し,その規模は南北幅 3.30m,東西幅 4.70mを測る。調査に先立ち,崩
落防止と安全確保対策を十分に行い,その後に調査を実施した。

現地表面から約 3.40mの深さまでは重機により掘り下げ,以下は人力で約 0.50m掘 り下げた。埋土は

13層 に細分でき,現地表面からの深さ約 2.00mま でが第 1層の砂層,その下に約 ■50m堆積する第 2
～ 5層の砂層,シ ルトと砂層が交互にラミナ状堆積する第 6～ 10層 ,第 11層の明緑灰色粗砂,第 12・
13層の砂礫層を確認した。第 1～ 5層は埋め立てた砂であり,第 6～ 10層 と第 11層は堀底面直上の堆
積層,第 12層が地山であると考えられる。第 12層は現地表面から約 3.90mの深さであり,調査区中央
から西側に向かって 0.50mの 比高差で下がる。調査の結果,調査区内では中堀の東岸石垣は検出できな

かつた。 I区では西ノ丸が検出されていることから,Ⅲ 区は中堀の東端に位置しており,中堀の東岸石

垣は I区とⅢ区の間に存在すると考えられる。

出土遺物は,弥生土器壼 (530),同甕 (531・ 532),磁器蓋 (533)である。530～ 532は第 6～ ll層
より出土し,内外面とも磨滅が著しい。533は第 2～ 5層 より出上した瀬戸・美濃系磁器である。

T.PO.00m

0         2m

/ L導
5∞

くく下
~~~~~~+―

― ―――窮ガク 531

・断面図及び出土遺物実測図 (S:1/100・ 1/80。 1/4)
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1 砂層
2 小石・砂層 (ややしまる)
3 小石・砂層 (硬 くしまる)
4 細～粗砂 (粘性がない)
5 小石・粗砂

6 黒褐色シル ト (25Y3/1)
7 灰色rHB砂 (10Y6/1)
8 灰白色中～粗砂 (10Y7/1)
9 6層 と7層交互のラミナ状堆積
(25Y3/1+10Y6/1)
10黄灰色シル トと7層交互のラミナ状堆穣
(25Y6/1+10Y6/1)
11明緑灰色粗砂 (5G7/1)
12砂礫層
13砂礫層 (黄灰色シル トを含む)

涎Ｌ

騨第 72図 Ⅲ
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第 4章 自然科学的分析

第 1節  高松市高松城跡出土木製品の樹種調査結果
(株)吉田生物研究所

1.試料

試料は高松市高松城跡から出土した容器 2点,部材 9点の合計 ■点である。

2.観察方法

弟J刀で木口 (横断面),柾 目 (放射断面),板 目 (接線断面)の各切片を採取し,永久プレパラー

トを作製した。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

3.結果

樹種調査結果 (針葉樹 3種)の表と顕微鏡写真を示し,以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

1)マツ科マツ属 [二葉松類 ](Pinus sp。 )
(遺物No.2～ 7,9)

(写真No.2～ 7,9)
木口では仮道管を持ち,早材から晩材への移行は急であった。大型の垂直樹脂道が細胞間隙とし

てみられる。柾目では放射組織の放射柔細胞の分野壁孔は窓型である。上下両端の放射仮道管内は

内腔に向かって鋸歯状に著しくかつ不規則に突出している。板日では放射組織は単列で 1～ 15細

胞高のものと,水平樹脂道を含んだ紡錘形のものがある。マツ属 [二葉松類 ]は クロマツ,ア カマ

ツがあり,北海道南部,本州,四国,九州に分布する。

2)ヒ ノキ科アスナロ属 (Th� opsis sp.)

(遺物No.11)

(写真No.11)

木口では仮道管を持ち,早材から晩材への移行は穏やかであつた。樹脂細胞は晩材部に散在また

は接線配列である。柾日では放射組織の分野壁孔はヒノキ型からスギ型で 1分野に2～ 4個ある。

板目では放射組織はすべて単列であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。アスナロ属にはア

スナロ (ヒバ,ア テ)と ヒノキアスナロ (ヒバ)があるが顕微鏡下では識別困難である。アスナロ

属は本州,四国,九州に分布する。

3)ス ギ科スギ属スギ (Cryptomeria japonica D.Don)
(遺物No.1,8,10)

(写真No.1,8,10)
木口では仮道管を持ち,早材から晩材への移行は急であった。樹脂細胞は晩材部で接線方向に並

んでいた。柾目では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で 1分野に 1～ 3個ある。板日では放射
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高松市高松城出土木製品同定表

番号 離 遺物番号 品名 朧

1 SE1201 84 曲物底板 スギ科スギ属スギ

2 SE1201 83 力日:工れオ マツ科マツ属 [二葉松類]

3 SE1201 79 ん反わオ マン科マツ属 [二葉松類]

4 SE1201 77 梯 オ マツ科マツ属 [二葉松類]

5 SE1201 78 励 マツ科マツ属 [二葉松類]

6 SE1201 80 励 マツ科マツ属 [二葉松類]

7 SE1201 81 板材 マツ科マツ属 [二葉松類]

8 SE1201 82 梯 す スギ科スギ属スギ

9 SP1317 カロエ封オ マツ科マツ属 [二葉松類]

10 SE1301 力日工封オ スギ科スギ属スギ

11 SE1301 曲物 (井筒) ヒノキ科アスナロ属

組織はすべて単列であつた。樹脂細胞の末端壁はおおむね扁平である。スギは本州,四国,九州の主と

して太平洋側に分布する。

参考文献

島地 謙・伊東隆夫 「日本の遺跡出土木製品総覧」 雄山閣出版 (1988)
島地 謙・伊東隆夫 「図説木材組織」 地球社 (1982)
伊東隆夫 「日本産広葉樹材の解剖学的記載 I～ V」 京都大学木質科学研究所 (1999)
木村四郎 。村田 源 「原色日本植物図鑑木本編 I。 工」 保育社 (1979)
深澤和三 「樹体の解剖」 海青社 (1997)

使用顕微鏡

Nikon

�IICROFLEX UFX‐DX Type 115
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No-1

木口×40
スギ科スギ属スギ

木口×40
No‐2 マツ科マツ属 [二葉松類]

柾 100目×

41目 ×100 板 目× 40

板目×40

木口×40 柾目X100 増更目×40

No‐3 マツ科マツ属 [二葉松類]
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41目 ×100木口×40
マツ科マツ属 [二葉松類]

No‐5 マツ科マツ属 [二葉松類]

刺更目×40
No‐6 マツ科マツ属 [二葉松類]



木口× 40

No‐7 マツ科マツ属 [二葉松類 ]

木口×40

No-8 スギ科スギ属スギ

II目 × 100 板目×40

柾目× 100 板目× 40

木口×40 41目 ×100 れ更目×40

No‐9 マツ科マツ属 [二葉松類]
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J!堪題E≧聡

木口×40
No-10 スギ科スギ属スギ

木口×40

No‐ 11 ヒノキ科アスナロ属

柾目X100 ゆ更目×40

柾目X100 板目× 40
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第5章 まとめ

第 1節  遺構の変遷

本遺跡の I区では 3面の遺構面を検出した。最下位の第 3遺構面については F市街地再開発関連街路

事業 (高松駅南線)に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 第 1冊 高松城 (無量寿院跡 )』 イこおいて既に

報告した。ここでは I区の第 1・ 2遺構面で検出した遺構の変遷に関して述べることとする。

17世紀前半

第 2遺構面において検出した遺構が当該期の遺構である。遺構の検出は調査区全域に見られ,その検

出したレベルは標高 1.00m前後である。遺構としては,掘立柱建物跡 (S B 1201),溝 (S D 1201～

1204),井戸 (S E 1201),土坑 (S K 1201～ 1215),柱穴,性格不明遺構 (S X 1201～ 1209)である。

遺構の分布は,調査区西側中央で S B 1201が 1棟のみ存在し,その北側には多数の柱穴が集中した状

態で検出した。柱穴は切り合い関係があるが,明確な時期差としては確認できない。さらに建物跡とし

ての柱穴の配置も不明瞭である。井戸は調査区南西隅で 1基検出した。土坑は調査区ほぼ全域で検出し

たが,ほ とんどの土坑は小規模であり,遺物の出土量は少ない。 S K 1209はその中で最も規模が大きく,

埋土中に多量の焼土とえを含んでいた。溝は調査区北西部にのみ検出し,他の遺構に切られていること

から若千古い時期のものであると考えられる。 S B 1201は 他の柱穴より直径が大きく, また根石が残

存していたが,建物自体の規模は2× 2間 (490× 5,30m)の小規模な建物である。柱穴群の検出は何ら

かの建物の存在を示唆するが, S B 1201同 様に小規模な建物であると考えられる。

当該期の様相としては,北狽Jが建物域,南側には井戸とやや規模の大きな土坑が存在していた。

17世紀後半

第 1遺構面において検出した遺構が当該期の遺構である。遺構の検出は調査区全域に見られ,その検

出したレベルは標高 1.20m前後である。遺構としては,溝 (S D 1001),井 戸 (S E 1002・ 1003),土坑 (S

K1001～ 1020),柱 穴,性格不明遺構 (S X 1001～ 1004)で ある。井戸は調査区南壁に沿う位置で検

出し,第 2遺構面の S E 1201の 東側である。土坑は調査区ほぼ全域で検出したが,ほ とんどの土坑は

小規模であり,遺物の出土量は少なく,いわゆるゴミ穴としての性格は考えられない。柱穴は調査区北

西隅を除くほぼ全域で検出したが,建物跡とする明確な柱穴の配置は不明である。ただし,S K 1013・

1014の東側には柱穴が一直線上に並んだ状態で検出され,建物跡の存在が想定される。柱穴は切り合い

関係があるが,明確な時期差としては確認できない。当該期の遺構の中で注目すべき遺構は,S D 1001

である。 S D 1001は 調査区南壁際で検出し,東西方向に延びる溝である。溝の上面は数基の上坑と柱

穴が検出されており, S D 1001は他の遺構より若千古い時期の遺構である。底面に 1段ないし2段の

石組みが残存する。これらの石が石組み溝であるか石垣の基礎であるかは,今後の検討を必要とする。

当該期の調査区の様相としては,前段階とほぼ同様であり,北側が建物域で,南狽1に は井戸とやや規

模の大きな土坑が存在していた。これより若干古い時期には,S D 1001の 存在から調査区南壁中央よ

り東側に何らかの施設が存在していたと考えられる。

19世紀後半

明確な遺構としては,第 1遺構面の井戸 (S E 1001)の みである。 S E 1001は S E 1002の 北西狽1に

位置することから,17世紀後半より約 200年間も地下水の水脈はほぼ変わらなかったと考えられる。
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第 2節  絵地図 。文献史料における「西ノ丸」について

高松城は,豊臣秀吉の家臣であった生駒親正が天正 15年 (1587)に 讃岐国へ入り,翌年から築城された。

この城は,北方を瀬内海にゆだね,三方に三重の堀が廻り,堀へ海水を引き入れた水城である。生駒氏

は寛永 17年 (1640)に 出羽矢島に転封され,寛永 19年 (1642)に 松平頼重が新しい藩主となり,以後松平

氏の居城として明治維新を迎えた。松平頼重は寛文 10年 (1670)以降に天守の改築や北ノ九・東ノ丸の

新造等,高松城の大改4体を行い,ほ ぼ現在の縄張りとなった。

今回調査した I区は,本丸と内堀を挟んで西側の位置にある西ノ丸の南部にあたり, Ⅱ区とⅢ区は中

堀である。ここでは現存する数多くの絵地図と文献の中で「西ノ丸」の記載を検討し,今回の調査結果

と対応して西ノ丸の変遷を考えることとする。なお絵地図の時期については,森下友子 1996「高松城下

の絵図と城下の変遷」 F財団法人香川県埋蔵文化財調査センター 研究紀要』Ⅳに依拠する。
高松城及び高松城下を描いた絵地図は,現段階で 49点確認されている。まず,製作年代がわかって

いる絵地図の中で最も古いものは,寛永 4年 (162り に描かれた F讃岐探索書』 (絵図-1)で ある。同
書では西ノ丸,侍屋敷と記載されている。次に寛永 14年 (1637)以前と考えられる F讃岐高松丸亀両城

図 高松城図』では単に西ノ丸とのみ書かれている。寛永 15年 (1638)か ら寛永 16年 (1639)に 製作され
たと推定される F生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』(絵図-2)と F讃岐国高松城図寛永 17年生駒家封

地没収大沙H藩主加藤泰興預当時』 (絵図-3)に は,北から西ノ丸生駒隼人の屋敷,生駒隼人の下屋敷 ,

女房の家と記載されている。今回の調査区は,生駒隼人の下屋敷の位置に当たると考えられる。これら

の絵地図は生駒家時代の高松城を描いており,時期的に今回調査した第 2遺構面と同時期であると言え

る。しかし,検出した遺構は掘立柱建物跡,小規模の溝,井戸,土坑,柱穴であり,記載されている生

駒隼人の下屋敷に伴う遺構であるかどうかは断定できない。

松平頼重が入部した寛永 19年 (1642)以後に描かれた絵地図としては,ま ず明暦元年 (1655)以前と

考えられる F讃岐高松丸亀両城図 高松城下図』がある。文字の記載はないが侍屋敷と思われる建物の
表記が見られる。次に明暦 2年 (1656)以前の製作と推定されるF高松城下図屏風』(絵図-4)がある。『高

松城下図屏風』では西ノ丸の北側に侍屋敷があり,その南側には馬と厩と思われる建物が描かれている。

調査区 I区はこの厩付近に当たる。 F高松城下図屏風』より新しく,寛文 11年 (1671)以前に描かれた『讃

岐国高松城図』では侍屋敷,蔵の記載がある。上記の 3点の絵地図は高松城東の丸築造以前のものであ

る。今回調査した第 1遺構面が時期的に合致するが,記載されている建物として明確に比定できる遺構

は検出できていない。第 1遺構面で検出した遺構は井戸,土坑,柱穴等の小規模な遺構が大部分であり,

絵地図に記載されるようなものではないと思われるが,石組み溝であるS D 1001は何らかの建物に伴

う遺構であると考えられ,今後の検討を要する。

松平頼重は寛文 10年 (1670)に 天守の改築を行い,寛文 11年 (1671)に 東ノ丸を築造した。その後

の絵地図は数多く現存する。その中で最も古い年代のものは享保年間 (1716～ 1736)に描かれた『高

松城下図』(絵図-5)である。その後に元文 5年 (1740)の F元文 5申年讃岐国高松地図』F高松地図」(絵
図-6),正徳享保年間の F日本輿地南海道郡郷部讃州高松地図』,『讃州高松地図』,寛政元年 (1789)の『寛

政元年巳酉年 5月 高松之図』,文化年間 (1804～ 18)の F文化年間讃州高松城下絵図』 F高松市街古図』

(絵図-7),F讃岐文化年間高松御城下絵図』,F高松新井戸水本並水掛惣絵図』,F高松市街古図』,弘化

年間 (1844～ 48)の『高松城下町屋敷割図』(絵図-8),天保 15年 (1844)の『天保 15年高松之図』(絵

図-9),F天保 15年高松城下図』, F讃岐国名勝図会』(絵図 -10),安政 4年 (1857)の F安政 4未年

高松之図』 (絵図-11),慶応 2年 (1866)F高松城古図』,制作年代不明の F高松城内図』 (絵図 -12),
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『旧高松御城全図』 (絵図-13),F高松城下図』,F高松市街之図』,『高松城下古図』等がある。東ノ丸築

造以前の絵地図と以後の絵地図を比較すると,高松城の内部は変化が明瞭である。しかし,以後の絵地

図は城下町の様子は詳しく描かれているが,中堀より内側の高松城に関してはほとんど描かれていない。

唯一城の内部がわかる資料は F旧高松御城全図』のみであり,西ノ丸については南北方向に細長い建物

を描くが,その建物の種別は記載していない。図中には桜ノ馬場と西ノ丸を区画する塀が描かれており、

S D 1001がこの塀に該当する可能性も考えられる。ただ中央より北側に「薬園」の文字が見られ、今回

の調査では 18世紀以降に比定される遺構は S E 1001以 外にはほとんど検出しておらず,耕作地として

の想定も可能である。寛文 10年以降の高松城の詳細は不明である。

上記の絵地図以外に高松城の様子や変化がわかるものとしてはいくつかの文献がある。その代表は F/1ヽ

神野夜話』
1)で
あり,高松城だけでなく城下町の様子も詳細に書かれている。しかし,西ノ丸の記載は

意外に少なく,寛文～延宝期 (1661～ 1681年 )の様子として巻―に「―,御本丸は古来之通り相更き

無之候,西の九さかいの御多門矢倉戸口を御付られ,勿J橋口と申候 ,」 と「―,あ り腰壱重取,五重作

り替申候,雛形木図,西の御丸御藪之内に捨有之,次第に朽捨申候由,此説疑敷御座候得共記置申候 ,

西の御丸家之内に立申候を,栗田寛規壮年之時,御呑にて登城致し候節,度々見申候由,物かたりにて

御座候,当午年右寛規八十四才に成申候 ,」 という記載が見られる。また,F増補高松落記』巻七害高松

藩内學事沿草大要
めには寛政 11年 (1800)城内西ノ丸に一の学館を創建し,13年後の文化 10年 (1813)

に当館を廃する記載がある。さらに時代が新しくなるが, F年 々日記 三十』めには「明治 4年 8月 4日
前略・…  西の御丸を見めぐり,元の考信閣をも見るに,昔 とはやうかわりていとさうさうし。・一
後略」と記している。

ここまで絵地図と文献史料に書かれた西ノ丸に論考してきた。寛文 11年 (1671)以前の絵地図には

西ノ丸の様子が詳細に描かれているが,その後の絵地図は中堀より内側が空白となっている。文献史料

にも西ノ丸の記載は非常に少ない。このように西ノ丸に関する情報は少なく,特に松平家になってから

の様子はほとんど不明と言える。今後の周辺地域における発掘調査が重要となってくる。

文献史料の西ノ丸の記載については見落としているものがあると思うが, これはすべて筆者の浅学の

せいである。先輩諸氏のご批判, ご指導を願う次第である。

註 l F/1ヽネ申野夜話』F新編香川叢書』史料篇 (1)1979

2『増補高松藩記』永年含 1932
3『年々日記』多和文庫蔵

絵図-1)『讃岐探索書』 (『香川県史』第 3巻通史編近世 Iよ り抜粋 )

絵図-2)『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』 (高松市歴史資料館所蔵)

絵図-3)『讃岐国高松城図寛永 17年生駒家封地没収大洲藩主加藤泰製預当時』 (高松市歴史資料館所蔵)

絵図-4)『高松城下図屏風』 (香川県歴史博物館所蔵)

絵図-5)『高松城下図』 (鎌田共済会郷土博物館所蔵)

絵図-6)『高松地図』 (香川県歴史博物館所蔵 )

絵図-7)『高松市街古図』 (高松市歴史資料館所蔵 )

絵図-8)『高松城下町屋敷割図』 (香川県歴史博物館所蔵)

絵図-9)F天保 15年高松之図』 (鎌田共済会郷土博物館所蔵 )
絵図 -10)『讃岐国名勝図会哲 (高松市歴史資料館所蔵 )

絵図 -11)『安政 4未年高松之図』 (鎌田共済会郷土博物館所蔵 )

絵図 -12)『高松城内図』 (鎌田共済会郷土博物館所蔵)

絵図 -13)『旧高松御城全図』 (香川県歴史博物館所蔵)
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絵図-1)F讃岐探索書』 (F香川県史』第3巻通史編近世 Iよ り抜粋)

絵図-2)F生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』 (高松市歴史資料館所蔵 )

十 1

乳il
―  

―

 ち 残 
―  ,i―茎  ́1 _.■生中_晦盆

=i白
L峯 ~JL巾

一 ―
'義
要 ,耳言 ■́~‐7~r ni

絵図-3)F讃岐国高松城図寛永 17年生駒家封地没収大洲藩主加藤泰興預当時』
(高松市歴史資料館所蔵 )

-84-



葎却響岬蜃単■輝.(

絵図-4)F高松城下図屏風』 (香川県歴史博物館所蔵 )
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絵図-8)F高松城下町屋敷割図』 (香川県歴史博物館所蔵 )
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絵図-9)『天保 15年高松之図』 (鎌田共済会郷土博物館所蔵 )
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絵図-10)F讃岐国名勝図会』 (高松市歴史資料館所蔵 )
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絵図-11)F安政4未年高松之図』 (鎌田共済会郷土博物館所蔵)
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絵図-12)F高松城内図』 (鎌田共済会郷土博物館所蔵)
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絵図-13)『旧高松御城全図』 (香川県歴史博物館所蔵)

-88-



高松城跡(寿町―丁目)出土遺物観察表

報告 沓 器 種 調  整 色  調 B台   土 循  考

1
土師質土器

皿
52 18 勺外面 :回転ナデ 勺外面 i橙風《6/6 牧砂 底面 :回転ヘラ切り

2
土RT質土器
HH

102 勺外面 :ナデ 敗砂若干

3
土 帥質 土絡

冊
102 (22) 外ヽ面:ナデ 勺外面 :橙75■/R7/6 牧～細砂

4
土 帥賃 上器 118 (15) 外ヽ面 :回転ナデ

/1・ 面 :灰 自25Y8/1
翻砂若千

5
土 帥賃 上喬 勺外面 :回転ナデ 勺外面 :橙5YR7/6 跛砂若干 重面 :静止ヘラ切り

6
上 帥 質 上喬
林

勺外面 :ナデ
朴面 :橙7 5YR7/6

牧砂 ミ面1回転糸切り

土 印 絡

林
勺外面 1回転ナデ 勺外面 :にぶい橙 7 5YR7/4 敦～細砂 壺面 :回転ヘラ切り

上 AT箕主希
Я潮全語 (27) 付外面 :ナデ 句外面 :橙7 5YR7/6 佃～粗砂

察 属 箕 主喬
奉

勺外面 :回転ナデ
画

面
褐灰 10YR5/1
褐灰 10YR6/1 救砂 壼面:ナデ

10
上師質土器
繕鉄

112 村外面:ヘラナデ
画

面

朴

Å
にふ い東 橙 10YR6/3

放～粗砂

II 軒平瓦
長
に
幅
簡

』凸面 :暗灰N3/0 改～細砂 室波文的波状文

12 軒平瓦
さ

い

長

年 (112)
』凸面 :暗灰N3/0 放砂若干 重波文的波状文

土錘
さ

い

長

は 酢
・２

小面:ナデ 勺外面 :にぶい褐7 5YR5/3 粗砂 重さ:77g

15 端
硫

(27)
朴画 :ヘフミ/Vキ ,指唄 l■

微～細砂

土帥質 上希
勺外面 :回転ナデ

朴面 :1こぶい橙 7 5YR6/4
微～細砂 氏面 :回転ヘラ切り後に板 目

17
土帥賃 上器 勺外面 :回転ナデ

ホ面:褐灰1∝R6/1
微～組砂 蛋面 :回転ヘラ切り

土帥 質 土喬
恋 (15)

山

葛

朴

薇
外面 :にぶい貢橙 10YR7/2

微～細砂

黒 色 上 希

協
(141

画

面

↑

Å
口 啓 方 ア

ヘラさガキ
面

雨

外
【
灰 自25Y8/2

微～細砂 黒色土器ム類

土印 負 土希
P姿 外面 :ナデ 外面 :褐灰 10YR4/1 微～細砂 菓付着

21 崎
ｍ

56 32 内外面 :施 THI
素lll:灰 白75Y3/1 精選 豊付 :露胎

嚇
続

(29) 内外面 :施釉 素IIl!灰 白N7/0 精選

朧
続

(16)
Å面 :怖知 けノ自鶏ハギ 芸 IIll匝 白雨負/n 精選

隣
審

内外面 :回転ナデ 内外面 :黄灰25Y5/1 精選 外面 :自 然釉付着

阿器 (偏前 )
杯

内外面i回転ナデ 内外面 :灰褐 5YR4/2 微～細砂 甍面 :回転糸切り後に板 目

阿器 (偏 Rl, t04 (37) 内外面 :回転ナデ 内外面 :灰赤10R4/2 微砂

27
阿器 (th~副 ,
奢

(37) 内外面 :ナデ
rH該「ッーフbYb/4 翻秒

阿器 (偏前 ,
奪

内外面 :回転ナデ
佃 :亦灰 Zわ Y良わ/1

¶砂

阿器 (偏 前 ,
碧 (67) 内外面 :回転ナデ

省:灰 自25Y8/1
t田石少 外面肩都 :沈線2条

陶絡 (備 副 ,
姦

内外面 :回転ナデ
小面 :褐灰 1∝く4/1

(田砂

陶器 (備前 )
播鉢

外 BI日 稼 剖∫抑 審 ア ア

体部 :ナデ 勺外面 :灰褐7 5YR5/2 ¶砂

IW」器 (偏副
'権鉄 (85) 内外面 :回転ナデ,指頭圧 勺外面 :灰N6/0 践砂

IF」喬 (銅 月1,

繕 f/A
103 勺外面 :回転ナデ 牧～粗砂 ,小石

陶器 (偏前 )
権伝

勺外面 :回転ナデ
朴向 :イこ小 �`ラミ掏 2 5YR5/4

嗣砂

陶器 (備前 ) (52) 外ヽ面1回転ナデ 勺外面 :灰黄褐 10YR5/2 跛砂

陶器 (傭前 )
信紘

外ヽ面 :回転ナデ
十向 :に奉 い赤萄 2 5YR5/4

佃砂

一削偏

鉄

恕

権

陶
124 (64)

回

面

↑
角

ta砂

一酬偏

鉄

恕

糟

阿
148 (49) 再外面 :回転ナデ 嗣礫,小石,粗砂

一剛備

鉄

熱

橘

何
17 1 網砂,微砂

土BI質土器
HR

勺外面:回転ナデ 勺外面〔にぶい黄橙 10YR7/3 救砂 巨都 :回転ヘラ切り後に回転ヘラナデ

土帥 質 上器

冊
15 勺外面:回転ナデ 勺外面 :灰 自25Y8/2 救砂 蛋面 :回転ヘラ切り後にナデ

土酢質 土器

冊
80 11 勺外面 :回転ナデ 有外面 :にぶい橙7 5YR7/4 救砂 氏面 1回転ヘラ切り後に板 目

土帥質 土器

(灯明 )配
16 勺外面 :回転ナデ

向

話

朴

角
辰 東 橙 lυ Yヽも/3

敦砂
日縁端部 :媒付看

土 RI質土器 86 12 勺外面 :回転ナデ
小回 :にか い 栓 rう Ykr/4
Å面 膳7瞬段7/6 放砂

匿面 回転ヘラ切り後に板 目,回転ヘラブ

土 Fn賃上審 16 勺外面 :回転ナデ 内外面 :橙 7弱く 7/6 微砂

上帥賓 土器
(23) 勺外面 :回転ナデ後にナデ

朴面 :浅貢橙7弱く 8/コ
丙面 :匠 白7付彼R/2 微砂 蚕面 :回転ヘラ切り後にナデ

土帥質土器 24 勺外面:ナデ 内外面 :灰 自10YR8/2 微砂
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報告 番 器 種 調  蟹 色  調 月台  土 備   考

土師質土器

皿
(21) 内外面 :回転ナデ後にナデ

十面 :灰 自I∝R8/2
勺面 :灰 自1∝狼8/1

倣砂

土帥質土絡
内外面 :回転ナデ後にナデ

/1‐ 向 :浅貢橙 10YR8/3
微砂 甍面:ナデ

土帥 質 土絡

冊 (14) 内外面:回転ナデ
/1・ 向 :にかい貢橙 10YR7/2

微砂若干

土日,質土器
m 15 内外面 i回転ナデ 内外面 :灰 自10YR3/2 微砂若干

土帥質土器
mL

(23) 内外面 :回転ナデ 内外面 i淡黄25Y8/3 微 砂

土帥 質 土器
(18) 内外面 :回転ナデ 内外面 :にぶい橙5YR7/4 微砂

上帥質 主器
内外面 :回転ナデ 内外面 :灰 白10YR3/2 微砂

土帥 質 主器
泳

50 (19) 内外面 :回転ナデ 朴向 :に
'い

い橙 r bYItイ /
微 砂 氏面 :回転ヘラ切り後に板 日,ヘラナデ

土帥賃 上器
林

58 (13) 内外面 :回転ナデ 汝砂 葺面 i回転ヘラ切り後に板 目

土師質上器
泳 (17) 内外面 :回転ナデ

/1画 :"(口 r oYttU/1
微砂 重面 :回転ヘラ切り後にナデ

土師質土器
鉢

(59)

朴画口稼音卜:ヨヨナテ

胴部 :ナデ

勺面 日縁部 :ヨヨナデ
胴部 :指頭庄終にナデ

面

面

外

内
にぶい黄橙 10YR7/2
浅黄橙1∝R3/3 細砂

瓦質土器
鉄

328 (53) 勺外面 :回転ナブ ,ヨヨナデ
面
市
本
丙
灰N4/0

佃砂

土帥質土器
舗 (27) 内外面 :ヨヨナデ 内外面 :にぶい黄橙 10YR6/3 佃砂

61
土師質土器
足釜

224 (73)

/r向 回稼部 i宿唄庄後にヨコナブ

胴部 :ナデ ,タタキ

勺面 口縁都 :ヨコナデ
勺外面 :にぶい黄橙 lωR7/2 佃砂 本部外面 :媒付着

土 帥 質 土器

犀奪
(48)

画

面

朴
Å `こ

るい橙7 5YR7/4
にぶい構5YR6/4 (田砂

瑞
椀

(36)
外面日縁部 :回転ナデ
体部 :指頭圧後にヘラミガキ 勺外面 :灰 N4/0 跛砂

醐
続

′卜HI I回称 ヘ フ同Jり ,体部 ド十 路 脂
常選

諏
満

(22) 蒋外面 :施釉 吉選 堅弁

須 思絡
碧 勺外面 :灰 N5/0 映砂

丸 瓦
長さ

`40ゝ

回
面 布 目 板ナデ

』凸面:灰 白25Y8/1 生砂

丸 瓦
景ё
イ55)
暇
〔

当面 :灰 日75Y8/1
やや密

軒平瓦
長さ

`66】

暇

イlo 5ヽ
厚
， 呵面 希 日 ョΓキ A

当白 :灰 5Y5/1
制礫 ,小石 ,粗砂

71 道具瓦
長さ
11 6) 7R】

Щ面:板ナデ,面取 ¶砂 ,粗砂

72 鬼 瓦
長さ
1124う

幅

４‐
卜面 !ナデ,指頭圧 木面 :灰N4/0 色砂

73 瓦製円盤 酷
ｍ

厚

ア 且砂 重さ:886g

土錘
長

８
嶋
貶

日子
氏

卜面 :ナデ 朴面 :灰 白25Y3/2 綱礫 重さ:1834g

土錘
兵
７ 酷
３９

卜面 :ナデ 卜面 :灰黄25Y72 色砂 重さ:598g

土錘
さ

い

長

仏 14
十面 :ナデ 牛面 :25Y7/2 ほ細砂 重さ:92g

加工板
さ

お

長

５３
鴨
側

厚

２ 正日,方形の孔

加工板
長 さ 』

０７

厚

２ 仮目,加工痕

加工板
長さ
ra4ら ヽ

幅
ｗ

与
３ 正目,方形の孔

加工板
長さ
ra。 クゝ

幅
鰤

厚

，
正目,方形の孔

加工板
長

幅

暇

７７

厚
ク 正目

加工板
長さ
(20Aヽ

暇
r50、

さ
い
厚
〔 灰目

加工板
長さ
イ70】

暇

rsク、
厚
つ 巨取り

曲物の底板

`lo lⅢ

暇

raぉ】
厚
∩

骨
長さ
(12o) 唯〕陶器 (偏前 )

糟鉄 内外面 :回転ナデ 内外面 :灰赤 10R5/2 やや密

土Rn質土器
内外面 i回転ナデ 内外面 :にぶい橙7 5YR7/4 放砂 重面 :回転ヘラ切り後にヘラナデ

土 EEl質主器
(14) 内外面 :回転ナデ 内外面 :橙7 5YR6/6 lm砂

土帥質土器
m 内外面 :回転ナデ 内外面 :橙5YR6/6 敷砂 嘆面 !回転糸切り

土帥質土器
林

内外面 :回転ナデ 内外面 :にボい橙 7 5YR7/4 敦砂 氏面 :回転糸切り

土帥質土給
林

内外面 :回転ナデ 内外面 :にぶい橙7鋭R7/3 放砂若干 重面:ナデ

陶器 u巴前糸 ,
航

均外面 :回転ナデ,施釉
田 :4莉 rう Y民4/4

隋選

陶器 朝巴Rl糸 ,
鉄

面

面

朴

Å
回転ナデ,施441(下半露胎)

信選 外面 :沈線2条

隣
鉄

勺外面 :施釉
lm:氷 日 1∪ Y【も/ン

告選

-90-



報告答 器 種 調  整 色  調 】合  土 備   考

土師質土器
甕

312

外 L日 稼辞∫:ヨヨナテ
体部 :指顕圧 ,ヘラミガキ

内面 日縁部 :ヨヨナデ
体都:指貢圧 ナデ

面

面

外

内
にぶい橙 5YR6/4
橙 5YR6/6

粗砂

願 器 (肥雨 糸 ,
(24) 内外面 :施釉

鯛 :にかい東橙10Y R7/Z
隋選

畔
椀

(26) 体部 :指頭圧後にヘラミガキ
Å面 十デ終 J「ヘラSガキ

面

面

外

内
灰 N5/0
灰 N6/0

牧秒若干

畔
椀

112 (33)
体部 :指頭圧後にヘラミガキ

内面曰縁部 :回転ナデ後にヘラミガキ
依郎 ナデ終Fヘラ●ガキ

勺外面 !灰 N5/0 扶砂若干

瑞
続

(11)
/1回 :四 啓 ア ア

丙面 「十 デ 終 Jrヘラミガキ 勺外面 :灰 N6/0 快砂若干

陶器 朝巴前釆 ) 112 4画 :回啓 ア ア ,施糊 (俗部 卜十 蕗 府 ′ 調泳 石 ツ
~フ bYb/Z

言選

軟質施釉阿器
善 (17)

面

市

外

Å
回転ナデ,施XIH(上面のみ) 卜面 :にぶい橙 2 5YR6/4

言選

阿器 (偏前 ,
橋鉄

内外面 :回転ナデ
卜面 :にぶい赤褐 2 5YR5/4

¶～粗砂 蛋面 :ヘラナデ

阿器 (傭 Hl,
碧

内外面 :回転ナデ、ナデ
十面サK褐7 5YR5/2
N面 :褐灰 10YR5/1 牧砂

阿器 (偏 Hl,
奉 内而 :回転ナデ 板ナデ

回
面 掲灰 10YR4/1 朝砂 葺面 :ヘラナデ

土師質土器
播鉢

323 (94)

7「 画口豚司
`ヨ

コナテ

体部 :指頭圧後にヘラナデ 勺外面 :にぶい橙 75YR74 二砂 勺面 :黒斑

土師質土器
足釜

体部 :ナデ,指頭圧
Å面 ハオ府

勺外面 :にぶい黄橙 10YR7/3 IR砂

土 HHJ輿 土益
P全

外画 :ヨコナア ,T言唄 l■ 卜向 :橙bYttr/6
生砂～細礫

土師質土器
鍋

(32)

外 画 H稼 瑞 剖∫フ グ`
日縁都 :ヨコナデ,指頭圧
体部 :ハケ

内面日縁部ッ ケヽ

■面 :黒褐7曲R3/2
勺面 :にぶい橙7 5YR6/4

■砂看干 外面 :煤付着

土帥質土器
姦

115
面

市

外

六

ナ デ
勺外面 :にボい黄橙lllYR7/4 翻砂

先線2条
ir/す滑のク1印

110
土 BHI質土器
Ⅲ

勺外面 :浅黄橙1∝R8/4 ¶砂 盛面 :回転ヘラ切り後に回転ヘラケズリ

11〕
配 (灯明 配 )

内外面 :回転ナデ 付外面 :浅貢橙7開R8/6 翻砂
騒面 :回転ヘラ切り後に板 目
口縁菩К:篠付差

112
土RHI質土器

52 内外面 1回転ナデ 付外面 :浅黄橙7 5YR3/4 ¶砂 甍面 :ヘラナデ

土 H中質 土器 70 14 内外面1回転ナデ
卜画 Iにふ い種 7 5YR7/3

¶砂 嵐面 :回転ヘラ切り後にナデ

114
上H“質上お
TF rTT日日mヽ 勺外面 :にぶい橙5YR7/4 ¶砂 え面:回転ヘラ切り後にナデ

115
土印 箕 土希

74 11 勺外面 :回転ナデ ¶砂 巨面 :回転ヘラ切り

116
上瑯 箕 土希 勺外面:回転ナデ 付外面 :にぶい橙7費R7/4 ¶砂 勺面外面に黒班

117
二 帥負 二誘

林
勺外面 :回転ナデ 快砂 甍面:ヘラケズリ,すデ

土 IHn質土絡
林 (13) 勺外面 :ナデ 付外面 :にぶい橙 7 5YR7/4 牧砂若干 嵐面 :回転ヘラ切り後にナデ

土帥質土器
林

勺外面 :回転ナデ
面

面
浅貢橙 lllYR3/3
にぶい告搭 lovR7/3

(田石少 底面 :回転ヘラ切り後にナデ

土帥質土器
杯

勺外面 :浅黄橙 7闘R8/4 ¶砂 甍面 :板 目,回転ヘラナデ

121
上帥質土器
杯

42 勺外面 i摩滅 付外面 :浅貢橙 7 5YR8/4 田ヽ石少

土 帥質 土器

火合
村外両 :ナデ 勺外面 :にぶい黄橙 10�R7/3 u砂若干

諏
続

句外面 :施釉 言選

斡諒
(27) 勺外面 :摩滅 勺外面 :灰 自25Y7/1 牧砂

軒丸瓦 豆当裏面 :ヘラナデ
Щ面 :にふ い東橙 10YR7/2

¶砂若干 巴文

丸瓦
長さ
rO ら、

中呂
勺外面 :橙2角R6/6 豊砂

瓦製円盤
厚

，
勺外面 :にぶい橙7 5YR7/4 色砂 重さ■631g

砥 石
ё

Ｓ

長

像
厚
，

砂岩

129 鉄製品
長

９

径

７

巨

２

須 思 輿 二喬
続 (13)

Ⅲ画 :》(日 bXど/Z
角面 庶 白5V7/1 牧砂若干 底面 :静上ヘラナブ

軟質施釉陶器
鉄

72
ナア,肥 rII(ド剖∫ド十路旧

'ナデ 怖琳
佃 :功卜tJZ bYR4/も

宕選 底面 :回転ヘラ切り

土師質土器
続 (13)

“

回 :口幣アア
面ヽ ナヂ

Ⅲ向 !"(日 lυ Yヽも/Z
h面 務者2 5vA/R 翻礫

土帥質土器
林

句外面 :回転ナデ 勺外面 :橙5YR7/6 嘔砂 甍面 :回転ヘラ切り後にすデ

瑞
椀

(43)
Ⅲ画 H豚部 :‐フミカキ
体部 :指頭圧後にヘラミガキ

代面 :ヘラミガキ
句外面 :灰 N4/0 牧砂若干

土目

“

質 土器

早奪
ホ面:ナデ 牛面 :褐灰 7闘R4/1 佃砂若千

土日

“

質土器
nn

10 勺外面 :回転ナデ 勺外面 :淡黄 25Y8/3 枚秒 底面:ナデ

調
続

勺外面 :回転ナデ
IH:オツーフ灰 2 5GY6/1
言llj:匠 7馬 V6/1 言選
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調  蟹 色  前 胎   主 備

鉄 釘
長さ

`A9】

厚
〔

訥
赫

(32) 為外面 :施釉
【口:オツ~フ 灰 lυ Yう /Z

青選 中国龍泉窯示

琳
続

150 (31)
4画 :国 際アア ,者 FrFに ,ヘフミカキ
対面 :ヘラミガキ

午画 :晴隊 州め/∪
牧砂

瑞
続

朴面高台郡 :回転ナデ
内面 :ヘラミガキ

句外面 :灰 N4/0 牧砂 氏面 :回転ヘラ切りのちにナデ

隣
落

内外面 :施釉 割砂

土帥質土器
杯

14
回

市

↑

斉 勺外面 :にぶい橙 5YR7/4 牧砂 巨面 :回転ヘラ切り後に板 目

144
土帥質土器
杯

内外面 :回転ナデ 外ヽ面 :浅黄橙 10YR3/3 牧砂

上帥質土器
林

108 内外面 :回転ナデ 外ヽ面 :浅黄橙1∝R3/4 牧砂

土帥 質 土器
(52) 入面 画離十デ

卜画 :にふ い赤 師 YR5/3
¶～粗砂多量 体都外面 :煤付着

土 H“質 上器
内外面 :回転ナデ 勺外面 :にぶい黄橙 10YR6/4 牧～細砂若千

須息 質 上器
示

146 内外面 :回転ナデ 快砂,粗砂若千

阿希 ll巴副 糸 ,
書 内外面:回転ナデ 快砂若干

土帥箕 土 Pr●
た鉄 (66) 牧～細 外面 :墨書あり

鉄釘
長さ

`R6)
青銅製品

長
９
幅
鰤

早

征

土帥質土絡
林

74 内外面 :回 転ナデ 勺外面 :にぶい黄橙 10YR74 牧砂 底面 :回転ヘラ切り後にナデ

土帥質土器
林

72 勺外面 1摩滅 勺外面 :にぶい橙 7 5YR7/4 牧～細秒 底面 :回転ヘラ切り

黒色土器

椀
体部 :指頭圧 ,ヘラミガキ

牛面 :灰 自5Y8/1
勺面 :灰 N4/0

牧砂若干 黒色土器A類

瞬
続

勺外面 :回転ナデ
佃ツκ日5Y7/1

佃砂

157
土帥質二番
杯

150 (21) 為外面:回転ナデ
向

而
浅東橙 10YR8/4
灰 白loYR8/2 綱砂若干

土鍾
長
ｎ

厚

氏
卜面サ旨頭圧 ■面 iにぶい橙7開R7/4 ¶砂 重さ:2277g

醜
赫

勺外面 :回転ナデ 菅選

土帥質 土器
林 匈外面 :回転ナデ

朴向 :隊東猾 10YRう/Z
ヽ簡 里協 I"鞭 ∩/1 峡砂若干

燕 色 土 希

林
句外面 :回転ナデ 牧～細砂 黒色土器A類

土印箕 主締
林

70 付外面 :ナデ 勺外面 :浅黄橙75■
/R3/3 牧～粗砂 ,小石 底面 :回転ヘラケズリ

主 H甲負 土誘
林

46 勺外 面 :橙5YR6/6 枚砂若干 底面 :回転ヘラ切り後にナデ

土師質土器 122 (32) 句外面 :回転ナデ
牛面 :にぶい貢橙 10YR7/2

牧～粗砂

須息器
碧

270 (24) 勺外面 :回転ナデ
朴面 :灰 N6/0

敗～細砂

土帥質土器 110 句外面 :回転ナデ
朴面 iにぶい橙5YR7/4
面ヽ :にぶい潜7 5VR7/4 敗秒若干 内面:動物の爪によるひつかき傷

隣
赫

付外面 :回転ナデ
犠:黒褐 7 5YR2/2
云IIl:1こ ぶい苦椿 10YR7/2 践砂

鴎
配

勺外面 :回転ナデ 常選

土帥 質 土器

冊
(23) 勺外面 :矮滅 勺外面 :橙7 5YR7/6 割砂

170
土 帥質 土器 16 句外面 1回転ナデ ¶砂 巨面 :回転ヘラ切り

171
土 帥質 土絡

(11) 勺外面 :摩滅 勺外面 :橙5YR6/6 翻砂 底面 :静止糸切り後にヘラケズリ

瓦製円継
径

１

巨

５

厚

，
牛面 :にぶい黄橙 10YR6/3 包砂 旦さ16168

土錘
長
４

雀

７

巨

〔 Ⅲ面:ナデ 外面 :にぶい黄橙1∝R74 笠砂・細礫 三さ:537g

174 土錘
長
５

径

Ｒ

巨

Ｒ
牛面:ナデ 朴面 :にぶい褐7弱く 5/3 生砂 自さ:746g

175 隣
善

勺外面1回転ナデ 改砂

勺外面 :回転ナデ 改砂

177 勺外面 :回転ナデ
無 力(オツ~フ イbY R6/Z

常選

178
四希 (打じ同H糸 ,
★ m 332 勺外面 :回転ナデ

徹 オリーブ灰 2 5GY6/1
救砂

179
阿器 (肥前系 )
詠

116 画

面
施細 (1不音トド十 略月曾,
招行莱由

往 明オリーブ灰 2 5GY7/]
芸ll l:Jと ぶい搭 5W喩7/4 管選

陶器 (備前 )
繕鉄 (53) 付外面 :回転ナデ

面

商
赤橙 10R6/6
にぶい赤林 VR4/3 色砂

lla器 (傭前)
橋 微

(51) 付外面 1回転ナデ 勺外面 :赤褐 2 5YR4/6 色砂若千

陶器 (偏前 )
糧鉄

蒋外面 :回転ナデ 勺外面 :赤褐 10R4/4 笠砂若干

陶器 (備前 )
甕

(137)

朴面 口縁部 :ヨヨナデ

胴部 :ナデ

対面 口縁部 :ヨヨナデ

ホ面 iにぶい褐7 AR5/4
勺面 :にぶい黄橙 10YR6/4

(四砂
師描直線文2条

師描波状文1条

陶器 (備前 )
甕

(70) 蒋面口縁部 :回転ナデ 勺外面 :にぶい赤褐5YR4/3 ¶～微砂
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報告番 器 種 調  蟹 胎  土 lm~  考

阿恭 (偏 Hl,
窺

勺外面:ナデ
朴面 :黒褐 10YR3/2

狙砂・細礫

阿器 (偏雨 ,
奪

朴 EI:回 転 ヘ フ自」り,ヘフア ア
杓商 ヘラ十ヂ

朴面 :灰褐弱R5/2
粗砂 自然釉付着

阿器 (備雨 ,
碁

276 (112)
/1向 :ヘフア ア
対面 指市庁 ハケ日 ナデ Å外面 :灰褐 7 5YR5/2 粗砂 ■面:黒斑

IFJ器 (l Fl副

'惑

面

需

朴

Å
灰褐 7 5YR4/2

佃砂

土師質土器
甕

284 (51) Å面ロ
司部 :ナデ

歌部 :ヨコナデ

買言[フ ケヽ

面
面
外
内
明赤褐5YR5/6
橙5YR7/6 粗砂・細礫

二百

“

負 主希

率
(37)

面
南
朴
内
ヨコナデ ,指瑛 l■
ョコナデ

画

面

朴

未
1こ奉ヤ`笹7 5YR6/4

粗砂

土師質土器
足釜

22 1 (59)
朴向口縁剤

`1回
転ナテ

胴部 :ナデ
斉而 :回転ナデ

内外面 :橙氏R6/6 (田礫 卜面 ,内面 口縁部 :黒斑

土師質土器
足釜

7r画 口稼H`:ヨ コブ

胴部 :ナデ
外面 :にぶい橙鈍R6/3
内面 :にぶい橙鋭R6/4

粗 砂 外面 :煤付着

土帥質土器
rR

80 (1 1) 内外面 :回転ナデ 内外面 :灰 白7 5YR8/2 細 砂 蚕面 :回転ヘラナデ

土 帥質 土絡

冊
86 (15) 内外面:回転ナデ 細秒 底面:ナデ

土 印質 上蕎 92 (18) 内外面 :回転ナデ
面

高

外
ヽ
貢橙 lωR7/3

¶砂 底面 1回転糸切り

37
卜画 :回幣 フ市 面

雨
にぶい橙限R6/4

割秒 底面:板目後にナデ

土 帥 質 上器
泳

内外面 :回転ナデ
朴面 :明褐灰 7 5YR7/2
角面 :にぶい搭 7 5VR7/4

〔田砂 口縁部 :媒付着

上HHI質 上器
林

勺外面 :回転ナデ
牛面 難釘 5YR7/6
ヽ而 :にぶい椿 7 5YR6/4

(田砂 底面 :回転糸切り

土 H中負 土希
林

(06) 勺外面 :回転ナデ
卜面 :灰 日 IOYR3/1

`田

砂 底面 :回転糸切り

主 印箕 主喬
林

60 (08) 外ヽ面1回転ナデ 勺外面 :にぶい褐 !7飩R5/3 韻砂 底面 :静止糸切り

土師質土器
焼塩壺

(62)

■面口i
‖

勺面日|

蒸部 :ヨコナ テ

部ヽ:ヘラ削り後にヘラナデ
嘉部:ヨコナデ
本部:ヘラナデ 夫調整

十面 :にぶい橙7 5YR7/4
勺面 :にぶい橙7 5YR7/3

佃砂

土師質土器
椀

(23) 高台部 :回転ナデ 対外面 :灰 白25Y3/2 網砂 臣面 :静上ヘラケズリ,ヘラナデ

弥生土器
忘林

(25, 勺外面 :摩減 勺外面 :明赤褐5YR5/6 石英。長石・雲母

土錘
長

〔

巨 径 外面:ナデ 外面 :浅黄橙7弱R3/4 l■砂若干 重さ:567g

軒丸瓦 瓦当裏面 :ヘラナデ 』凸面 :灰 N4/0 粗砂 L文

軒丸瓦 瓦当裏面 |ヘラナデ
当面 :灰 N4/0

粗砂 L文

208 軒丸瓦 瓦当裏面 :ヘラナデ 凹凸面 :灰 自N4/0 粗砂 ヨ文

獅子瓦
長さ

`196Ⅲ

甲呂

1ク クⅢ
凹凸面 :灰N5/0 粗砂 凡字

駆
ｍ

内外面 :回転ナデ 芸IIll:灰 白5Y7/ 微砂

土印箕 土喬

林

面

市

外

六
回転ナデ

勺外面〔浅黄橙7 5YR8/4 組砂 蛋面 :静止ヘラ切り後に回転ヘラケズリ

土師 質 土器

列司捨S
外面 日縁部 iヨコナデ 勺外面 :にぶい橙開R6/4 咽砂

土帥質土器
勺外面 :回転ナデ 羽砂

土帥質土器 勺外面1回転ナデ後にナデ 勺外面 :橙5YR7/6 佃砂 口縁部 :煤付着

土帥質土器
杯

勺外面 :摩滅 観砂 底面 i静止ヘラ切り後に回転ヘラ肖」り

土帥質土耕
林

(30) 村外面 :回転ナデ 勺外面 :にぶい橙75YR74 牧砂 外面 :塁書「月 幸 (?)」

融
航

(16) 村外面 :回転ナデ
伯:明オリープ灰 5GY7/1

牧砂

鉄 釘
長

ｏ '旱

さ

鉄 釘
長

４

厚
ｎ

土 H巾器 主器
ヽ面 !にぶい昔椿 loYR7/4

代阻砂 壼面 :回転ヘラ切り後に静止ヘラ削り

土 H中著卜
泳

勺外面 :回転ナデ 勺外面 :橙7弱R7/6 (日砂

土師質土器
羽釜

/1・ 回 口稼 昔卜:ヨコア ア

体部フ ケヽ,指頭圧
A面 ヘラ十デ

勺外面 :にぶい橙7 5YR7/4 色砂

即
腕

220 舟外面 :施釉
XEI:透明釉
素 lll:度 白5Y8/1 宿選

土師質土器
足釜

朴面 口縁部 :ヨコナテ

体部 :指頭圧 ,ナデ
対面 :細かぃハケ

勺外面 :にぶい橙7費く7/4 笠砂

227 鉄板
長

物
幅

`35)

厚

“

土師質土器 (21) 勺外面 :回転ナデ 勺外面 :浅黄橙 10YR3/3 救砂

瑞
続

(17)
回

誦

↑

斉

画

面

↑
為 佃砂

-93-



報告番 器 種 調  整 調 備   考

土帥質土器
続

57
対面 ヘ ラ●ガ キ

画

面

朴

斉
灰 日25Y8/2
苦灰25V4/1 翻砂 氏面 :回転ヘラ切り

軟質施釉陶器
蓄 (16) 勺外面 :回転ナデ

lH:亦掏2 5YR4/8
素lllj:搭2 5YR6/6 精選 尤線 1条

232 陶器 (肥前系 )
碗

/1回 1口 審 ナア

本部 下位 :回転 ヘ ラケズリ
rfH:灰黄25Y6/2
素地 :にぶい黄橙 10YR6/4 常選

阿器 llじ Hl糸 ,
配

(20)
/1画 :口 稼 濁 施 相 lm iに奉い赤師 YR4/3

芸 Ill Jr葉 ぃ 未 楊 中 段 5/4 笞選

ll」器 uttRl糸 ,
配

(24)
ホ面 :回転ナデ ,日 縁部施釉

管選

陶器 0巴前系 )
皿

122
′卜回 :口監アア ,回路ヘフロリ ,lJL/1R(疹
邪下半露胎 )
対面 :回転ナデ

釉 :黄橙25Y5/3
素地 :橙税R6/6 精選 見込みに胎土 目

236 阿器 (月じ副 糸 ,
(22)

アア啓

鋤

口

祐

回

而

↑
対 告選 見込みに胎土 目

IFJtt u巴副 糸 ,
(17) 常選 見込みに胎土 目

|||」器 (】巴前糸 ,
(25)

lEI:暗オツーブ75Y4/3
吉選 見込みに胎土 目

確器 (肥前系 )
44 勺外面 :施釉 やや粗 見込みに胎土 目

240 陶器 (IF「i前 ,
糟 鉄 (39) 勺外面 :回転ナデ

回

高

↑

対 灰 褐 75YRら /2 挟砂

阿器 (備前 )
橋鉄 (541 付外面 :回転ナデ

卜血亦灰 2 5YR6/1
対面 !J菩灰N3/

(阻石少

陶器 (備前 )
播鉢

(99) 村外面 :回転ナデ
朴画 :に心い赤V5Y5/3
音灰黄25Y5/3
村面 :褐灰lllYR6/1

曇砂

土帥質土器
Ⅲ

内外面 :回転ナデ
画

面 `こ

かい4登7 5YR7/3
潟 昔 藩 7ヽ 啜 R/R

tH砂 底面 :回転ヘラ切り

土 Rll質土器

皿
内外面 :回転ナデ 外ヽ面 :浅黄橙 10YR8/3 牧砂 甍面 :回転ヘラ切り後に回転ヘラナデ

土 帥賃 上器
(11) 内外面 :摩滅 村外面 :浅黄橙 10YR3/3 ¶砂

主 帥質 土器 72 13 内外面 :回転ナデ後にナデ 佃砂 蜃面 :回転ヘラ切り

主 H中質 主器 76 58 13 内外面 :回転ナデ 内外面 :浅黄橙 10YR8/3 (田砂 嵐面 :回転ヘラ切り後に板 目

上 jln箕 土希
(12) 内外面 :回転ナデ 内外面 :灰 自10YR3/2 敷砂 甍面 1回転ヘラ切り後に板 目,すデ

上 HII箕 土 希
54 13 内外面 1回転ナデ 内外面 :橙7 5YR7/6 細砂 氏面 :回転ヘラ切り

土師質土器
77 内外面 :回転ナデ

外面:にぶい貢橙10YR6/3
Å面:にぶい苦椿lovR7/4 細砂 葺面 :回転ヘラ切り後に板 目,ナデ

土師質土器
内外面 :回転ナデ

外向 1にか い褐 7 5YR6/3
微砂 巨面:ナデ

土帥質土器
Å面 同鉄十デ 指十デ 内外面 :浅黄橙 10YR8/4 細砂 巨面 :静止糸切り

土帥質土器
m`kT団ョrT)

62 内外面:回転ナデ 内外面 :橙5YR6/6 微砂
J4蒸罰

`:ケ

県4可石

土RI質主器
(24) 内外面 :回転ナデ

朴向 :にふい東橙 10YR7/3
Å面 ,r武ぃ楊 75ヽ中 5/4 微砂

土師質土器

皿
(19)

朴 画 H豚 部 :回 轄 ア ア
体部 :ナデ 内外面 :にぶい黄橙 10YR7/4 微砂

土師質土器

皿
(21)
朴面口縁部 :回転ナデ
体部 :ナデ 内外面 :浅黄橙 10YR3/8 微砂

土帥質土絡
m rlrTRH m、 内外面 :回転ナデ 内外面 :橙5YR6/6 微砂

:薗 :回転ヘフtJ」り後に檄 日,回転ヘラサ

土帥 質 上絡
(12) 内外面 :回転ナデ

面

面

朴
Å
橙 7戯R7/6
にぶい苦繕 lovR7/4 細砂 氏面 1回転糸切り

二 HII質上益
泳

61 内外面 :回転ナデ
面

面

外
Å
浅貢橙 10YR3/4
にぶい搭 7 SVR7/4 敦砂 巨面 :回転ヘラ切り後に回転ヘラナデ

土 HRI質 二番
泳 (33) 内外面 :回転ナデ

面

市

朴

六
にぶい橙戯駅7/4

放砂 ■面 :墨書

土 H●箕 土器
泳 Å面:回転ナデ ナデ

面

而

本

角
灰貢25Y7/2
搭 7 5YR6/6 佃砂 氏面 1回転糸切り

262
上印 禦 主誘
林 (21) 対面 同 様 十 ギ 十 デ

向

市

朴

Å
にかい橙 7 5YR7/4

鯛砂 巨面 :回転ヘラ切り

土師質土器
林 (15) A面 同振十ギ

四

而

↑
内 浅苦繕 lowR8/3 微砂 重面 :静止糸切り

土師質土器
林 (16) 勺外面 :回転ナデ 内外面 :にぶい橙5YR7/4 佃砂若千 氏面 !回 転糸切り

土帥質土器
林 (13) 勺外面 :にぶい桂5YR7/4 佃砂看千 壼面 :回転糸切り

266
土帥質土器
林 (11) 勺外面 :回転ナデ

朴面 :猿夷 橙 10YR3/4
卜田砂 甍面 :回転ヘラ切り

土帥質土器
続 (13) 有外面 :摩滅,剥離 勺外面 :にぶい橙5YR7/4 跛砂

瑞
椀

(34)

/1・画 :回 啓 ア ア

苛台部 :ヨヨナデ
面

面

外

内
灰N6/0
灰N5/0

t田砂 訂台部底面 :煤付着

土帥質土審
碧 (165) 再外面 :ナデ 佃礫

土Rn質土器
奉

朴面 :ナデ ,ヘラミガキ,面取
角面 :同鉄ナデ ハケ 勺外面 :黒25Y2/1 佃砂

土師質土器
足釜

172 (57)

ホ面口縁部 :ヨヨナデ

体部 :指頭圧
勺面曰縁部 :ヨヨナデ

ホ面 :にぶい橙7 5YR6/4
勺面 :にぶい褐7 5YR5/3

佃礫 本部外面 :煤付着

黒色 上器
(18)

面

市

不

斉
灰 自1帆R3/2

鯛砂 黒色土器A類

273 黒色 上器
続 (10) 朕砂 黒色土器A類

須 息 器
続 7

(10)
対面 :ナデ

再外面 :灰 白5Y8/1 救砂
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報 告 番 器 種 前  堅 色  調 川台  土 備   考

諦
満

内外面 :施釉
ln:ォッーフ炊 loY6/2

晴選 高蓮分

誡
縮

均外面 :施釉
lB:明オツーフ灰5GY7/1

陪選 口縁都外面 :雷文

諏
鉄

(27) 勺外面 :施釉 陪選

諏
鉄

勺外面 :施釉 精選

融
弘

勺外面 :施釉 精選

弥生土器
華 (16) 為外面 :摩滅

/rHI:4れ rぅ Y民4/6

弥生土器
嵩林

山

商

朴

丙 ヘラナデ 内外面 :灰 自10YR3/2 敦砂若干

丸 瓦
長さ

`299】

幅
]Rh】

当 EI:縄グクキ 像 ア ア
凹凸面 :にぶい貢橙10YR7/2 佃砂

軒平瓦
面
市

Ｌ
コ
ｕ

灰 自25Y7/1
細砂 中心飾り:巴文,珠文

土製 円盤 酪
晰

厚

１

面
市

琳

☆

にぶい貢橙 10YR7/4
細礫

上鍾
長

ａ
鴨
能

厚

６
外面:ナデ 外面 :にぶい黄橙 10YR7/3 細礫 重さ:2709g

土鍾
長
４

巨 径 外面:ナデ 外面 :にぶい橙 5Y6/4 粗砂 重さ■69g

銅銭
径

（

直

，

厚
ｎ

宣和通宝
径

ヘ

巨

タ

厚
ｎ

鉄板
さ

ヵ

長

″
厚
ｎ

鉄板
長さ
r70ゝ

甲呂

`1 5)

厚
ｎ

鉄板
長さ

`40ゝ

T呂

`15ゝ

厚
ｎ

燃
ｍ

(15) 内外面 :ナデ
田 :透明細

精選

瞬
続

為外面 :ロクロ
lIH i途 明

精選

阿器 (偏前系 )
鉄

(27) 内外面 :ロクロ 納 :青黒 5PB2/1
精選 氏面〔回転糸切り

隔器 (傭前 ,
碧

勺外面 :回転ナブ
簡 :明褐 7 5YR5/6
芸llp:灰 白5v7/1 細砂 ,小石

阿器 (傭前 ,
率

(57) 内外面 :回転ナデ
面

帝

本

角
にぶ い赤櫛 YR4/3

細砂～細礫多量

陶器 (偏 前 ,
碁

278
均面 :績ナデ ナデ 対面 :にぶい昔褐 loYR4/3 粗砂 ,小石

阿器 (傭 前 ,
篇 4t 242 内外面:回転ナデ 内外面 :灰黄褐 10YR4/2 細～粗砂 ,小石

陶器 (lF「i副 ,
信 弘

274 内外面 :回転ナデ
画

面

外

大
明赤萄 2 5YR3/4
lr式 ぃ未 林 、殴 氏/R 細～粗砂

上印負 主希
15

丙面 同 L・‐十 デ ヘ ラ■ ヂ
内外面 :浅黄橙7 5YR8/4 政～細砂 巨面 :回転ヘラ削り

主 印 負 主 希
16 内外面 :回転ナデ 内外面 :灰 白25Y8/2 佃砂 壼面 :回転ヘラ切り後にナデ

二 叩 負 主 添
内外面 :回転ナデ 勺外面 :灰 自10YR3/1 微砂,細砂 蚕面 i回転ヘラ切り後にナデ

土師質土器
50 18 勺外面 :褐灰7 5YR4/1 敦砂,細砂 壷面 :板 目,ナデ

土帥質土器
内外面 :回転ナデ

卜回 :猥東種 rう Ж り 4
輛百窮:ιこ夢ドい繕 7 5VR7/ 微～細砂 氏面 :ナデ

土帥質土器
(11)

面

市

外

Ａ
回転ナデ ,へ

勺外面 :にぶい黄橙 10YR7/3 微砂若干 登面 :板 目,ヘラナデ

土 BHI質土器
m (12) 内外面 :ナデ

面

雨

:ぶい橙 7 5YR7/4
!ぶぃ搭 7蔚寂7/A 微砂若干

土帥質土器
TR

内外面 :回転ナデ
面

高
浅貢橙 10YR8/3

微～細秒 葺面 :静止ヘラ削り後ナデ

土師質土器
甕

196 体部
内面口縁都

ハケ
粗いハケ後にナデ

勺外面 :にぶい橙 7 5YR6/И 組砂

土師質土器
羽釜

(162) 体部 :粗いハケ
角面 :ハケ

面

面
橙脱 R7/6
橙7脱R7/6 敦～細砂

土 HHI箕 主絡 外画 :ヨコケテ
Å面 畑ぃハル チデ 勺外面 :浅黄橙7説R3/4 猛砂 ,小石 勺面外面に媒付着

311
土師質土器
羽釜

(222) 体部 :指頭圧,ナデ
面

面
灰 白10YR8/2
浅黄橙1帆R8/3 牧～細砂多量 外面 :煤付着

主FT禦上希
,冽4S

外画 :摩尿
対面 畑 しヽハ ケ 牧～細砂若千

土師資土器
P会 (224) (37)

/r向 :回雰アナ ,すブ 卜画 :にふ V｀千島r b YIt5/3
扶～粗砂多量

土師質土器
足釜

256

yI・
回 日豚 剖|:ヨ コア ア

体部 :ナデ ,指頭圧
角面 ナデ ハケ

面

面
にぶい橙7 5WR6/4
イこぶ彰ヽ褐7 5YR5/3

牧～粗砂

土姉質土器
足釜

ント画 凹豚 剖∫:ヨ コア ア

体部:ナデ
Å面:ヘラ十デ

■面:にぶい褐7 5YR5/4
匈面:橙7 5YR7/6

¶～細礫多量

上目

“

質土器
犀奪 面ヽ :ヘラナデ 勺外面 :橙2 5YR6/6 牧～粗砂多量

317
土gn質土絡
鍋

卜面 :悟頭圧 ,ヘラナデ ,ナデ
勺外面 :浅黄橙7脱R8/4 慣～粗砂

土師質土器
鍋

(66)

外面口縁部
体部

ん面日縁音ヽ

ヨコナデ,粗いハク
粗いハケ後にナデ

粗いハケ,ヨヨナデ
卜面 :にぶい黄橙1嶼R7/3
勺面 :にぶい黄橙 10YR7/2

牧～粗砂多量 外面 :煤付着

上 FHI質土器
犀令

十面 :ヘラ肖1り 卜面 :赤褐脱く5/4 牧～細砂
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土帥 質 土器

早奪
ホ面:ヘラナデ

面

帝
にぶい褐 7戯R6/3
溝苦搭 7肘像R/6 組秒～細艇

須思器
林

(22) 角外面 :回転ナデ 勺外面 :灰 白N7/0 牧～細砂若干

322 須恵絡
林

蒋外面 :ナデ
朴面 :灰 日25Y8/1

救砂若千 コ縁部 :重ね焼き痕

須恵質土蕎
杯

勺外面 :回転ナデ 勺外面 :灰 自75Y8/1 船砂～粗砂看干 ミ面:ナデ

瑞
皿

朴向 口

勺面 口

尿郡 :回監ナテ

■部 :指頭圧

尿部 :回転ナデ

面

面

小

勺
灰N5/0
灰N4/0

枚砂 氏面 :指頭圧

325 嚇
続

勺外面 :灰 N4/0 ljk砂若予

黒色土器

椀
162

7r画 日稼端淵∫:回転ナア

体部 :指頭圧 ,ヘラミガキ
杓面 ■ヂ ヘラ●ガキ

再外面 :灰 N5/0 枚砂 黒色土器 B類

327 誡
赫

(37) 勺外面 :施釉 常選

翻
赫

(17) 勺外面 :施釉 常選

輔
赫

(30) 勺外面 :施釉
鯛 :ル(HbYr/1
諷l ll:,ア 白75Y7 精選

330 醜
航

(28) 勺外面 :施釉
縦 灰 自5Y7/2
雲lll:灰 白75V7 精選

弥生土器
(46)

デ
崎
ナ
勝
面

雨

ホ

斉

面

葡

ホ

丙
にぶい褐 7 5YR5/4

石英・長石・金雲母

弥 生 主器

高杯
(34) 勺外面 :ナデ

回

雨

↑

式 石英・長石・雲母

土錘
長

＆
嶋
開

厚

〓
米面 :ナテ 外面 :浅黄橙 10YR8/3 粗砂 ヨさ:2066g

土錘
長

よ
旱
＆
外面:ナデ 外面 :1こぶい橙 5YR6/4

`田

礫 三さ:3043

335 土錘
長

Ｒ

旱

れ
外面:ナデ,指頭圧 外面 :にぶい橙7戯R7/4 r日程籍 三さ:2735g

336 土錘
長

負

日
子

Ａ 朴面 :ナデ,指頭圧 外面 :橙開R6/6 佃礫 ヨさ:2524g

イイダコ壺 (44) 勺外面 :にボい黄橙 10YR6/4 佃礫

瓦製円盤
径

〔

庫

７

厚
ｉ

内外面 :灰 N4/0 個砂

九瓦
長さ

`in oヽ

甲昌

rs。】
屏
曼

lE凸面 :明褐灰5YR7/2 敦～細砂若千

丸 瓦
景ё

`1氏

7)
甲目

rl1 7ヽ

厚
２

画

面

当

Ⅶ 布 日 ョビキ A lH蘭 匠 苦 ,氏v7/タ 佃～粗砂若干

軒平瓦 」凸面:灰N4/0 粗砂 三波文的波状文

骨
長 さ 酪
部

骨
さ
ハ
長
仏

幅
(R5】

砥石
さ

い

長

４

幅

`36】

早

１
百灰岩製

隣
航

(34) 為外面 :施和 芸llj:灰 白N8′
精選 寛様 :清

隣
硫

(22) 為外面 :施釉 芸lj:灰 白loYR7/1 PB・選 莫様 :黒色,水色,朱色

347 陶器 (備前 )
悟鉢

11 8

朴向口稼測
`1回
転ナテ

体都 :回転ナデ ,指頭圧 ,指ナデ
勺面 :回転ナデ

外面 :にぶい赤褐2闘く5/4
内面 :にぶい橙2 5YR6/4

微～
'阻
砂 ,小石

土帥 質 土器
(18) 勺外面 :ナデ

外薗 itこる い橙 bYttr/
微～細砂 口縁端都 :煤付着

土帥質上器
m`LT日 日mヽ 内外面 :灰 白7 5YR8/2 敦～細砂 口縁部 :媒付着

土師質土器

杯

日稼部 :回継ナア

体部 :回転ナデ後にナデ 内外面 :橙5YR7/6 微～細砂 重面 :回転糸切り

土 HI箕土絡
泳 (30) 内外面:ナデ 内外面 :にぶい橙7 5YR7/4 敦～細砂

嚇
続

(12) 内外面 :青黒 5B2/1 微砂若千

諏
続

内外面 :施釉
駒 :オリーブ灰 2 5GY6/1

微砂看干

土師質土器
足釜

(60)
小 HI H稼剖も:ヨコア ア
体部 :指頭圧 内外面 :浅黄橙 10YR3/3

細～粗砂,小石多
量

土師質土器
足鍋

(50)
朴面口縁部 :ヨコナテ

体部 :指頭圧,ナデ
面
面
外
内
橙2戯R6/6
橙脱 R6/6 細砂～細篠 本部外面 :煤付着

土師質土器
足釜

朴面 日縁部 :ヨヨナテ

体部 :指頭圧
灼面:ナデ

外面 !橙弱 R6/6
内面 :明赤褐 5YR5/6

細砂～細礫多量

土師質土器
甕

外 由 日

内面 口

隊部 :ヨコナテ

本部 :ナデ

象部 :粗いハケ,ナデ
外面 :にぶい赤褐弱く 5/3

内面 :にぶい橙 7 5YR6/4
微～細砂多量

土帥質土器
牽

内外面 :暦減
外向 :にコ昴い欄 7 5YR6/3

土帥賃上器
橘鉄

外面 :指頭圧,ナデ 内外面 :浅黄橙 10YR8/4

察忠 賃 上器 長

―

厚

■
内外面 :灰 10Y5/1 微砂若干 折面を磨く

工徳 52
外向 にふ い亦衛 うYIt5/4

微～細砂,細礫

軒丸瓦
当面 :ヘフアア

凹凸面 :黄灰25Y6/1 微砂若干 文

軒丸瓦
巨 径

瓦当裏面 :ナデ
コ画 :にかい東種 lυ Y民イ

粗砂～細礫若千 文
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報告 誉 器 種 謝  蟹 色  調 賄  土 備   考

364 軒丸瓦
当面 r、フナア

凹凸面 :灰 自5Y7/1 敦砂若干 文

軒平瓦 凹凸面:灰 N5/0 微砂若干 き草文

軒平瓦 凹凸面 :灰 N5/0 微～細砂 き草文

軒平瓦 ギキ手〈（［
ア

士

ア

娃

回

面

コ

ＩΠ 凹凸面 !灰N6/0 微砂若干 吾草文

砥 石
景ё

`52】

甲目

ri nⅢ '早

さ

`46】

砂岩

磁 呑 (BE月 Ⅲ糸 , (67) (34) 内外面 :施釉
憎 :オリーブ灰 10Y5/2

精 選 見込み :蛇ノロ和はぎ,融着痕

阿器 (月巴前系 )
航

内外面 :施釉
制 tにふい貢橙 10YR7/2
素llt:明褐灰 5YR7/2 精 選

陶器 (肥前系 ,
(21) 内外面 :施釉

la:灰 日5YR8/1
芸抽 :にぶいlrjt5YR6/逍

精 選

阿器 (肥前 系 )
冊

(26)
旧

螂

路

祐

四

市

朴
六 精選

隣
鉄

(23) 情選 貞面 :回転ヘラ切り

阿器 朝じ雨糸 ,
欲

(23) 観～微砂多量

阿蕎 u巴 前 糸 ,
(25) 宿選 見込み部 :融着痕

raJ器 (備前 , 218 内外面 :回転ナデ 跛～細砂

陶器 (備 雨 ,
権 撤 (76) 勺外面:ナデ 村外面 :にぶい赤褐2 5YR4/3 制～細礫

陶器 (備前 )
甕

(100) 勺面日縁部 :ヨヨナデ
Irk娑Кヘラナラ

面

面
黒褐7 5YR3/2
灰黄褐1戯く4/2

¶～細礫

IFJ希 (偏 日り
姦 (132)

何クトHI口 豚 剖
':ヨ

ヨア プ
付外面 :褐 7 5YR4/3 牧～粗砂 ,小石

土師質土器
足経

(54)
体都 :ナデ ,指頭圧 ,格子 ロタタキ

勺面 日縁部 :回転ナデ
体都 :指ナデ

蒋外面 〔にぶい橙 7 5YR7/4 笠砂～細礫 外面 :媒付着

土師質土器
足釜

(59) 体部:ナデ,指頭圧,格子ロタタキ 勺外面 :明赤褐7 5YR7/2 佃～lE砂 外面 :煤付着

凡質土器
薯

(32) 勺外面 :回転ナデ 嗣砂 底面 :ナデ

土師質土器

鍋
432 (63)

朴画口縁音卜:ヨコナア

体部 :ナデ

勺面 日縁部 ッ ケヽ後にナデ
勺外面 :橙5YR6/6 包砂～細礫多量 体部外面〔煤付着

386
土 Rl「質 土器
碧 (43)

画

面
需娯庄後にナア
ハ/7終 J「 十デ 勺外面 :桂7脱R7/6 鯛～粗砂

土師質土器
甕

(76) 勺面口縁部ツ ケヽ 勺外面 :にぶい橙 7 5YR6/4 色砂～細礫

土 H中負土 Fff
,鶴

長さ
41R4】 外面 :ヘラナデ 外面 :にぶい褐 7 5YR5/3 枚～細砂

土 H印
=ニ杯

(09)
ア
ギ

ア

キ

啓

予

回

画

回

縣

↑

角 勺外面 :浅黄橙 10YR3/3 救砂

土 HHI喬
林

61 (14) 勺外面 :回転ナデ
面

雨

ホ

丙
灰 日10YR8/2

微～細砂 重面 :板 目後に回転ナデ

察 息 喬 朴面 :回 TArナデ 田

市

↑

丙 微～粗砂 氏面 :回転ヘラ切り後に板 目

須恵器
墓

勺外面 i回転ナデ 内外面 :灰 N4/0 阻砂 ,微砂

須恵器
甕

(106)

朴面口縁部 :ヨコナデ

体部 :格子ロタタキ 内外面 :灰N6/0 放～粗砂,小石

394 軒丸瓦 要ヘナ
画

面

コ

Ⅶ 』凸面:灰N4/0 佃砂 ]又

軒丸瓦 寮ヘナ
田

雨

コ

コ
』凸面 ittN6/0 細砂 ]文

軒平瓦
回

南

「

コ 結芳向のナデ
凹凸面 :灰N6/0 細砂 き草文

軒平瓦
嶋

”
凹凸面i灰N4/0 微～粗砂 き草文

軒平瓦 』凸面 :暗灰N3/0 微砂若干 朱文

軒平瓦 Ⅶ面 希 日 コrキ A下 当 傑 ″裔 雨
コ画 :東灰 Zう Yり /

細砂 庵字

400 青銅製飾り
径

Ｓ

巨

９
11 勺側 :ガラヌ

鉄板
ё

ぉ

長

Ｚ
暇
獅

厚
∩

114 内外面 :施釉
綱 :唸り月

言選 莫様 :呉須

隣
碁 “

向 :馳 /H(底測
'何
llTttЛ 含,

面ヽ 流動
舶:にぶい赤褐 5YR4/3
云Hj:にぶい苦潜 loh/R7/4 牧砂

JFJ喬 (師 月り
構拡 匈外面 1回転ナデ

卜面 :にぶい赤褐 5YR5/3
牧～細砂 米面 :自 然釉付着

四喬 (俯酬 ,
塞 (100) 勺外面 :回転ナデ

卜面 :にぶい赤褐5YR4/3
面ヽ にぶい未褐2肘寂5/3 ¶～粗砂多量 高台に挟りあり

406
主 帥 箕 主 喬

(12) 勺外面 :回転ナデ 付外面 :浅貢橙7戯く8/4 牧～細砂若千 壼面 !ナデ

土師質土絡
句外面 :ナデ

牛面 :淡貢25Y8/3
牧～細砂 嵐面 1回転ヘラ切り後にナデ

土師質土器 120
面

市
回転ナデ ,ヘ

ヽ面 :にぶい告IBloYR7/3 改砂若干
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土師質土器
杯

114 (40)

朴面 日

勺面 口

家部 :回転ナテ

本部 :指押え,ヘラミガキ
尿部 :回転ナデ

勺外面 :浅黄橙 10YR3/4 朕秒若千

瓦需
皿

(17)
朴向 日稼部 :回転ナデ

体部 サ旨頭圧 ,ヘラナデ
対面 !回転ナデ ヘラミガキ

両

面

牛

勺
灰N5/0
灰N4/0

朕砂若千

瑞
椀

(26)
朴面日稼郡 :回転ナテ

体部 :指頭圧 ,ベラミガキ
蒋面 :ヘラミガキ

勺外面 :N4/0 牧砂看干

イイダコ壷 (35)
対面 サ デ

朴向 :明 赤褐 5YR5/6
色砂多量

弥生土器
(59) ヽ面 磨沿

`ヘ
ラ十デゝ 勺外面 :明赤褐 5YR5/6 衝英 。長石・角閃石

軟質施釉陶器
付外面 :施釉

ζ田:粕茉
煮舶 :浅昔椿 7 5YR8/4

・H～ 411t/N

土日中君争

林
62 (14) 勺外面 :回転ナデ 付外面 :浅黄橙 10WR8/4 映砂 甍面 :回転ヘラ切り後に静止ヘラナデ

土日巾絡

杯
(19) 内外面 :回転ナデ 牧砂若千 甍面 :回転ヘラ切り

阿器 (傭前 ,
林

制 :にふ い 亦 僑 Zう Yttb/3
映砂 甍面 :静止糸切り

阿器 u巴訂糸 ,
段董

53 内外面 :回転ナデ 菅選

」a器 (肥前糸 , 140
内面 :回 転ナ デ ナ デ

内外面 :赤褐 10YR4/4 牧砂

種 器 (月じ副 糸 ,
内外面 :施釉 隋選 呉須 :青藍色

土帥質土器
m`tTtt TF) 12 内外面 :回転ナデ 内外面 :橙7戯R7/6 細 砂

=面
向感 ヘ ラ伽 り

主 印負 土番
林 (25) 内外面:回転ナデ 外面 :橙5YR7/6

Å面 :にぶい格馬VR7/ 微 砂

土師質土器
椀

高台都 :回転ナデ
Å面 ヘラサデ

内外面 :浅黄橙1∝R3/3 細砂

須恵器
林 内外面 :回転ナデ 内外面 :灰 白5Y7/1 細砂若千

土師質土器
椀

高台部 :回転ナデ
丙商 ナデ ヘラさガキ

外面 :淡黄25Y8/3
内面 :灰黄25Y7/2 微～細砂多量

土師質土器
椀

高台部:回転ナデ 内外面 :灰 75Y6/】 微砂

道具瓦
長さ
(53)

鴨
ｍ

厚

ｉ 凹凸面 :黒25Y2/1 細～粗砂 些面に刻印

陶器 (傭 前 , 朴面 1回転ナテ ,ナデ
内外面 :にぶい赤褐 2 5YR5/4 敦砂若干 巨面 :回転糸切り

土師質土器
枕

142 (44)
朴薗口縁罰

`:回
転ナデ

体都 :ナデ ,ヘラミガキ
対面 :ナデ ヘラミガキ

内外面 :淡黄25Y8/3 敦砂看干

斡読
(34) 内外面 :回転ナデ 内外面 :オリーブ黒5Y3/1 密

瓦製円盤
巨 径 厚

ク
内外面 :浅黄橙1∝R8/3 制～粗砂小石

軒平瓦
画

面

「

Ⅶ
棋のヘフナテ ,斜めの秋ナテ
ヘラ十デ 内外面 :灰 N5/0 微砂若千 ぎ草文

土師質土器
(19) 内外面 :回転ナブ 内外面 :橙5YR7/6 微砂

土師質土器
55 15 内外面 :回転ナデ 内外面 :浅黄橙1∝R3/3 鯛砂 氏面 :板 目

陶器 研巴前系 )
(21) 均外面 :施釉

lH:東伺 Zう Yう /3
晴選

土師質土器
鍋

(40,

ント画 口稼 貼 卜:ヨコア ア

日縁部 :指頭圧
対面 :ナデ

内外面 :にぶい褐 7 5YR5/3 佃～粗砂多量

隣
配

(31) 内外面 :施和
Fm:力 (う Yう /1

佃砂

須恵質土器
甕

(68) 内面日縁部 :ナデ,ヘラナデ
面

面

外

内
灰黄26Y7/2
にぶい黄橙 10YR7/2

敦～細砂若干

硯
長

９

鴨

４２ 七板岩

440
土帥 質 土絡

60 16 内外面 :摩滅 内外面 :にぶい黄橙 10YR7/4 微砂 氏面 :回転糸切り

土帥質 上絡 H2 (18) 内外面 :摩滅 内外面 :にぶい黄橙 1∝R7/4 微砂若千 氏面 :糸切り

lD」呑 (肥副 糸 ,
縮 (50)

lFT:に 奉い橙7 5YR7/4
芸llj:灰 白loY7/1 密 本部内面 :直線文

瓦製円盤
庫 径 厚

１
内外面 :灰 自25Y8/1 三さ:598g

土 H巾 箕 土 Is
(19) 内外面 :回転ナデ 内外面 :橙5YR7/6 放～細砂

倶思喬
泳 (32) 内外面 :灰 白5Y7/1 放砂若干

察 思 紫 主希
続 (26) 内外面 :灰 N4/0 政砂 勺外面 :黒色

土師賃土器
内外面 :回転ナデ 内外面 :浅黄橙 10YR8/4 救砂 ,細砂

土師質土器
林

58 (03) 内外面 iナデ 内外面 :Ftk2 5YR6/6 m砂 璧面 :静止糸切り

土師質土器
甕

322 (109)
内面 ロ
ド部 :板ナデ
衰部 :ヨヨナデ
КttК 細いハケ

面

面

外

内
にぶい橙 5YR6/4
橙 7弱R6/6 網砂～細礫

土帥質土器
林

(18) 内外面 :回転ナデ 内外面 :浅黄橙 10YR8/4 救砂 ,小石

土帥質土器
林

(21) 内外面 :回転ナデ 内外面 :浅黄橙 7 5YR8/3 微～糸田f1/N
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報告番 器 種 調  整 色  調 月含  土 備   考

」二日巾名辞
杯

内外面 :回転ナデ 内外面 :浅黄橙7 5YR8/3 llk～ 粗砂 氏面 :回転ヘラ切り

土錘
長
ｎ

直径
15 外面 :にぶい黄橙 10YR6/J 放～細砂多量 重さ■20g

(15) 内外面 :施釉 精選

(27) 内外面 :施釉 精選

阿器 (偏 Fl,
菩

朴 薗 :確勒 (lυ Yttb/1
微～細砂 」手の痕跡

7a」器 (備 即リ
精拡 内外面 :ナデ

/1向 :隊 亦 Zう Y R4/Z
細～粗砂

醜
競

(19) 内外面 :施釉
田 :"(日 うYr/1

微砂若干

土師質土器
(33) 内外面 :ナデ 内外面 :浅黄橙1∝R8/4 微砂若干

陶器 OB前系 ) 37
外面:回転ナデ,施 TIH(体部下半露胎)

素地 ,こぶい橙7 5YR7/3 精選 見込み 胎土 目

土印 箕 土希 76 14 内外面 :回転ナデ
Ⅲ画 :|こか 立`橙 山 Y民 イ/3

細砂 氏面 〔回転ヘラ切り

土 印 負 土 器

林
内外面 :回転ナデ

“

向 :次亦確 Z bY【イ
鉄砂若干

二 H“禦 主誘

林
80 (27) 内外面 :回転ナデ 勺外面 :淡橙弱 R3/4 放砂 ,細砂 巨面:ナデ

土師質土器
林

120 (19) 内外面 :ナデ 句外面 :にぶい橙 7 6YR7/3 牧砂

弥生上器
を

朴 画 :半行 ググキ
村外面 :にぶい褐 7 5YR5/4 『

英・長石・角閃石

軒丸瓦 凹面 :本 目,コどキ接合痕
瓦当草而 :ナデ

当面 :淡黄25Y3/3
雪面 :灰黄25Y6/2 ]砂 巴文

軒平瓦 幅
痢

”

‥ナデ
峯

画
面

】

］
Ь

下

面

面
褐灰 10■R6/1
灰黄褐 10YR6/2

ユ砂 吾草文

軒平瓦 暇
麻

コ向 :イこコ■1汚ミ橙 10Y民 イ
壁砂 書車文

軒平瓦
画

面 ヘラチデ 四凸面 :灰 75Y6/1 二砂 き草文

軒平瓦
コ回 :嵐当 按 針 卜を T冒ア ア

咽凸面 :灰N4/0 ■砂 書草文

軒丸瓦 咀凸面:灰5Y5/1 生砂 書草文

平 瓦
さ

▼

長

３‐
幅
翡

当面:ナデ
u面 :ナデ,面取,工具痕

面

面
灰N4/0
灰N4/0

生砂

陶器 (傭前 )
碧

560 (78) 年薗
:FrHか いハグ ,社いハ グ

勺m~フ ケヽ 十 デ
面

市
にがい赤褐 10R6/4

¶～粗砂 ,小石

土帥質土器
央鉄

(57) 卜面 :橙7 5YR7/6
改～細砂若千

舷 器 朝巴前 糸 )

天 目航
122

面

稿
回転ナデ ,施釉 (体郡下半露胎 ) 転:黒褐 7 5YR2/2

膏選

479 阿器 朝巴訂 糸 )

配
132

勺而 :回転ナデ 流知 信拍 :にぶい苦搭 lowR6/3 言選 見込み 胎土 目

隣
ｍ

40 (24) 勺外面 :回転ナデ ,施釉
信IIJ!椿 7 5YR7/6 青選

陶器 (肥前糸,
45 (24)

勺面 :回転ナデ 流紬
冑選 見込み :胎土 目

隣
鉄

吉選

陶恭 uじ副 糸 ,
鉄

H4
t田 :甜弓γ bY4

菅選

略
ｍ

(22) 村外面 :施釉 吉選

上 瑚 輿 主 喬
13 句外面 :回転ナデ 勺外面 :にぶい橙7弱R7/4 u砂 底面 :回転ヘラ切り

486
土RT質土器

(17) 村外面 1回転ナデ
↑BI!灰 日 lυ Y民も/Z
芍面 株軒 5vR7/6 佃砂 底面 :板目後にナデ

土師質土器
外ヽ面 :回転ナデ 牧砂

土 HII質土器
林

112 (29) 外ヽ面 :回転ナデ
十面 :朝褐灰 7 5YR7/2

朕砂

土帥質土器
林

110 72 勺外面 :回転ナデ 村外面 :にぶい橙 7 5YR7/4 翻～粗砂

土帥質土器
林

120 (37) 勺外面 :回転ナデ
面

市
灰 自5Y8/1

割砂 底面 :静止ヘラケズリ

勺外面:回転ナデ 外ヽ面:灰 白5Y3/2 朕砂
日縁部 :県付看
廣面 :回転ヘラ切り終にナデ

土帥質土蕎
杯

(17) 付外面 :浅貢橙 10YR8/3 包砂 氏面 :回転ヘラ切り

瓦器

皿
78 (22) 体部 :指頭圧

角而 :ナヂ終にヘラミガキ
勺外面 :灰 N6/0 映砂

瑞
椀

(39)

朴面日稼部 1回監ナテ後にヘラミカキ

体部 :指頭圧後にヘラミガキ

芍雨 :ナデ後にヘラミガキ
勺外面 :灰N4/0 敗砂

495 円蕎 (備 雨 ,
籍 欲 (59) 勺外面 :回転ナデ (田砂

496
土師質土器
鍋

320

朴画口稼酎∫:ヨヨナア

体部 :指頭圧

勺面 日縁部 :ヨヨナデ

面

面
灰褐7 5YR6/2
にぶい橙開R7/4

¶狭

土師質土器
鍋

牛面 日縁部 :ヨヨナデ

体都 :指頭圧

勺面 ッ ケヽ

村外面 :にぶい橙 7 5YR7/3 冬田礫
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器 種 調  整 色  Hq 】合  土 偏   考

須患器
捏ね鉢

320 内外面 :回転ナデ 内外面 :灰 自5Y7/1 【田秒

諏
碗 701 (30)

丙面 :同魅ナデ 怖紬
舶 :灰 自5Y7/2
素llll:康 白25V7/ 精 選

器牡
・霊

弥
116

外画口稼刊
`:ヨ

コナア

頸部 :ナデ

内面 口縁部 :ヨコナデ
顕都 :指頭庄後にヘラ豫り

面
面

外
内
明褐7 5YR5/6
にぶい褐7碗く5/4

石英。長石・雲母・

角閃石

卵 生 二喬
磐

222 内外面 :摩滅
画
面
外
乃
に心 い種 7 5YR7/4
にぶい苦搭loYR7/4 缶関石

弥生土器
高杯

167 (42)
朴 向 裾 部 :ヨ コナ ア

脚部 :ナデ
丙面 ‐ ラ普‖り

外面 :にぶい褐7戯R5/4
内面 :褐7/5YR4/6

石英・長石・雲母・

角閃石

弥生土器
忘林 Å面 ヘラ削め 内外面 :明褐7 5YR5/6

軒平瓦 凹凸面 :灰 N5/0 祖砂 き草文

土錘
長

Ｒ
幅
［

］子

Ｆ 外面 :ナデ 外面 !橙開R7/6 粗砂 重さ:2257g

土 錘 酷
郷

外面 :ナデ 外面 :にぶい黄橙 10YR6/3 粗砂 重さ■27g

天種通宝 酪
必

厚

α

永築通宝 酷
２４

厚

０

鉄釘
ё
分
三
生

日子
０

土帥質 土器 70 内外面 :回転ナデ
面

市

外

Å
浅貢橙 7 5YR3/6

微砂

土 H巾質 主器 74 12 内外面 :回転ナデ
朴由 :橙5YR7/6
Å面:溝苦替7 5YR8/4 細砂 氏面 :回転ヘラ切り後にナデ

土 H巾賃 主蕎 15 内外面 :回転ナデ 内外面 :橙5YR6/6 微砂 巨面 :回転糸切り

土帥箕 土苓
林 内外面 :回転ナデ

画

面

外

丙
歳東橙 10Y8/8

微砂

土 H叩 箕 主 希

林
内外面 :回転ナデ 内外面 :橙2碗R6/6 lvk砂 氏面 :回転ヘラ切り

51 内外面 :回転ナデ 精選

蹴
続

30
/1向 :回格 ア ア ,露府 10〔 灰 日r bY3/1

精選

訥
航

52
/1画 :施 /m(豊 4■蕗刀0, lFE:明 緑床 lυじY

精選

阿器 (偏前 ,
権鉄

内外面 :回転ナデ
本画 :ルウヘlUヽ 4/Z

粗砂

阿器 (偏 前 ,
梧鉄

勺外面 :回転ナデ
朴面 :日音赤灰 2 5YR3/1
対面 :楊灰 7 5YR4/1 粗砂

瓦質土器
信鉢

朴面 日縁部 :ヨヨナデ

体胴都 :指頭圧
内雨 ッ ケヽ

画

面

外

内
灰 自25Y/1
灰 N6/0

粗砂

土錘
長

Ｒ

鴨

６９
早
６
外面:ナデ,指頭圧 外面 :灰 白1∝R3/2 粗砂 三さ:2814g

土錘
長 さ 厚

５
勺外面:ナデ 外面 :橙5YR6/6 粗砂 ,細磯 重さ:2669g

軒平瓦 』面 :コビキA,瓦 当端を面取 粗砂 溢字

527
土師質土器
甕

142

↑向口稼剖
':ヨ

コアア
体部 :ヘラナデ

内面口縁部 :ヨコナデ
伝鍬 指十デ ヘラ十デ

内外面 :淡黄25Y3/4 lE砂 勺面 :輪積み痕2箇所

磁器 G巴前系 )
猪 □

小面 :馳 細
lB良 会付釉 :呉須

弥生土器
有外面 :摩滅

朴面 :橙 5YR6/6
ヽ面 1搭 2 5VR6/6

弥生土器
箸

132 勺外面 :ヨコナブ 内外面 :赤褐 6YR4/6 傲～細砂 ,石要・

弥生土器
碧

(33) 均外面 :摩滅 内外面 :灰吏褐 10YR5/2
放～�砂 ,石英・

津系)善 勺外面 :施釉 精選
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図版 1

1 第 2遺構面完掘状況 (東から)
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2 第 2遺構面完掘状況 (西から)



図版 2
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1 第 2遺構面完掘状況 (南から)
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2 第 2遺構面完掘状況 (北から)



図版 3

l  S B 1201完刷 犬況 (西から)

2  S B 1201  P― -2

S B 1201



図版 4

l  S E 1201■ 層断面 (西から)

2  S E 1201完捌 犬況 (南 から)

S K 1202-1208完掘状況

(北から)


